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 平成３０年度から小学校で、令和元年から中学校で、道徳科の教科書が配付され、

道徳科がスタートしたところです。「考え、議論する道徳」への転換、「主体的・対

話的で深い学び」の実現、いじめ問題への対応の充実、認め励ます評価の在り方等、

まだまだ多くの課題が指摘されています。「道徳科」を校内研究に掲げ、道徳教育の

充実に取り組む学校も増えているようですが、道徳科の実施に向けた諸条件の整備

が急務となっています。 

 このような変革の時期にあって、今年度、三沢市立おおぞら小学校及び三沢市立第

三中学校において、道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業の委託を受け、研究

が行われました。 

 おおぞら小学校では「主体的に考え、学び合う子どもの育成～心を動かし、気付き

を大切にする道徳教育の推進～」の研究主題の下、学校の特色を生かした重点的な道

徳教育の展開や道徳教育の指導体制の整備、学習活動において問題意識をもたせる

「しかけ」の工夫、お互いの考えや気付きを大切にしながら「学び合える学習の仕方」

の工夫、授業における振り返る活動を適切に設定し、大くくりなまとまりを踏まえた

個人内評価の在り方について共通理解を図ること等を重点として実践を積み重ねて

こられました。 

 第三中学校では「思いやりと道徳的な判断力を高めるための指導の研究～道徳的

価値について、考え議論する特別の教科道徳の授業実践を通して～」の研究主題の

下、多面的・多角的に考えさせるための教材研究、「考え、議論する道徳」の授業展

開や指導法の工夫、「道徳科」の授業の定着と発展を目指した全体計画及び年間指導

計画の改善と活用、道徳科の大くくりなまとまりを踏まえた評価の視点による学習

計画の在り方の研究等を重点として実践を積み重ねてこられました。 

 両校とも年間を通して、道徳科における指導の充実に向けて研究と工夫を重ねる

とともに、そこで高められた道徳的価値が道徳的実践へとつながるように、教育活動

全体を通じて、道徳教育が推進されておりました。両校の実践は、本県における道徳

教育及び道徳科の推進における一つの指針となるべきものであるといえます。 

 各学校におかれましては、両校のすばらしい実践を参考として、再度、自校の取組

の見直しを図っていただき、活用できるような取組については各学校の実態に即し

た形で取り入れることで、今後「道徳科」が道徳教育の真の要としての役割を果たせ

るよう、取組を進めていただければと思います。 

 最後に、本事業推進に当たり御支援、御尽力いただきましたおおぞら小学校、第三

中学校、三沢市教育委員会をはじめ関係の皆様に御礼を申し上げますとともに、本報

告集が道徳教育の指針の一つとして活用されることを祈念いたします。 
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                学校教育課長 長 内 修 吾 

 

 

 小・中学校の道徳教育については、学習指導要領の改訂により、道徳の時間が「特

別の教科 道徳」となるなど、学校教育における道徳教育の充実がより一層重要とな

っております。 

 このため、県教育委員会では、道徳教育の充実に向け、様々な施策を展開するとと

もに、文部科学省委託事業「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の中で、

道徳教育推進協議会の開催、研究指定校による特色ある道徳教育の実践、道徳教育パ

ワーアップ協議会の開催等に取り組んで参りました。 

 今年度は、三沢市教育委員会の御指導の下、三沢市立おおぞら小学校、三沢市立第

三中学校が研究指定校として研究実践に当たってくださいました。両校とも、教育活

動全体を通じて行う道徳教育の指導体制の整備、教員の指導力向上、小・中学校の連

携や家庭・地域との連携など、新学習指導要領の趣旨に沿った道徳教育の充実に向け

た実践を通した研究が行われました。 

 三沢市立おおぞら小学校においては、児童に問題意識をもたせる「しかけ」の工夫、

多面的・多角的に考え、考えを深めるための学び合う活動の工夫に主として取り組

み、三沢市立第三中学校においては、道徳的課題を自分のこととして受け止め、考え

る、問題解決的な授業の実践や、「考え、議論する道徳」の在り方の模索・実践に取

り組み、両校とも成果を挙げられました。 

 両校の研究成果は、道徳教育パワーアップ協議会において全県から集まった参加

者に対して発表され、今年度の研究成果を広く周知することができました。 

 また、参加者からの質疑応答が活発になされるなど、参加者の興味・関心の高さが

うかがわれるとともに、自校の道徳教育の取組への参考になったことと思います。 

 本報告集は、両校の取組の成果等をまとめたものですが、県内全ての学校におい

て、児童生徒の豊かな心の育成のため、こうした成果を積極的に活用し、教育活動全

体を通して、自校の道徳教育の充実に役立てていただきたいと思います。 

 最後に、本報告集の作成に当たり、日々の教育実践を積み重ね、大きな研究成果を

挙げられた三沢市立おおぞら小学校、三沢市立第三中学校、御指導いただいた三沢市

教育委員会、県道徳教育推進協議会会長である青森市立古川小学校八木橋校長及び

副会長である青森市立三内中学校渡邊校長をはじめとする協議会委員の皆様に感謝

申し上げ、御挨拶といたします。 
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道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業 

完 了 報 告 書 

（三沢市立おおぞら小学校） 
 
１ 道徳教育に関する改善状況の概要 

  道徳教育において、平成２７年に学校教育法施工規則及び学習指導要領の一部改正が行われ、「特

別の教科 道徳」（以下「道徳科」）が新たに位置付けられた。 
本校では、今年度から、校内研修において「主体的に考え、学び合う子どもの育成～心を動か

し、気付きを大切にする道徳教育の推進～」を研究主題に掲げ、道徳教育の推進に取り組んでい

る。 
今年度は、道徳教育の抜本的改善・充実を図るために、次の３点を方針に掲げた。 

 （１）道徳教育の目標達成に資する校内指導体制づくりを行う。 
 （２）「主体的・対話的で深い学び」を実現するための学習過程や指導方法の工夫を進める。 
 （３）道徳科の評価の在り方を研究する。 

本校の道徳教育の抜本的改善・充実を推し進めるために、次の項目を重点にして取り組んだ。 
 （１）本校の特色を生かした重点的な道徳教育の展開及び道徳教育の指導体制の整備を行う。 
 （２）主体的に考え、学び合う児童を育てるために、学習活動（指導計画）の中に問題意識をもた

せる「しかけ」を工夫すること、またお互いの考えや気付きを大切にしながら「学び合える学

習の仕方」を工夫する。 
 （３）道徳科における児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を把握するために、児童が学習し

たことを振り返る活動を適切に設定し、大くくりなまとまりを踏まえた個人内評価の在り方に

ついて共通理解を図る。   
  これらの結果、大変短い研究期間ではあるが、次のような改善が見られた。 
 （１）本校の特色である第三中学校との連携を図るために、児童会活動、学校行事、家庭学習ノー

トなどを小中合同で指導を行っている。また、小学校と中学校の９年間を見越して、小中連携

で共通した道徳の重点項目を定めて取り組むために、研究計画を立てる段階から協力し、講師

を招聘して共同の研修会を行ったり、お互いの授業を参観したりするなど、多くの面で連携し

て取り組むことができた。 
      
 
 
 
 
 
       小中合同あいさつ運動           小中合同運動会            家庭学習ノートの掲示 

 （２）学習活動（指導計画）の中に、児童に問題意識をもたせる「しかけ」を取り入れることによ

って、児童が自分事として学習課題を捉えたり、多面的・多角的に考え、自己の生き方につい

て考えを深めたりするための工夫について研究を進めることができた。 
 （３）授業で児童が記述したワークシートを保存した「道徳ファイル」や、児童が記述したワーク

シートを添付した「道徳ノート」を活用することによって、児童の道徳の学習状況や道徳性に

係る成長の様子を把握するための資料とすることができた。さらに、この「道徳ファイル」や

「道徳ノート」を来年度も継続することによって、児童一人一人の学習状況や成長の様子を計

る資料の充実に努めることにした。 
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２ 実施した研究内容 

（１）地域の実態や課題に応じた特色ある道徳教育の取組の概要 
 ア 第三中学校との連携 

この研究は、隣接した校舎を持つ三沢市立第三中学校と小中連携で行った。研究を進めるに

あたって、平成３０年度「道徳教育小中全体計画（方針）」が立てられた。（資料１） 
この中で、小中の９年間で育てたい児童生徒の姿を「他者とよりよく生きるための自立をめ

ざし、自分で判断し、行動できる児童・生徒」と設定した。また、９年間で育てたい重点項目

を「希望と勇気，努力と強い意志」とした。（中学校「希望と勇気、克己と強い意志」） 
もう一つの重点項目を「伝統と文化の尊重，国や郷土を愛する態度」とした。 
共通した重点項目を設けたことに加えて、６月に秋田公立美術大学から毛内嘉威教授を招い

て小中合同の研修を行ったり、研修内容や日程について情報交換を行ったりするなど、多くの

面で協力がなされた。 
また、第三中学校と互いに道徳科の授業参観をして学び合い、意見交換を行うことで、小学

校・中学校間の滑らかな接続を意識した取り組みを行うことができた。 
  
 
 
 
 
 
 
 
   毛内教授を招いた合同研修会                第三中教員も参加した道徳科授業 

  イ 道徳教育全体計画の改善及び道徳教育全体計画別様の改善と活用 
   道徳教育全体計画（資料２）を見直して改善することによって、道徳の指導方針や道徳科の

重点目標、各教科・特別活動と関連を図った指導について確認し、本校の重点目標を改善する

ことで道徳教育推進に向けて校内の共通理解を図ることができた。 
   また、道徳教育推進教師を中心として道徳教育全体計画別様の改善を行うことによって、よ

り本校の実態に即した道徳科の年間指導計画を立て、計画的な道徳科の授業実践に役立てるこ

とができた。 
  ウ 「おおぞら道徳プラン」の作成と活用 
   本校で定めた道徳の重点項目２つ（「希望と勇気，努力と強い意志」「伝統と文化の尊重，国

や郷土を愛する態度」）について「おおぞら道徳プラン」を各学年で作成した。（資料３） 
   これは、重点項目に関わる道徳科の授業のねらいと各教科、学校行事等との関連を表したも

のである。この「おおぞら道徳プラン」を作成・活用することによって、道徳科の授業のねら

いと各教科等に含まれる道徳的価値との関連を明確にした指導を行うことができた。 
  エ 算数科との関連を図った指導 
   本校では平成３０年度から算数科の構内研究に取り組んでいる。今年度取り組む道徳科の研

究も、先行する算数科と関連させていくことが有効と考え、算数科と関連を図った指導（資料

４）を作成した。算数科と道徳科の指導過程において、「問題・資料提示の工夫、教材との出会

わせ方」「解法の見通しを持たせる、価値への方向付け」などの「しかけ」を工夫することに共

通して取り組むことができた。 
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校・中学校間の滑らかな接続を意識した取り組みを行うことができた。 
  
 
 
 
 
 
 
 
   毛内教授を招いた合同研修会                第三中教員も参加した道徳科授業 

  イ 道徳教育全体計画の改善及び道徳教育全体計画別様の改善と活用 
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ことで道徳教育推進に向けて校内の共通理解を図ることができた。 
   また、道徳教育推進教師を中心として道徳教育全体計画別様の改善を行うことによって、よ

り本校の実態に即した道徳科の年間指導計画を立て、計画的な道徳科の授業実践に役立てるこ
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通して取り組むことができた。 
 

 

 

（２）道徳科の授業研究 
ア 研究目標 

主体的に考え、学び合う児童を育てるために、学習活動（指導計画）の中に問題意識をもた

せる「しかけ」を工夫すること、またお互いの考えや気付きを大切にしながら「学び合える学

習の仕方」を工夫する。    
  イ 研究仮説１  

学習活動（指導計画）の中で、児童に問題意識をもたせる「しかけ」を工夫することで、学

習課題を捉え、自分との関わりで考えることができるのではないか。 
 
         問題意識を持たせる「しかけ」の工夫 

       ・事前アンケートの活用 

       ・資料との出会わせ方 

       ・挿絵、視聴覚資料の提示 

       ・学習課題との出会わせ方 

       ・発問、問い返し 

       ・板書 

       ・役割演技 

 

  ウ 研究仮説２  
学習活動の中で、児童が自分との関わりで考えたことを基に、学び合う活動を工夫すること

で、多面的・多角的に考え、自己の生き方について考えを深めることができるのではないか。 
 
         学び合う活動の工夫 

       ・話し合う必要感を持たせる 

       ・話し合う形態（ペア，グループ，全体） 

       ・役割演技（児童対児童，児童対教師） 

       ・発問、問い返し 

       ・板書で学習の流れ，思考の視覚化（心情スケール，ネームカード） 

       ・まとめ、振り返りの手立て（ワークシート，道徳ノート） 

 

  エ 検証授業及び協議会の実施 
    ９月の公開研究発表会を前に、６月に３学年と５学年で道徳科検証授業と研究協議を行っ

た。 
    ３学年は、Ｂ－（６）親切、思いやり 教材名「フローレンス・ナイチンゲール物語」（学研 

『みんなの道徳』 ３年）の授業である。 
    この授業の中心発問につながる前の発問で、老人に服と食べ物を届けようとしたのに追い返

される主人公の思いを児童に考えさせるために、児童対教師の役割演技を取り入れた。 
   
 
 
 
 
 

 児童の自由な考えを即興的に演じながら表出させる児

童対児童の役割演技に対して、教師がインタビューするよ

うに児童に問うこの役割演技は、児童の考えを一歩深めた

い場面で有効ではないかと考えられる。インタビューされ

た児童はその後、自分の考えを板書するのだが、この文字

が小さくて読みにくかったので、実践を重ねながら改善し 
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   ていく必要があることが協議会で話題になった。 
    ５学年は、Ａ－（５）希望と勇気、努力と強い意志 教材名「世界に羽ばたく 航平ノー

ト」（学研『みんなの道徳』５年）の授業である。 
    授業の導入で、体操の内村航平選手がオリンピック体操総合で金メダルを取ったときの演技 

をビデオで短く紹介した。   
      
 
 
 
 
 
   を拾うことで、輝かしい実績をもつ内村選手と自分たちを結び付けて考えさせることができた 

ことが成果として話し合われた。 
（３）道徳科の評価の在り方の研究 
  ア 「道徳ノート」「道徳ファイル」の活用及び児童の変容把握の方法 
   児童の道徳科の学習状況を把握し指導に活かすために、各学年担任がどちらかを選択して、「道

徳ノート」または「道徳ファイル」を活用している。これらは、授業の終末で児童が記述したワ

ークシートや授業の感想を綴ったものである。今年度から、児童一人一人の道徳性に関わる成長

の様子をより継続的に把握するために、６年生を除いて、今年度のものを次年度にも残して活用

することにした。 
   道徳科の評価としては、児童がいかに成長したかを積極的に受け止めて認め、励ます個人内評

価として行っている。評価の観点は以下のとおりである。 
 
  研究仮説の検証に関わる評価の視点 

  「自分との関わりで考えているか」 

   ・教科書の登場人物に自分を投影して考えている。 

   ・学習課題について自分事として考えている。 

  「多面的・多角的に考えているか」 

   ・友達の意見と比べながら考えている。 

   ・立場や考え方の違いを踏まえて考えている。 

   ・以前の学習と関連させて考えている。 

  「自己の生き方について考えを深めているか」 

   ・今までの自分を振り返り、今後どう行動するかを具体的に考えている。 

   ・以前と比べて道徳的価値の理解が深まっている。 

 

  イ 教室環境の整備 
   授業の振り返りとして、また以前に行った内容項目と関連させて 

指導する際に活用するため、全学年の教室に「道徳コーナー」を設 
けている。                              

  ウ 児童に対する「道徳意識調査」と「道徳科授業アンケート」の実施 ３学年の道徳コーナー 
  ７月と１１月に児童に対して「道徳意識調査」と「道徳科授業アンケート」を行った。今年度

の取組の成果と課題について把握するために、全学年児童を対象に実施した。それぞれ８つの項

目をアンケート形式で調査したものである。 

 そして、内村選手が幼少期からオリンピックで金メダ

ルを取るまでの歩みを、挿絵を黒板に掲示しそれぞれの

場面での努力や悩みを黒板上に整理しながら、悩みを抱

えるごとに内村選手はどんな気持ちでいたのか考えさ

せた。協議会では、５年生の子どもたちに、運動会や陸

上記録会の時に頑張ったことを思い出させながら発言
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  その結果と考察については，後述する。 
３ 実施経過とその体制  

月 取組の内容 備考 
４ 
・ 
５ 

研究主題，研究目標，研究仮設の共通理解 
「道徳コーナー」の設置と児童アンケートの実施について 
「道徳ノート」または「道徳ファイル」について 

 

 
 
 
 

６ 

校内研修計画書共通理解 
道徳科全体研修  
道徳科小中連携研修会 
各ブロック指導案検討 
低学年検証授業，研究協議 
 ３学年 教材名「フローレンス・ナイチンゲール物語」 
道徳科全体研修 
高学年検証授業，研究協議 
 ５学年 教材名「世界に羽ばたく 航平ノート」 

 
 
講師：毛内教授 
３学年対象，授業者高田  
指導助言：毛内教授 
 
５学年対象，授業者種市 
 

７ 児童アンケート実施 
第１回青森県道徳教育推進協議会 
低学年指導案検討 
高学年指導案検討 

 
道徳教育推進教師参加 
講師：原田指導主事 
講師：江渡課長補佐 

８ 各ブロック指導案検討 
全体指導案検討 

 

９ 
 

部会協議会の流れ確認 
小・中学校道徳教育研究協議会準備 
小・中学校道徳教育研究協議会 

 
本校会場 
授業者 1 学年 牧 

６学年 池田 
１０ 参加者アンケートの集計，結果確認  
１１ 児童アンケートの実施  
１２ 児童アンケート集計 

研究のまとめ 
 

１ 第２回青森県道徳教育推進協議会 
県道徳教育パワーアップ研修会（研究成果発表） 

道徳教育推進教師参加 
道徳教育推進教師発表 

２ 研究紀要作成 
次年度研究の方向付け 

 

  研究体制    
研究推進委員会 校長・教頭・教務主任・道徳教育推進教師・研修主任 

全  体  会 
低学年ブロック 高学年ブロック 
１学年担任 
２学年担任 

３学年担任（道徳教育推進教師） 
教務主任 
教頭 

４学年担任 
５学年担任 
６学年担任 
わかくさ担任 

道徳教育推進教師 
校長 



－6－

  

 

 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も８５％以上で高い傾向がみら

れる。 
 ７月は８８．０％で１１月は９５．

３％となっており、「人の気持ちがわか

るようになりたい」と肯定的に回答した

児童が７．３％増加した 

④ 人の気持ちが分かるようになりたいと思う。 

 

 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も９０％以上で高い傾向がみら

れる。 
７月は９４．０％で１１月は９４．１ 

％となっており、肯定的に回答した割合

が高いままで、ほとんど変化はみられな

かった。 

③ 将来の夢や目標をもっている。 

４ 取組の成果と課題 

（１） 「道徳意識調査」の比較（７月と１１月に実施） 
凡例：  そう思う  だいたいそう思う  あまりそう思わない  そう思わない 

 「そう思う」「だいたいそう思う」と

回答（以下：肯定的に回答）した割合が

どちらの月も８５％を超えて高かった。 
 しかし、７月と１１月の比較では、 
９２．８％から８７．１％となった。全

校的に肯定的な回答がやや減少する傾

向となった。 

① ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある。 

 74.1%  21.2%  3.5% 

 72.3%  15.7% 
 4.8% 

 7.2% 

 1.2% 

 

 肯定的に回答した児童の割合が、７月

は７５．９％で１１月は８５．９％であ

った。 
 ７月はやや低い傾向であったが、１１

月には「自分にはよいところがある」と

肯定的に捉える児童が１０％増加した。 

② 自分には、よいところがあると思う。 

 63.5%  30.6% 
 5.9% 

 77.1% 
 16.9% 

 2.4% 

 3.6% 

 0% 

58.8% 27.1% 
5.9% 

48.2% 27.7% 9.6% 14.5% 

 

8.2% 

 

64.7% 22.4% 
2.4% 

74.7% 18.1% 
2.4% 

10.6% 

 

4.8% 
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 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も９５％以上で非常に高い傾向

がみられる。 
 肯定的な回答の割合に大きな変化は

見られないが、「そう思う」と一段と強

い肯定感を示す児童が７．５％増加して

いる。 

⑤ いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う。 

 

 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も９０％以上で高い傾向がみら

れる。 
 肯定的な回答の割合は、４．８％増加

している。特に「そう思う」と強い肯定

感を示す児童の割合が１６．１％と大き

く増加した。 

⑦ 自分の住んでいる市や地いきのために、何かしたいと思う。 

 

 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も９０％以上で高い傾向がみら

れる。 
 肯定的な回答の割合は、３．６％増加

している。特に「そう思う」と強い肯定

感を示す児童の割合が４％増加してい

る。 

⑧ 自分の住んでいる市や地いきが好きだ。 

 

 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も９０％以上で高い傾向がみら

れる。 
 肯定的な回答の割合は、２．２％と僅

かに減少しているが、「そう思う」と強

い肯定感を示す児童が８．２％減少する

結果となった。 

⑥ 学校のきまりを守っている 
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 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も８５％以上で高い傾向がみら

れる。 
 「あまりそう思わない」「そう思わな

い」から肯定的な回答へと変容した児童

が６．１％で「自分のことについて考え

ている」と感じる児童が増加した。 

④ 道徳科の授業で、自分のことについて考えている。 

 

 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も９０％以上で高い傾向がみら

れる。 
 「そう思う」とより強い肯定感を示す

児童の割合が１１．３％増え、「道徳科

の学習が役に立つ」と感じる児童が大き

く増加した。 

③ 道徳科の学習は、役に立つと思う。 

 「そう思う」「だいたいそう思う」と

回答（以下：肯定的に回答）した割合が

どちらの月も８５％以上で高い傾向が

みられる。 
 より強い肯定感を示す児童の割合が

８．２％増加し、「道徳科の授業が好き」

と感じる方向へ推移している。 

① 道徳科の時間が好きだ。 

 
（２） 「道徳科の授業アンケート」の比較（７月と１１月に実施） 

凡例：  そう思う     だいたいそう思う  あまりそう思わない  そう思わない 

 

 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も９０％以上で高い傾向がみら

れる。 
 「あまりそう思わない」「そう思わな

い」から肯定的な回答へと変容した児童

の割合が３．７％で、「心に残る道徳科

の授業がある」と答える児童が増加し

た。 

② 心に残っている道徳科の授業がある。 
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 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も８５％以上で高い傾向がみら

れる。 
 「あまりそう思わない」「そう思わな

い」から肯定的な回答へと変容した児童

が６．１％で「自分のことについて考え

ている」と感じる児童が増加した。 

④ 道徳科の授業で、自分のことについて考えている。 

 

 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も９０％以上で高い傾向がみら

れる。 
 「そう思う」とより強い肯定感を示す

児童の割合が１１．３％増え、「道徳科

の学習が役に立つ」と感じる児童が大き

く増加した。 

③ 道徳科の学習は、役に立つと思う。 

 「そう思う」「だいたいそう思う」と

回答（以下：肯定的に回答）した割合が

どちらの月も８５％以上で高い傾向が

みられる。 
 より強い肯定感を示す児童の割合が

８．２％増加し、「道徳科の授業が好き」

と感じる方向へ推移している。 

① 道徳科の時間が好きだ。 

 
（２） 「道徳科の授業アンケート」の比較（７月と１１月に実施） 

凡例：  そう思う     だいたいそう思う  あまりそう思わない  そう思わない 

 

 肯定的に回答した児童の割合が、どち

らの月も９０％以上で高い傾向がみら

れる。 
 「あまりそう思わない」「そう思わな

い」から肯定的な回答へと変容した児童

の割合が３．７％で、「心に残る道徳科

の授業がある」と答える児童が増加し

た。 

② 心に残っている道徳科の授業がある。 

 61.2%  34.1% 

 0% 

 60.2%  31.3% 

 3.6% 
 4.8% 

 

 4.7% 

 

 54.1%  38.8%  5.9% 

 45.8%  41.0%  10.8% 

 2.4% 

 1.2% 

 81.2%  15.3% 
 3.5% 

 69.9%  20.5%  8.4% 

 1.2% 

 0% 

 58.8%  30.6% 

 2.4% 

 50.6%  37.3% 

 6.0% 

 6.0% 

 

 8.2% 

 

 
  

⑤ 道徳科の授業で考えたことを、学校の外でもその通りだと思ったことがある。 
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 肯定的な回答を示した児童が、７月は

９１．６％で１１月は８９．４％であっ

た。 
 どちらの月も肯定的な回答をした児

童が８５％以上だったが、７月に比べて

１１月は肯定的回答が２．２％減少する

結果となった。 

⑦ 道徳科の授業で、友だちの考えを聞くのが好きだ。 

 肯定的に回答した児童が、７月は 
７９．５％で１１月は８９．４％であっ

た。 
 ７月に比べて１１月は、肯定的な回答

をした児童が９．９％増加した。「道徳

科の授業で友達の考えを聞いて自分の

考えが変わったことがある」と感じてい

る児童が増加している。 

⑧ 道徳科の授業で友だちの考えを聞いて、自分の考えが変わったことがある。 

 肯定的な回答を示した児童が、７月は

７９．５％で１１月は７７．６％であっ

た。 
 どちらの月も他の質問項目ほど高い

傾向は見られなかった。７月に比べて 
１１月が１．９％と僅かではあるが肯定

的回答が減少する結果となった。 

 肯定的に感じている児童が、７月は 
８３．１％、９月は８３．６％であった。 
 どちらの月も肯定的に感じている児

童が８０％以上ではあるが、他の質問項

目ほど高い傾向は見られなかった。７月

と１１月の結果も大きな変化は見られ

なかった。 

⑥ 道徳科の授業で、自分の考えを友だちに聞いてもらうのが好きだ。 
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（３）授業後の研究協議会記録のまとめ 
 ① 1 学年  

仮説１ 学習活動の中で、児童に問題意識をもたせる「しかけ」を工夫することで、学習課題を捉 
   え、自分との関わりで考えることができるのではないか。 
【しかけ１】 
 マラソンや係・当番の仕事などをする 
友達や自分の写真を見ることで、一人一人

が頑張っていることがあると気付くこと

ができるようにする。 
参観者からの回答 

とてもよい；７８．０％ 

よい   ；１７．０％ 

おしい  ； ２．４％（無答２，４％） 

成果〇 課題▲ 
〇自己肯定感が高まった。自分の頑張りを自覚できた。 
〇自分と友達の良さを認め合うことができた。 
〇努力の大切さについて気付くことができた。 
〇登場人物の出来事から、自分事として考えるよいきっか

けとなっていた。 
▲頑張っている子どもたちの写真を板書に残したかった。 
▲自分や友達が何をどのように頑張ったのかに触れると

よかった。 
【しかけ２】 
 板書は「かっこいい自分」を頂上にして

道を描き、そこにたどり着くためにはどん

なことをすればよいか視覚的に捉えるこ

とができるようにする。 
とてもよい；３１．７％ 

よい   ；５８．５％ 

おしい  ； ４．９％（無答２．４％） 

 
〇構造化された板書だった。 
▲登場人物と子どもたちの道筋を比べられるようにすれ

ばよかった。 
▲面倒に感じる自分を下に置き、かっこいい自分を上にす

るとよかったのでは。 
▲目指す姿や理由だけでなく、その過程（どんなことをす

れば）について深く考えさせたかった。 
仮説２ 学習活動の中で、児童が自分との関わりで考えたことを基に、学び合う活動を工夫すること

で、多面的・多角的に考え、自己の生き方について考えを深めることができるのではないか。 
【しかけ３】 
 自分と友達の考えを交流し合うことで、

なりたい自分になるために、いまどんなこ

とをすればいいのか考えを広げることが

できるようにする。 
とてもよい；４６．３％ 

よい   ；４６．３％ 

おしい  ； ０．０％（無答７．３％） 

 

 
〇子どもたちの発表を生かしつつ、問い返すことで考えが

深まった。 
〇日常的な話題だったので話合いに広がりがあった。 
〇授業者の声掛けや見取りが温かく、適切だった。 
▲大変だったことも考えさせてもよかった。 
▲ワークシートも板書同様に構造化するなどして工夫す

ればよかった。 

【その他】 
 〇導入と終末の自己評価を比べることで、子どもたちにも変容を感じさせることができた。 
 〇導入での指導者の自己開示が、努力することを面倒に感じる自分を出しやすくするよいきっか 

けになっていた。 
 〇子どもたちがのびのびと発言しながら、学習規律は適切に守られていた。 
 〇ワークシートに理由をかけていない子に助言したことで、安心感をもたせていた。 
 ▲児童の発達段階を考えれば、教材文を読まない方法も検討してはどうか。 
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（３）授業後の研究協議会記録のまとめ 
 ① 1 学年  

仮説１ 学習活動の中で、児童に問題意識をもたせる「しかけ」を工夫することで、学習課題を捉 
   え、自分との関わりで考えることができるのではないか。 
【しかけ１】 
 マラソンや係・当番の仕事などをする 
友達や自分の写真を見ることで、一人一人

が頑張っていることがあると気付くこと

ができるようにする。 
参観者からの回答 

とてもよい；７８．０％ 

よい   ；１７．０％ 

おしい  ； ２．４％（無答２，４％） 

成果〇 課題▲ 
〇自己肯定感が高まった。自分の頑張りを自覚できた。 
〇自分と友達の良さを認め合うことができた。 
〇努力の大切さについて気付くことができた。 
〇登場人物の出来事から、自分事として考えるよいきっか

けとなっていた。 
▲頑張っている子どもたちの写真を板書に残したかった。 
▲自分や友達が何をどのように頑張ったのかに触れると

よかった。 
【しかけ２】 
 板書は「かっこいい自分」を頂上にして

道を描き、そこにたどり着くためにはどん

なことをすればよいか視覚的に捉えるこ

とができるようにする。 
とてもよい；３１．７％ 

よい   ；５８．５％ 

おしい  ； ４．９％（無答２．４％） 

 
〇構造化された板書だった。 
▲登場人物と子どもたちの道筋を比べられるようにすれ

ばよかった。 
▲面倒に感じる自分を下に置き、かっこいい自分を上にす

るとよかったのでは。 
▲目指す姿や理由だけでなく、その過程（どんなことをす

れば）について深く考えさせたかった。 
仮説２ 学習活動の中で、児童が自分との関わりで考えたことを基に、学び合う活動を工夫すること

で、多面的・多角的に考え、自己の生き方について考えを深めることができるのではないか。 
【しかけ３】 
 自分と友達の考えを交流し合うことで、

なりたい自分になるために、いまどんなこ

とをすればいいのか考えを広げることが

できるようにする。 
とてもよい；４６．３％ 

よい   ；４６．３％ 

おしい  ； ０．０％（無答７．３％） 

 

 
〇子どもたちの発表を生かしつつ、問い返すことで考えが

深まった。 
〇日常的な話題だったので話合いに広がりがあった。 
〇授業者の声掛けや見取りが温かく、適切だった。 
▲大変だったことも考えさせてもよかった。 
▲ワークシートも板書同様に構造化するなどして工夫す

ればよかった。 

【その他】 
 〇導入と終末の自己評価を比べることで、子どもたちにも変容を感じさせることができた。 
 〇導入での指導者の自己開示が、努力することを面倒に感じる自分を出しやすくするよいきっか 

けになっていた。 
 〇子どもたちがのびのびと発言しながら、学習規律は適切に守られていた。 
 〇ワークシートに理由をかけていない子に助言したことで、安心感をもたせていた。 
 ▲児童の発達段階を考えれば、教材文を読まない方法も検討してはどうか。 

 
 
 

② ６学年  
仮説１ 学習活動の中で、児童に問題意識をもたせる「しかけ」を工夫することで、学習課題を捉 
   え、自分との関わりで考えることができるのではないか。  
【しかけ１】 
 動物園の映像を見せることで、賑わって

いる様子に気付かせ、かつては廃園の危機

だったことを知ることにより、問題意識を

もつことができるようにする。 
参観者からの回答 

とてもよい；６８．８％ 

よい   ；２８．１％ 

おしい  ； ３．１％ 

成果〇 課題▲ 
〇映像とかつては廃園しそうだったという情報から問題

意識がもてた。 
▲賑わっていたことを伝えるために、映像に来園者も入っ

ていたほうがよかった。 
▲廃園の危機よりも動物園のよさが伝わっていた。 
 
 
 
〇授業者の発問の引き出しが多く、問い返しが適切に行わ

れていた。 
▲初心を貫いた小菅さんの思いへの問い返しがあればよ

かった。 
▲「やり方をかえたほうがよかったのでは」の発問の意図

が分かりづらかった。 
▲子どもと授業者とのやり取りが多く、求めている答えに

たどり着けずにいた。 
 
 
〇自分事として捉え、経験を振り返ることができた。 
▲写真の見せ方（タイミング，言葉がけ）を工夫したかっ

た。 

【しかけ２】 
 問い返し発問をすることで、自分の経験

と照らし合わせながら考えさせる。教科書

に書いていない登場人物の心情や行動を

支える思い、道徳的価値について考えられ

るようにする。 
とてもよい；３４．４％ 

よい   ；５３．１％ 

おしい  ； ９．４％（無答３．１％） 
【しかけ３】 
 自分の生活と比較して考えることで、努

力していること、うまくいった経験やうま

くいかなかった経験を振り返って、自分事

として考えられるようにする。 
とてもよい；２８．１％ 

よい   ；６２．５％ 

おしい  ； ９．４％ 
仮説２ 学習活動の中で、児童が自分との関わりで考えたことを基に、学び合う活動を工夫すること

で、多面的・多角的に考え、自己の生き方について考えを深めることができるのではないか。 
【しかけ４】 
 自分と友達の考えを交流し合うことで、

理想に向かって努力する大切さについて

考えを広げたり深めたりする。 
とてもよい；３１．３％ 

よい   ；５６．３％ 

おしい  ； ６．２％（無答；６．２％） 

 
〇自分の思いを伝えよう、友達の考えを聞こうとする姿勢

がみられた。考えも深まっていた。 
▲交流する時間が短かった。 
▲子どもたち同士で交流する場面をもっと見たかった。 
▲交流して「深まった」とはどんな状謡なのか明確にして

おくべき。 
【その他】 
 〇板書がよく整理されている。チョークの色が工夫され、思考の流れが見える。 
 ▲本時でねらう価値と中心発問にずれがあったのではないか。 
 ▲学習課題をどう設定するか、評価の観点はどうあればよいか検討する必要があるのでは。 
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（４）道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の概要 
  ア 「道徳意識調査」「道徳科の授業アンケート」の結果から 
   「道徳意識調査」で７月と１１月に共通して肯定的に回答した児童が多かった（９０％以上）

項目は、「将来の夢や目標をもっている」「学校のきまりを守っている」「自分の住んでいる市や地

域が好きだ」であった。またこの調査で７月と比較して１１月に肯定的に回答した児童の割合が

増えた（５％以上）項目は、「自分にはよいところがあると思う」「人の気持ちがわかるようにな

りたいと思う」であった。 
   「道徳科の授業アンケート」では、「心に残っている道徳科の授業がある」と「道徳科の学習を

するのは役に立つと思う」が７月と１１月に共通して肯定的に回答した児童の割合が高か

った。（９０％以上）「道徳科の授業で友達の考えを聞いて自分の考えが変わったことがある」が

７月から１１月にかけて肯定的に回答した児童の割合が顕著に増加した。（９．９％）またこの調

査で「そう思う」と「だいたいそう思う」を合わせた結果はあまり変わらなくても、「そう思う」

とより強い肯定感を示す割合が増加した項目は、「道徳科の時間が好きだ」「道徳科の学習は役に

立つと思う」である。さらに、「道徳科の授業で自分のことについて考えている」については、

「そう思わない」「あまりそう思わない」から肯定的な結果へ変容した児童（６．１％）がみられ

た。 
   これらの結果から、短い期間ではあるが、本校で道徳の研究に取り組んで聞いた成果があった

ことが明らかとなった。「自分にはよいところがあると思う」や「人の気持ちがわかるようになり

たいと思う」、「道徳科の授業で友達の考えを聞いて自分の考えが変わったことがある」と回答し

た児童が増えたことが具体的な成果として表れた。今後の課題として、学校全体で保護者も巻き

込んで道徳教育についての理解を深めたり、児童が道徳科で考えた価値理解を家庭にも伝えたり

して共有し、学校と家庭双方で児童の道徳性を育んでいく必要がある。 
  イ 授業後の研究協議会記録のまとめから（研究仮設の検証） 
   仮説１ 児童に問題意識をもたせる「しかけ」の工夫 

   授業の導入で写真や動画を提示することは、自分事として考えるためのきっかけとして有効だ

った。これは、児童が教材に出会う前に学習課題を捉えるための問題意識をもたせることができ

た故と考えられる。 
   また、発問や問い返しを適切に行うことは、児童が自分との関わりで考えるために有効だった。 
  これは、指導案に想定した問い返しを学習場面でそのとおりに行うものではなく、児童の発言や

思考の流れに合わせて行う必要がある。 
   さらに、構造的な板書を工夫することは、今後さらに改善の余地はあるものの、児童の思考の

流れが見やすくなることによって、児童自身にも思考の深まりを実感させる手立てになることが

分かった。 
   仮説２ 多面的・多角的に考え，考えを深めるための学び合う活動の工夫 

   発問や問い返しを適切に行うことは、友達の考えと比べながら考えたり、立場や考え方の違い

を踏まえて考えたりするために有効だったといえる。ただし、発問や問い返しを熟慮するだけで

なく、日常の学級経営や授業で児童が伸び伸びと発言したり、友達の発表をしっかり聞いたりす

るための指導が学級に浸透していることも重要な要因である。 
   今後の課題として、学び合う活動を取り入れる際に、児童に話し合う必要感をもたせることが

重要であることや、発達段階に沿って教師対児童だけでなく児童対児童の交流を取り入れていく

必要があることが上げられる。   
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（４）道徳教育の抜本的改善・充実に係る成果の概要 
  ア 「道徳意識調査」「道徳科の授業アンケート」の結果から 
   「道徳意識調査」で７月と１１月に共通して肯定的に回答した児童が多かった（９０％以上）

項目は、「将来の夢や目標をもっている」「学校のきまりを守っている」「自分の住んでいる市や地

域が好きだ」であった。またこの調査で７月と比較して１１月に肯定的に回答した児童の割合が

増えた（５％以上）項目は、「自分にはよいところがあると思う」「人の気持ちがわかるようにな

りたいと思う」であった。 
   「道徳科の授業アンケート」では、「心に残っている道徳科の授業がある」と「道徳科の学習を

するのは役に立つと思う」が７月と１１月に共通して肯定的に回答した児童の割合が高か

った。（９０％以上）「道徳科の授業で友達の考えを聞いて自分の考えが変わったことがある」が

７月から１１月にかけて肯定的に回答した児童の割合が顕著に増加した。（９．９％）またこの調

査で「そう思う」と「だいたいそう思う」を合わせた結果はあまり変わらなくても、「そう思う」

とより強い肯定感を示す割合が増加した項目は、「道徳科の時間が好きだ」「道徳科の学習は役に

立つと思う」である。さらに、「道徳科の授業で自分のことについて考えている」については、

「そう思わない」「あまりそう思わない」から肯定的な結果へ変容した児童（６．１％）がみられ

た。 
   これらの結果から、短い期間ではあるが、本校で道徳の研究に取り組んで聞いた成果があった

ことが明らかとなった。「自分にはよいところがあると思う」や「人の気持ちがわかるようになり

たいと思う」、「道徳科の授業で友達の考えを聞いて自分の考えが変わったことがある」と回答し

た児童が増えたことが具体的な成果として表れた。今後の課題として、学校全体で保護者も巻き

込んで道徳教育についての理解を深めたり、児童が道徳科で考えた価値理解を家庭にも伝えたり

して共有し、学校と家庭双方で児童の道徳性を育んでいく必要がある。 
  イ 授業後の研究協議会記録のまとめから（研究仮設の検証） 
   仮説１ 児童に問題意識をもたせる「しかけ」の工夫 

   授業の導入で写真や動画を提示することは、自分事として考えるためのきっかけとして有効だ

った。これは、児童が教材に出会う前に学習課題を捉えるための問題意識をもたせることができ

た故と考えられる。 
   また、発問や問い返しを適切に行うことは、児童が自分との関わりで考えるために有効だった。 
  これは、指導案に想定した問い返しを学習場面でそのとおりに行うものではなく、児童の発言や

思考の流れに合わせて行う必要がある。 
   さらに、構造的な板書を工夫することは、今後さらに改善の余地はあるものの、児童の思考の

流れが見やすくなることによって、児童自身にも思考の深まりを実感させる手立てになることが

分かった。 
   仮説２ 多面的・多角的に考え，考えを深めるための学び合う活動の工夫 

   発問や問い返しを適切に行うことは、友達の考えと比べながら考えたり、立場や考え方の違い

を踏まえて考えたりするために有効だったといえる。ただし、発問や問い返しを熟慮するだけで

なく、日常の学級経営や授業で児童が伸び伸びと発言したり、友達の発表をしっかり聞いたりす

るための指導が学級に浸透していることも重要な要因である。 
   今後の課題として、学び合う活動を取り入れる際に、児童に話し合う必要感をもたせることが

重要であることや、発達段階に沿って教師対児童だけでなく児童対児童の交流を取り入れていく

必要があることが上げられる。   
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よ
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年
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取
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３
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。
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４
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取
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２
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す
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６
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知
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１
 
概
要

 
〇
思
い
や
り
と
適
切
な
判
断
力
を
身
に
付
け
た
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
た
道
徳
教
育

 
〇

H
30

の
取
り
組
み

 
・
特
別
の
教
科
「
道
徳
」
に
つ
い
て
、
目
標
・
指
導
の
在
り
方
、
学
習
内
容
、
授
業
時
間
の

進
め
方
に
つ
い
て
全
職
員
で
共
通
理
解

 
・
「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
の
教
材
や
指
導
法
の
研
修

 
道
徳
教
育
の
抜
本
的
改
善
・
充
実
を
図
る
た
め
に
２
年
間
（

R1
~2

）
の
校
内
研
修

 
（
１
）
 多

面
的
・
多
角
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
教
材
、「

考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
授

業
展
開
や
指
導
法
の
工
夫
 
→
１
年
目
の
研
究
の
重
点

 
（
２
）
 「

道
徳
科
」
の
授
業
の
定
着
と
発
展
を
目
指
し
た
全
体
計
画
及
び
年
間
指
導
計
画

の
改
善
と
活
用
 
 
 
 
 
→
１
年
目
の
研
究
の
重
点
・
２
年
目
の
研
究
の
重
点

 
（
３
）
 道

徳
科
の
「
大
く
く
り
な
ま
と
ま
り
を
踏
ま
え
た
評
価
」
の
視
点
に
よ
る
学
習
評

価
の
在
り
方
の
研
究
 
 
 
 
→
２
年
目
の
研
究
の
重
点

 
２
 
研
究
内
容

 
◇
研
究
主
題
◇
 
思
い
や
り
と
道
徳
的
な
判
断
力
を
高
め
る
た
め
の
指
導
の
研
究

 
～
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
、
考
え
議
論
す
る
特
別
の
教
科
道
徳
の
授
業
実

践
を
通
し
て
～

 
◇
研
究
目
標
◇
 
生
徒
の
思
い
や
り
と
道
徳
的
な
判
断
力
を
高
め
る
た
め
に
、
問
題
解
決
的

な
道
徳
を
意
識
し
た
指
導
の
方
法
を
実
践
を
通
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

 
◇
研
究
の
方
法
◇

 
・
自
分
だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
、
人
と
し
て
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
等
を
考
え
さ
せ

る
問
題
解
決
的
な
道
徳
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
実
践
す
る
。

 
・
問
題
を
よ
り
よ
く
解
決
に
導
く
た
め
に
、
生
徒
が
他
者
と
話
し
合
い
た
い
と
感
じ
る
発

問
の
工
夫
及
び
教
材
の
精
選
を
行
い
、
よ
り
真
剣
に
考
え
さ
せ
る
活
動
に
つ
な
げ
る
。

 
・
道
徳
教
育
及
び
道
徳
の
授
業
で
培
っ
た
道
徳
性
及
び
問
題
解
決
的
な
指
導
方
法
を
も
と

に
、
各
教
科
で
授
業
実
践
を
行
う
こ
と
で
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
の
定
着
に
つ
な

げ
る
。

 
  

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 

新
学
習
指
導
要
領

 

●
生
徒
の
実
態

 

 ●
児
童
の
実
態

 
重
点
項
目
（
１
）
に
関
し
て
、
比
較
的
望
ま
し
い
傾
向
を
示
す
児
童
は
全
体

の
３
０
％
程
度

 
 

保
護
者
、
地
域
の
願
い

 

道
徳
公
開
 
小
中
全
体
計
画
（
方
針
）
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05
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（
資
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１

）
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（資料 2） 特別の教科 道徳 全体計画 

 
 
 
 
 
   
 
  
 
  
 
 
  
  
  
 
 
  
 
  
 

 
高
学
年 

本校の教育目標 
なにごとにも 志をもって はげむ子 

・進んで学ぶ子 
・心ゆたかな子 
・たくましい子 

・日本国憲法 
・教育基本法 
・学習指導要領 
・青森県教育委員会 
・上北教育事務所 
・三沢市教育委員会 

・地域の実態 
・児童の実態 
・保護者の願い 
・教師の願い 

道徳教育目標 
よりよく生きるための基盤となる道徳性を養うため、道

徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を

多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深

める学習を通して、道徳的な判断力、心情、実践意欲と態

度を育てる 

道徳の指導方針 
・道徳科の授業と、各教科・領域・

学校行事等の相互の関連を考えて

発展統合させた学習計画を立て実

践していくことで、道徳的な判断

力・心情・実践意欲と態度を育て

る。 
・豊かな心をもち、地域を活性化し

ていく人材を育てるために、本校

の重点項目として「希望と勇気，

努力と強い意思」と「伝統と文化

の尊重、国や国土を愛する態度」

を設定し、全教育活動を通じて道

徳性の育成に努める。 
・他者と共によりよく生きるた

めの基盤となる道徳性を育成

するために、道徳的な課題を

多面的・多角的に捉え一人一

人が問題と向き合い「考え、

議論する道徳」の実現に向け

た授業の展開に努める。 

学校教育課題 
知：基礎学力の定着と自己学習力の

育成及び表現力(聞く、書く、話

す)の育成。 
徳：節度ある生活態度の育成、夢を

育み、生き方を考えることので

きる態度と協力性の育成。 
体：目標に向かって運動しようとす

る態度の育成と健康・安全に関

わる生活指導の徹底。 道徳教育の重点目標 
（１）認め合い助け合って活動し、志をもって取り組もうと

する子 （希望と勇気、努力と強い意思） 
（２）郷土の伝統や文化を大切にし、進んで地域社会と関わ

ろうとする子 
（伝統と文化の尊重、国や国土を愛する態度） 

各教科における目標 
道徳性を養う基礎となる思考

力、想像力、言語感覚を養う。

物語文などを通して、登場人

物の心情を読み取り、豊かな

人間関係づくりの基礎を築

く。 

国
語 

社会生活の理解を深め、広い

視野から公正に判断しようと

する能力や態度を育てるとと

もに、人間尊重、日本や外国

の文化の尊重の精神を養う。 

社
会 

筋道を立てて考え、自ら問題

を解決する能力を育て、適切

に判断しようとする態度を育

てる。 

算
数 

自然を観察し、自然の偉大さ

と人間に対する恩恵を認識さ

せる。真理と自然愛の心情を

育てる。 

理
科 

具体的な体験を通して、自立

への基礎を養うとともに、自

然を大切にする態度を養う。 
生
活 

表現、鑑賞活動を通して、音

楽を愛する心情と感性を育

て、豊かな情操を養う。 
音
楽 

造形的な創造活動を通して、

表現する喜びを味わい、自他

の個性を感じ取り、協力し合

って活動する態度を養う。 

図
工 

家庭生活についての理解を深

め、家庭生活向上への実践意

欲や家族を大切にしようとす

る心情を養う。 

家
庭 

健康増進と体力の向上を図る

とともに、自他の心身を大切

にしようとする心情や、協力

する心、やり遂げる態度を育

てる。 

体
育 

道
徳
科
の
授
業 

 
・年間指導計画を基に、時数確保に努める。 
・児童に問題意識をもたせる「しかけ」を工

夫することで、自分事として考えることがで

きるようにする。 
・自分との関わりで考え、学び合う活動を工

夫することで考えを深める。 
 

特別活動における道徳教育 
集団の一員としての

意識を高め、学級の諸

問題に主体的に取り組

む態度を育てるととも

に、好ましい人間関係

を育て、健全な生活態

度の育成を図る。 

学
級
活
動 

自主的に学校生活の

諸問題を話し合い、全

校児童のことを考え、

協力して解決処理して

いこうとする態度を育

てる。 

児
童
会
活
動 

共通の興味関心を追

究する活動を通して、

役割を自覚しながら他

者と協働していこうと

する態度を育てる。 

ク
ラ
ブ
活
動 

集団の一員としての

自覚を高め、豊かな体験

的活動を通して内面に

根ざした道徳性を養う。 

学
校
行
事 

低
学
年 
中
学
年 

各学年の重点目標 

 

・より高い目標を立て、希望と勇気をもち、困難があ

ってもくじけずに努力して物事をやり抜く。Ａ（５） 

・我が国や郷土の伝統と文化を大切にし、先人の努力

を知り、国や郷土を愛する心をもつ。Ｃ（１８） 
 

 
・自分のやるべき勉強や仕事をしっかりと行うＡ（５） 
・我が国や郷土の文化と生活に親しみ、愛着をもつ。

Ｃ（１５） 

 
・自分でやろうと決めた目標に向かって、強い意志を

もち、粘り強くやり抜く。Ａ（５） 
・我が国や郷土の伝統や文化を大切にし、国や郷土を

愛する心をもつ。Ｃ（１６） 

外国語活動における道徳教育 
コミュニケーション能力の素地を養うととも 
に、言語や文化について体験的に理解を深め、 
日本人としての自覚をもって世界の人々と親 
善に努めようとする態度を育てる。 

総合的な学習の時間における道徳教育 
各教科などで培った能力を働かせ、体験

活動や問題解決型学習において道徳的実

践力を育て、道徳的実践を行う。 

生活指導の重点目標 
一人一人がよりよい生活を築いていくため

に学級経営を基盤として、生活指導・体験活

動・児童会活動を中心に、基本的な生活習慣

の定着や社会性の育成に努める。 

家庭・地域社会と

の連携 
学校・家庭・地

域が連携し、情報

を共有するとと

もに、子どもの心

を育てる共通の

役割を担うもの

としての相互理

解を図る。 

他の学校や 
教育機関との連携 
保育所・中学校

などとの情報交

換を密にし、児童

の実態をつかみ、

定期的な交流を

通して関連を深

める。 
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お
お
ぞ
ら

 
道

徳
プ
ラ
ン

 
５
学

年
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 重
点
項
目

 
（
１
）
認
め
合
い
助
け
合
っ
て
活
動
し
，
志
を
も
っ
て
取
り
組
も
う
と
す
る
子
 

 
（
希
望
と
勇
気
，
努
力
と
強
い
意
思
）

 
５
学
年
 
内
容
項
目
 
自
分
で
や
ろ
う
と
決
め
た
目
標
に
向
か
っ
て
，
強
い
意
志
を
も
ち
，
粘
り
強
く
や
り
ぬ
く
こ
と

 
 「
世
界
に
羽
ば
た
く
航
平
ノ
ー
ト
」
 
よ
り
高
い
目
標
に
向
か
っ
て

 
ね
ら
い
：
自
己
の
向
上
の
た
め
に
よ
り
高
い
目
標
を
設
定
し
，
そ
の
達
成
に
は
何
が
必
要
か
を
考
え
，
自
己
評
価
し
な
が
ら
，
困
難
や
失
敗
に
く
じ
け
ず
に
努

力

し
よ
う
と
す
る
心
情
を
育
て
る
。

 
 「
ラ
イ
バ
ル
は
自
分
自
身
」
 
く
じ
け
な
い
心

 
ね
ら
い
：
困
難
を
乗
り
越
え
た
人
た
ち
の
生
き
方
を
通
し
て
，
自
分
も
高
い
目
標
を
目
指
し
，
粘
り
強
く
努
力
し
よ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
る
。

 
                   

道
徳

 
世
界
に
羽
ば
た
く
航
平
ノ
ー
ト

 
道
徳

 
ラ
イ
バ
ル
は
自
分
自
身

 
運
動
会

 
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

 

教
 
科
 
体
 
育

 

体
力
作
り

 
マ
ラ
ソ
ン

 
体
力
作
り
 
縄
跳
び
 
縄
跳
び
検
定

 

元
気
ア
ッ

プ
チ
ャ

レ
ン
ジ

 

作
品
展

 
学

習
発
表

会
 

三
沢
市
陸
上
記
録
会

 

特
活
 
５
年
生
に
な
っ
て
 
ど
ん
な
６
年
生
に
な
り
た
い
か
を
考
え
よ
う

 

車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
カ
ナ
ダ
チ
ー
ム
と
の
交
流
会

 
ア
ス
リ

ー
ト
派
遣
事
業

 

中
学
生
と
の
関
わ
り

 
運
動
会
 
中
体
連
・
あ
い
さ
つ
運
動

 

国
 
六
年
生
に
な
っ
た
ら

 

（
資
料

３
）
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重
点
項
目

 
（
２
）
郷
土
の
伝
統
や
文
化
を
大
切
に
し
，
進
ん
で
地
域
社
会
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
子

 
（
伝
統
と
文
化
の
尊
重
，
国
や
国
土
を
愛
す
る
態
度
）

 
５
学
年
 
内
容
項
目
 
我
が
国
や
郷
土
の
芸
能
と
文
化
を
大
切
に
し
，
先
人
の
努
力
を
知
り
，
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
も
つ
こ
と

 
 

「
美
徳
を
守
る
人
」
 
日
本
人
の
あ
り
方

 
ね
ら
い
：
先

人
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
美

徳
に
気
づ
き
，
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
中
で
，
日
本
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
精
神
的
価
値
を

生
活
の
中
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

 
「
も
う
一
つ
の
塔
」
 
我
が
国
の
文
化
を
愛
す
る
心

 
ね
ら
い
：
日
本
に
伝
わ
る
伝
統
や
文
化
，
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
人
の
生
き
方
を
通
し
て
，
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
や
文
化
を
受
け
継
ぎ
，
大
切
に
し
よ
う
と

す

る
心
情
を
育
て
る
。

 
              

道
徳

 
 
美
徳
を
守
る
人

 
道
徳

 
 
も
う
一
つ
の
塔

 

総
合
学
習
 
お
お
ぞ
ら
米
を
つ
く
ろ
う
 

社
 
水
産
業
の
盛
ん
な
地
域

 

国
 

古
典
の
世
界

 

三
沢
漁
港
見
学

 
特
活
 
七
夕
祭
り
を
し
よ
う

 

国
 
千
年
の
釘
に
挑
む

 

国
際
交
流
学
習
 
フ

ィ
リ
ピ
ン

 

親
子
レ
ク
 
地
引
き
網
体
験

 

国
 
習
字

 

社
 
こ
れ
か
ら
の
食
糧
生
産
と
わ
た
し
た
ち

 

国
 
日
常
を
十
七
音
で

 

音
 
日
本
と
世
界
の
音
楽
に

親
し
も
う

 

家
 
食
べ
て
元
気
！
ご
飯
と
み
そ
汁

 

社
 
米
づ
く
り
の
盛
ん
な
地
域

 



－17－

重
点
項
目

 
（
２
）
郷
土
の
伝
統
や
文
化
を
大
切
に
し
，
進
ん
で
地
域
社
会
と
関
わ
ろ
う
と
す
る
子

 
（
伝
統
と
文
化
の
尊
重
，
国
や
国
土
を
愛
す
る
態
度
）

 
５
学
年
 
内
容
項
目
 
我
が
国
や
郷
土
の
芸
能
と
文
化
を
大
切
に
し
，
先
人
の
努
力
を
知
り
，
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
も
つ
こ
と

 
 

「
美
徳
を
守
る
人
」
 
日
本
人
の
あ
り
方

 
ね
ら
い
：
先

人
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
美

徳
に
気
づ
き
，
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
中
で
，
日
本
人
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
精
神
的
価
値
を

生
活
の
中
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
を
養
う
。

 
「
も
う
一
つ
の
塔
」
 
我
が
国
の
文
化
を
愛
す
る
心

 
ね
ら
い
：
日
本
に
伝
わ
る
伝
統
や
文
化
，
そ
れ
を
守
ろ
う
と
す
る
人
の
生
き
方
を
通
し
て
，
我
が
国
や
郷
土
の
伝
統
や
文
化
を
受
け
継
ぎ
，
大
切
に
し
よ
う
と

す

る
心
情
を
育
て
る
。

 
              

道
徳

 
 
美
徳
を
守
る
人

 
道
徳

 
 
も
う
一
つ
の
塔

 

総
合
学
習
 
お
お
ぞ
ら
米
を
つ
く
ろ
う
 

社
 
水
産
業
の
盛
ん
な
地
域

 

国
 

古
典
の
世
界

 

三
沢
漁
港
見
学

 
特
活
 
七
夕
祭
り
を
し
よ
う

 

国
 
千
年
の
釘
に
挑
む

 

国
際
交
流
学
習
 
フ

ィ
リ
ピ
ン

 

親
子
レ
ク
 
地
引
き
網
体
験

 

国
 
習
字

 

社
 
こ
れ
か
ら
の
食
糧
生
産
と
わ
た
し
た
ち

 

国
 
日
常
を
十
七
音
で

 

音
 
日
本
と
世
界
の
音
楽
に
親
し
も
う

 

家
 
食
べ
て
元
気
！
ご
飯
と
み
そ
汁

 

社
 
米
づ
く
り
の
盛
ん
な
地
域

 

算
 
数

 

   ①
課
題
把
握
 
８
分
 
問
題
提
示
の
工
夫

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ②
自
力
解
決
 
８
分
 
主
体
的
な
学
び

 
   ③
話
し
合
い
 
１
６
分
 
対
話
的
な
学
び

 
   ④
ま
と
め
る
 
４
分

 
   ⑤
振
り
返
る
 
４
分

 
   ⑥
適
用
問
題
 
５
分

 
 

道
 
徳

 

   
導
入
①
場
面
状
況
・
登
場
人
物
の
背
景
，
立
場
等
の
把
握
 
８
分

 
   
 
 
 
 
 
 

展
開

 

②
課
題
解
決
 
８
分
 
自
由
な
思
考
で
考
え
る
 
 

 
   

③
話
し
合
い
 
１
６
分
 
中
心
発
問

 
多
面
的
・
多
角
的
な
見
方
 
自
我
関
与

 
   

 
終
末
④
価
値
理
解
 
４
分
 
自
分
と
の
関
係
で
と
ら
え
る

 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤
振
り
返
る
 
９
分

 
    

主
体
的
に
考
え
，
学
び
合
う
子
ど
も
の
育
成

 
一
人
一
人
に
分

か
る
喜
び
，
学
ぶ
楽
し
さ
を
実
感
さ
せ
る
授
業
づ
く
り
を
通
し
て

 
主
体
的
に
考
え
，
学
び
合
う
子
ど
も
の
育
成

 
一
人
一
人
の
心
の
動
き
，
気
づ
き
を
大
切
に
す
る
道
徳
教
育
の
推
進

 

し
か
け

 
問
題
・
資
料
提
示
の
工
夫

 
 

 
 

 
教
材
と
の
出
会
わ
せ
方

 

問
い
を
持
つ
 
関
心
を
持
つ
 
意
欲
を
持
つ

 
問
題
意
識
を
持
つ
 
現
在
の
自
分
に
つ
い
て
自
覚
す
る

 

解
決
の
見
通
し
を
持
つ

 

個
→
ペ
ア
・
グ
ル
ー
プ
・
全
体
→
個
 

 
考
え
を
認
め
合
う
・
広
げ
る
・
深
め
る
話
し
合

い
を
す
る

 

学
ん
だ
こ
と
分
か
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る

 

学
ん
だ
過
程
を
振
り
返
る
 
変
容
を
自
覚
す
る

 

よ
り
よ
い
考
え
方
で
問
題
を
解
く

 

し
か
け

 
解
法
の
見
通
し
を
持
た
せ
る

 
価
値
へ
の
方
向
付
け

 
ね
ら
い
の
明
確
化

 
 

発
問
の
工
夫

 

し
か
け

 
 

体
験
的
な
学
習

 
思
考
の
視
覚
化

 
焦
点
化
す
る
た
め
の
問
い
返
し
・
ゆ
さ
ぶ
り

 
解
決
策
の
検
討

 

し
か
け

 
 

体
験
的
な
学
習

 
思
考
の
視
覚
化

 
焦
点
化
す
る
問
い
返
し
・
ゆ
さ
ぶ
り

 

自
分
の
立
場
を
明
確
に
す
る

 
登
場
人
物
の
判
断
や
心
情
を
類
推
す
る

 

動
作
化
・
役
割
演
技
・
対
話
（
議
論
）
・
実
物
提
示

 
テ
ー
マ
型
発
問
・
モ
ラ
ル
ジ
レ
ン
マ
・
説
話

 
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等

 

一
般
化
 
自
己
の
生
き
方
を
見
つ
め
直
す

 

学
ん
だ
過
程
を
振
り
返
る
 
変
容
を
自
覚
す
る

 
道
徳
ノ
ー
ト
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）

 
考
え
が
（
気
持
ち
が
）
分
か
っ
て
よ
か
っ
た

 
考
え
が
（
気
持
ち
が
）
分
か
っ
て
も
ら
え
て
よ
か
っ
た

 
学
ん
で
（
考
え
て
）
よ
か
っ
た

 

（
資
料

４
）

 



－18－

（
３

）
教

材
に

つ
い

て

本
教

材
は

，
プ

ロ
テ

ニ
ス

プ
レ

ー
ヤ

ー
の

錦
織

圭
選

手
が

，
幼

少
期

に
父

親
に

貰
っ

た
い

ろ
い

ろ
な

チ
ャ

ン
ス

か
ら

自
分

が
頑

張
り

た
い

こ
と

を
見

つ
け

，
今

も
世

界
一

を
夢

見
て

挑
戦

を
続

け
て

い
る

と
い

う
内

容
で

あ
る

。

児
童

は
，

幼
少

期
の

錦
織

選
手

と
自

分
自

身
を

重
ね

合
わ

せ
，

な
り

た
い

自
分

の
た

め
に

日
常

的
に

行
っ

て
い

る

手
伝

い
や

，
係

・
当

番
の

仕
事

，
習

い
事

な
ど

，
面

倒
で

も
一

つ
一

つ
頑

張
る

こ
と

が
大

切
だ

と
考

え
る

こ
と

が

で
き

る
。

本
時

で
は

，
よ

り
自

分
事

と
し

て
捉

え
ら

れ
る

よ
う

に
，

児
童

一
人

一
人

の
日

常
の

様
子

を
写

真
で

提
示

し
，

特
別

な
こ

と
で

な
く

と
も

，
掃

除
や

マ
ラ

ソ
ン

な
ど

，
当

た
り

前
に

頑
張

っ
て

い
る

こ
と

や
続

け
て

い
る

こ
と

は

一
人

一
人

に
あ

り
，

そ
れ

が
素

晴
ら

し
い

こ
と

だ
と

い
う

こ
と

や
，

な
り

た
い

自
分

に
な

る
た

め
に

，
今

や
ら

な

け
れ

ば
い

け
な

い
こ

と
を

し
っ

か
り

頑
張

る
こ

と
の

大
切

さ
に

気
付

か
せ

て
い

き
た

い
。

事
後

は
，

本
時

の
内

容
を

学
級

便
り

に
し

て
保

護
者

に
知

ら
せ

，
児

童
が

家
庭

で
も

認
め

ら
れ

る
こ

と
で

，
よ

り
一

層
の

頑
張

る
気

持
ち

や
自

己
肯

定
感

を
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
い

。

（
４

）
教

材
分

析

ね
ら

い
：

な
り

た
い

自
分

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
を

通
し

て
，

今
自

分
が

や
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

に

し
っ

か
り

取
り

組
も

う
と

す
る

態
度

を
養

う
。

授
業

の
意

図
：

錦
織

圭
選

手
が

夢
に

向
か

っ
て

一
つ

一
つ

頑
張

っ
て

い
る

姿
か

ら
，

身
の

回
り

の
友

達
や

自
分

自

身
に

目
を

向
け

，
な

り
た

い
自

分
に

な
る

た
め

に
，

今
や

ら
な

け
れ

ば
い

け
な

い
こ

と
を

し
っ

か

り
頑

張
る

こ
と

の
大

切
さ

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

〈
場

面
〉

幼
少

期
に

，
錦

織
選

手
は

活
躍

す
る

チ
ャ

ン
ス

を
た

く
さ

ん
も

ら
っ

た
。

そ
の

中
か

ら
好

き
な

テ
ニ

ス
を

選
び

，
た

い
へ

ん
な

こ
と

も
あ

っ
た

が
が

ん
ば

っ
て

，
全

国
大

会
で

優
勝

し
た

。

〈
意

図
〉

も
ら

っ
た

チ
ャ

ン
ス

を
が

ん
ば

っ
た

こ
と

が
全

国
大

会
優

勝
に

つ
な

が
っ

た
こ

と
に

気
付

く
こ

と
で

，
他

者
理

解
，

人
間

理
解

に
つ

な
げ

る
。

〈
発

問
〉

け
い

く
ん

は
，

な
ぜ

か
っ

こ
い

い
の

か
な

。
他

者
理

解
人

間
理

解

他
者

理
解

〈
場

面
〉

世
界

一
を

夢
見

て
今

も
一

つ
一

つ
頑

張
っ

て
い

る
錦

織
選

手
。

〈
意

図
〉

身
の

回
り

に
も

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
を

頑
張

っ
て

い
る

友
達

や
自

分
が

い
る

こ
と

に
気

付
き

，
自

分
は

こ
れ

か
ら

ど
う

す
れ

ば
よ

い
の

か
と

考
え

る
こ

と
で

，
価

値
理

解
へ

と
つ

な
げ

る
。

〈
中

心
発

問
〉

も
っ

と
か

っ
こ

い
い

自
分

に
な

る
た

め
に

，
今

ど
ん

な
こ

と
を

す
れ

ば
い

い
の

か
な

。

価
値

理
解

（
５

）
関

連
す

る
内

容
項

目

Ｃ
主

と
し

て
集

団
や

社
会

と
の

関
わ

り
に

関
す

る
こ

と
（

１
３

）
家

族
愛

，
家

庭
生

活
の

充
実

錦
織

選
手

が
今

も
一

つ
一

つ
頑

張
っ

て
い

る
と

い
う

こ
と

を
知

る
こ

と
で

，
友

達
や

自
分

自
身

も
実

は
日

々
頑

張
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

こ
と

に
気

付
き

，
他

者
理

解
を

通
し

，
価

値
理

解
へ

と
つ

な
げ

る
。

第
１

学
年

道
徳

科
学

習
指

導
案

日
時

令
和

元
年

９
月

２
５

日
３

校
時

対
象

１
年

１
組

男
子

６
名

女
子

１
０

名

指
導

者
教

諭
牧

美
都

子

１
主

題
名

一
つ

ず
つ

や
っ

て
み

よ
う

A
－

（
５

）
希

望
と

勇
気

，
努

力
と

強
い

意
志

２
教

材
名

「
み

ら
い

に
む

か
っ

て
」
（

学
研

み
ん

な
の

道
徳

１
年

）

３
主

題
に

つ
い

て

（
１

）
ね

ら
い

と
す

る
価

値
に

つ
い

て

本
主

題
は

，
小

学
校

学
習

指
導

要
領

解
説

特
別

の
教

科
道

徳
編

に
お

け
る

「
A

主
と

し
て

自
分

自
身

に

関
す

る
こ

と
（

５
）
自

分
の

や
る

べ
き

勉
強

や
仕

事
を

し
っ

か
り

と
行

う
こ

と
。
」
と

関
連

が
深

い
内

容
で

あ
る

。

１
，

２
年

生
の

段
階

に
お

い
て

は
，

何
事

も
好

奇
心

を
持

っ
て

行
い

，
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

素
直

に
受

け
入

れ
る

こ
と

が
多

い
と

言
わ

れ
る

。
し

か
し

，
興

味
・

関
心

の
あ

る
こ

と
に

つ
い

て
は

，
意

欲
的

に
取

り

組
む

も
の

の
，

好
き

嫌
い

で
物

事
を

判
断

し
，

つ
ら

い
こ

と
や

苦
し

い
こ

と
が

あ
る

と
く

じ
け

て
し

ま
う

傾
向

が

あ
る

。
こ

の
時

期
の

や
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

に
は

，
家

族
や

教
師

か
ら

言
わ

れ
た

こ
と

が
多

い
が

，
や

る

べ
き

事
を

し
っ

か
り

行
う

こ
と

は
，

自
分

自
身

を
高

め
て

い
く

上
で

大
切

で
あ

り
，

児
童

が
主

体
的

に
取

り
組

ん

で
い

く
よ

う
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
こ

で
，

自
分

の
や

る
べ

き
勉

強
や

仕
事

を
し

っ
か

り
行

う
こ

と
の

意
義

を
自

覚
さ

せ
，

家
族

や
教

師
の

励
ま

し
や

賞
賛

，
適

切
な

助
言

な
ど

の
下

に
，

そ
れ

を
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
，

や
り

遂
げ

た
と

き
の

喜
び

や
充

実

感
を

味
わ

い
，

努
力

し
た

自
分

に
気

付
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
と

考
え

，
本

主
題

を

設
定

し
た

。

（
２

）
児

童
に

つ
い

て

本
時

の
授

業
に

当
た

っ
て

関
連

す
る

意
識

調
査

の
結

果
は

，
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
（

６
月

２
８

日
実

施
質

問
紙

法
）

本
時

に
関

わ
る

意
識

調
査

の
結

果
(
人

)

４
：

と
て

も
そ

う
思

う
３

：
だ

い
た

い
そ

う
思

う
２

：
あ

ま
り

そ
う

思
わ

な
い

１
：

そ
う

思
わ

な
い

と
て

も
そ

う
だ

い
た

い
そ

あ
ま

り
そ

う
そ

う
思

わ
な

思
う

う
思

う
思

わ
な

い
い

１
頑

張
っ

て
や

っ
て

，
う

れ
し

か
っ

た
こ

と
が

あ
る

。
１

１
３

０
２

２
自

分
に

は
，

よ
い

と
こ

ろ
が

あ
る

と
思

う
。

１
１

１
２

２

３
頑

張
り

た
い

こ
と

や
，

目
標

が
あ

る
。

１
４

１
０

１

４
道

徳
の

時
間

が
好

き
だ

。
９

２
１

４

５
道

徳
を

勉
強

す
る

の
は

，
役

に
立

つ
と

思
う

。
９

３
４

０

６
道

徳
の

時
間

に
考

え
た

事
を

，
学

校
の

外
で

も
そ

の
９

１
０

６
通

り
だ

と
思

っ
た

こ
と

が
あ

る
。

設
問

１
～

３
は

，
自

分
自

身
に

関
す

る
こ

と
で

，
結

果
か

ら
は

，
頑

張
っ

て
や

っ
て

よ
か

っ
た

こ
と

も
，

こ
れ

か
ら

頑
張

り
た

い
こ

と
や

目
標

も
あ

り
自

己
肯

定
感

も
高

い
児

童
が

多
い

一
方

，
頑

張
っ

て
や

っ
て

嬉
し

か
っ

た

こ
と

が
あ

っ
て

も
自

己
肯

定
感

を
あ

ま
り

持
っ

て
い

な
い

児
童

が
い

る
こ

と
も

分
か

っ
た

。
何

か
し

ら
の

達
成

感

は
あ

っ
て

も
，

そ
れ

は
，

他
者

か
ら

の
賞

賛
（

時
に

ご
褒

美
つ

き
）

で
あ

り
，

自
分

の
頑

張
り

を
自

分
で

認
め

る

こ
と

や
自

分
自

身
の

成
長

を
喜

ぶ
こ

と
ま

で
に

は
至

っ
て

い
な

い
と

推
測

で
き

る
。

設
問

４
～

６
は

，
道

徳
の

時
間

に
関

す
る

こ
と

で
，

結
果

か
ら

は
，

１
年

生
の

現
段

階
で

は
，

道
徳

の
意

義
や

大
切

さ
は

，
ま

だ
よ

く
わ

か
ら

ず
，

登
場

人
物

の
行

動
か

ら
自

分
自

身
の

こ
と

を
考

え
た

り
発

表
し

た
り

す
る

の

は
難

し
い

と
思

う
児

童
の

様
子

が
分

か
る

。
さ

ら
に

設
問

６
か

ら
は

，
道

徳
は

，
学

校
だ

け
の

も
の

で
，

自
分

た

ち
の

生
活

と
は

別
の

物
で

あ
り

，
自

分
事

と
し

て
捉

え
ら

れ
な

い
児

童
が

案
外

多
い

こ
と

も
分

か
っ

た
。
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５
本

時
に

つ
い

て

（
１

）
ね

ら
い

な
り

た
い

自
分

に
つ

い
て

考
え

る
こ

と
を

通
し

て
，

今
自

分
が

や
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

に
し

っ
か

り
取

り
組

も
う

と
す

る
態

度
を

養
う

。

（
２

）
展

開

過
学

習
活

動
【

し
か

け
（

研
究

仮
説

と
の

関
わ

り
）
】

程
○

発
問

◎
中

心
発

問
･
予

想
さ

れ
る

児
童

の
反

応
☆

評
価

（
方

法
）

※
留

意
点

１
毎

日
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
に

つ
い

て
※

宿
題

や
マ

ラ
ソ

ン
，

仕
事

な
ど

，
児

童
に

発
表

さ

話
し

合
う

。
せ

る
。

○
や

ら
な

け
れ

ば
い

け
な

い
こ

と
で

も
め

ん
ど

う
※

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
当

て
は

ま
る

と
こ

ろ
を

囲
ま

せ

導
だ

な
，

嫌
だ

な
と

思
う

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

か
。

る
。

・
よ

く
あ

る
・

と
き

ど
き

あ
る

・
な

い

入
○

な
ぜ

そ
う

思
う

の
か

な
。

※
数

名
の

児
童

に
理

由
を

発
表

さ
せ

る
。

・
や

ら
な

い
と

お
こ

ら
れ

る
か

ら
。

・
マ

ラ
ソ

ン
大

会
で

１
位

を
取

り
た

い
か

ら
。

・
楽

し
い

か
ら

。

・
ほ

め
ら

れ
る

と
嬉

し
い

か
ら

。

２
「

み
ら

い
に

む
か

っ
て

」
を

聞
い

て
，

内
容

を
※

写
真

や
絵

を
使

っ
て

，
紙

芝
居

風
に

読
み

聞
か

せ

確
認

し
，

学
習

課
題

を
た

て
る

。
る

。

・
テ

ニ
ス

が
一

番
好

き
だ

っ
た

。
※

写
真

や
吹

き
出

し
で

話
の

内
容

を
見

や
す

く
整

理

・
た

い
へ

ん
な

こ
と

も
あ

っ
た

。
す

る
。

・
六

年
生

の
時

に
優

勝
し

た
。

※
け

い
く

ん
の

こ
と

を
ど

う
思

っ
た

か
聞

き
，

学
習

・
世

界
一

を
夢

見
て

，
一

つ
一

つ
頑

張
っ

て
い

課
題

を
立

て
る

。

展
る

。

学
習

課
題

開
け

い
く

ん
は

，
な

ぜ
か

っ
こ

い
い

の
か

な
。

○
「

け
い

く
ん

」
が

や
っ

た
こ

と
で

，
ど

ん
な

こ
と

※
あ

き
ら

め
な

い
気

持
ち

よ
り

が
ん

ば
っ

た
行

動
に

が
か

っ
こ

い
い

の
か

な
。

目
を

向
け

さ
せ

る
。

・
た

い
へ

ん
だ

っ
た

け
ど

，
が

ん
ば

っ
た

と
こ

ろ
。

・
優

勝
す

る
た

め
に

，
練

習
を

が
ん

ば
っ

た
こ

と
。

・
毎

日
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

一
つ

一

つ
頑

張
っ

て
い

る
と

こ
ろ

。

３
マ

ラ
ソ

ン
や

係
・

当
番

を
頑

張
っ

て
い

る
友

達
【

し
か

け
１

】

や
自

分
の

写
真

を
見

て
考

え
る

。
マ

ラ
ソ

ン
や

係
・

当
番

の
仕

事
な

ど
を

す
る

友
達

や

○
す

ご
い

の
は

，
け

い
く

ん
だ

け
か

な
。

自
分

達
自

分
の

写
真

を
見

る
こ

と
で

，
一

人
一

人
が

頑
張

っ

の
こ

と
は

ど
う

思
い

ま
す

か
。

て
い

る
こ

と
が

あ
る

と
気

付
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

・
か

っ
こ

い
い

と
思

う
。

に
す

る
。

・
頑

張
っ

て
い

る
と

思
う

。

４
研

究
仮

説
と

の
関

連

研
究

仮
説

１

学
習

指
導

の
中

で
，

児
童

に
問

題
意

識
を

も
た

せ
る

「
し

か
け

」
を

工
夫

す
る

こ
と

で
，

学
習

課
題

を
捉

え
自

分
と

の
関

わ
り

で
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

研
究

仮
説

２

学
習

指
導

の
中

で
，

児
童

が
自

分
と

の
関

わ
り

で
考

え
た

こ
と

を
基

に
学

び
合

う
活

動
を

工
夫

す
る

こ
と

で
，

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

，
自

己
の

生
き

方
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

研
究

仮
説

１
『

児
童

に
問

題
意

識
を

も
た

せ
る

「
し

か
け

」
の

工
夫

』

【
し

か
け

１
】

マ
ラ

ソ
ン

や
係

・
当

番
の

仕
事

な
ど

を
す

る
友

達
や

自
分

の
写

真
を

見
る

こ
と

で
，

一
人

一
人

が
頑

張
っ

て
い

る
こ

と
が

あ
る

と
気

付
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

【
し

か
け

２
】

板
書

は
「

か
っ

こ
い

い
自

分
」

を
頂

上
に

し
て

道
を

描
き

，
そ

こ
に

た
ど

り
着

く
た

め
に

は
ど

ん
な

こ
と

を
す

れ
ば

よ
い

か
視

覚
的

に
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

研
究

仮
説

２
「

学
び

合
う

活
動

の
工

夫
」

【
し

か
け

３
】

自
分

と
友

達
の

考
え

を
交

流
し

合
う

こ
と

で
，

な
り

た
い

自
分

に
な

る
た

め
に

，
今

ど
ん

な
こ

と
を

す
れ

ば
い

い
の

か
考

え
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
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４
自

分
自

身
の

こ
と

に
つ

い
て

考
え

る
。

【
し

か
け

２
】

◎
み

な
さ

ん
は

，
も

っ
と

か
っ

こ
い

い
自

分
に

な
板

書
は

「
か

っ
こ

い
い

自
分

」
を

頂
上

に
し

て
道

を

る
た

め
に

，
今

ど
ん

な
こ

と
を

す
れ

ば
い

い
と

描
き

，
そ

こ
に

た
ど

り
着

く
た

め
に

は
ど

ん
な

こ
と

思
い

ま
す

か
。

を
す

れ
ば

よ
い

か
視

覚
的

に
捉

え
る

こ
と

が
で

き
る

・
毎

日
お

手
伝

い
を

し
た

ら
，

お
う

ち
の

人
を

助
よ

う
に

す
る

。

け
ら

れ
る

。
※

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
書

き
込

ま
せ

，
発

表
さ

せ
る

。

・
毎

日
運

動
し

た
ら

，
体

が
強

く
な

る
。

【
し

か
け

３
】

・
毎

日
勉

強
し

た
ら

，
頭

が
よ

く
な

る
。

自
分

と
友

達
の

考
え

を
交

流
し

合
う

こ
と

で
，

な
り

・
も

っ
と

マ
ラ

ソ
ン

を
頑

張
っ

た
ら

，
マ

ラ
ソ

ン
た

い
自

分
に

な
る

た
め

に
，

今
ど

ん
な

こ
と

を
す

れ

大
会

で
１

位
を

と
れ

る
。

ば
い

い
の

か
考

え
を

広
げ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う

・
係

の
仕

事
を

頑
張

っ
た

ら
，

み
ん

な
の

役
に

立
に

す
る

。

て
る

。
※

は
じ

め
の

気
持

ち
と

比
較

さ
せ

る
こ

と
で

考
え

を

・
頑

張
る

と
か

っ
こ

い
い

と
わ

か
っ

た
か

ら
，

縄
深

め
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

跳
び

の
練

習
を

続
け

る
。

・
か

っ
こ

い
い

人
に

な
り

た
い

か
ら

，
掃

除
を

頑

張
る

。

５
学

習
の

振
り

返
り

を
す

る
。

※
数

名
指

名
し

，
考

え
を

発
表

さ
せ

る
。

終
○

今
日

の
学

習
で

，
ど

ん
な

こ
と

が
わ

か
り

ま
し

☆
な

り
た

い
自

分
に

な
る

た
め

に
今

や
る

べ
き

こ
と

た
か

。
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
た

か
。
（

発
表

・
ワ

末
・

面
倒

く
さ

い
こ

と
で

も
毎

日
が

ん
ば

る
こ

と
ー

ク
シ

ー
ト

）

が
大

切
だ

と
分

か
っ

た
。

・
自

分
も

頑
張

っ
て

い
る

こ
と

が
あ

っ
た

。

（
３

）
板

書
計

画

も
っ

と
か

っ
こ

い
い

じ
ぶ

ん
み ら い に む か っ て

・ テ ニ ス が 一 番 好 き だ っ

け い く ん の た 。

写 真 ・ 一 週 間 に 四 回 テ ニ ス ス

ク ー ル に 通 っ た 。

・ ア メ リ カ で も 練 習 し た 。

錦 織 選 手 の ・ た い へ ん な こ と も あ っ

写 真 た 。
・ 六 年 生 の 時 に 優 勝 し た 。

・ 世 界 一 を 夢 見 て ， 一 つ

一 つ 頑 張 っ て い る 。

・ 毎 日 お 手 伝 い を す る 。

・ 毎 日 運 動 す る 。

・ も っ と マ ラ ソ ン を が ん ば る 。

・ 係 の 仕 事 を が ん ば る 。

・ 毎 日 勉 強 す る 。

け い く ん は ， な ぜ か っ こ い い の か な 。

・ 練 習 を 頑 張 っ て い る 。

・ た い へ ん な こ と が あ っ て も ， 頑 張 っ

て い る 。
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・
正
解
は
な
い
し
み
ん
な
と
多
く
話
せ
る
か
ら
。
 

・
自
分
の
考
え
を
話
す
の
が
苦
手
だ
か
ら
。
 

２
 

道
徳

は
自

分
の

た
め

に
な

っ
て

い
る

。
 

１
６
 

１
 

０
 

０
 

・
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
や
人
の
気
持
ち
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
 

・
そ
の
人
が
何
を
し
た
の
か
聞
き
，
考
え
る
こ
と
で
，
自
分
も
大
人
に
な
っ
た
ら
こ
う
い
う
こ
と
を
守
ら
な
き
ゃ
と
思
う

か
ら
。
 

・
自
分
が
社
会
に
出
た
と
き
に
大
切
な
こ
と
を
知
れ
る
か
ら
。
 

・
道
徳
の
勉
強
を
し
て
か
ら
考
え
が
変
わ
っ
た
り
，
人
に
や
さ
し
く
で
き
た
り
，
命
を
大
切
に
し
よ
う
と
思
う
こ
と
が
あ

る
か
ら
。
 

３
 

夢
や

希
望

を
達

成
す

る
た

め
に

大
切

な
こ

と
は

何
だ

と
思

い
ま

す
か

。
（

自
由

記
述

）
 

・
努
力
 
 
・
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
 
 
・
い
や
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
に
げ
な
い
 
・
気
合
い
 
 
・
や
る
気
 

・
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
 
・
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聞
く
 

４
 

努
力

し
た

り
，

目
標

に
向

か
っ

て
頑

張
っ

た
り

し
た

の

に
，

上
手

く
い

か
な

い
こ

と
が

あ
っ

た
。

 
４

 
９

 
３

 
１

 

〇
司
会
な
ど
で
，
練
習
し
て
上
手
く
で
き
た
か
ら
。
 

〇
い
っ
ぱ
い
努
力
し
た
ら
で
き
た
か
ら
。
 

▲
試
合
に
向
け
て
頑
張
っ
て
苦
手
な
こ
と
を
練
習
し
た
の
に
，
結
果
が
残
せ
な
か
っ
た
。
 

▲
マ
ラ
ソ
ン
を
今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
た
け
ど
，
越
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
 

▲
マ
ラ
ソ
ン
で
，
休
み
時
間
に
走
っ
て
も
タ
イ
ム
が
縮
ま
ら
な
い
か
ら
。
 

▲
漢
字
の
練
習
を
頑
張
っ
て
い
た
け
ど
，
テ
ス
ト
で
良
い
点
が
取
れ
な
か
っ
た
。
 

▲
サ
ッ
カ
ー
の
試
合
で
勝
と
う
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
た
の
に
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
か
ら
。
 

▲
縄
跳
び
の
技
な
ど
を
何
度
も
練
習
し
て
い
る
け
ど
，
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
か
っ
た
。
い
く
ら
勉
強
し
て
も
あ
ま
り
テ

ス
ト
の
点
数
が
上
が
ら
な
い
こ
と
。
 

５
 

上
手

く
い

か
な

い
こ

と
が

あ
る

と
，

す
ぐ

に
諦

め
て

し

ま
う

方
だ

。
 

０
 

５
 

７
 

５
 

少
し

そ
う
思
う

 

・
一
つ
の
こ
と
に
夢
中
に
な
り
，
頑
張
る
け
ど
最
後
の
最
後
で
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
か
ら
。
 

・
何
回
も
何
回
も
や
っ
て
無
理
だ
と
思
う
け
ど
少
し
は
諦
め
ず
に
や
っ
て
い
る
。
 

・
上
手
く
い
か
な
く
て
落
ち
込
み
，
自
分
に
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
か
ら
。
 

あ
ま

り
そ
う
思

わ
な

い
 

・
怒
ら
れ
て
も
，
な
ぜ
怒
ら
れ
た
か
考
え
，
そ
れ
に
む
け
て
頑
張
れ
る
か
ら
。
 

・
努
力
す
れ
ば
や
が
て
良
い
結
果
が
で
る
と
思
う
か
ら
。
 

・
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
，
次
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
か
ら
。
 

・
今
で
き
な
く
て
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い
れ
ば
大
体
の
こ
と
は
で
き
る
と
思
う
か
ら
。
 

思
わ

な
い
 

・
間
違
っ
た
こ
と
を
し
て
も
そ
の
間
違
い
を
直
し
て
頑
張
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
。
 

・
あ
き
ら
め
た
ら
そ
こ
で
終
わ
り
だ
か
ら
，
あ
き
ら
め
ず
に
練
習
を
す
る
。
 

・
勉
強
で
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
粘
り
強
く
考
え
る
か
ら
。
 

・
目
の
前
に
あ
る
壁
を
破
っ
て
か
ら
が
本
番
だ
か
ら
。
 

     

第
６

学
年

 
道

徳
科

学
習

指
導

案
 

日
 
時
 
令
和
元
年
 
９
月
２
５
日
 
４
校
時

 
対
 
象
 
６
年
１
組
 
男
子
６
名
 
女
子
１
１
名

 
授
業
者
 
教
諭
 
池
田
 
宏
二
朗

 
 １
 
主
題
名
 
 
 
困
難
に
打
ち
か
つ
心
 
 
Ａ
－
（
５
）
希
望
と
勇
気
，
努
力
と
強
い
意
志

 
 ２
 
教
材
名
 
 
 
「
市
民
に
愛
さ
れ
る
動
物
園
を
目
指
し
て
」
（
学
研
 
み
ん
な
の
道
徳
 
６
年
）

 
 ３
 
主
題
に
つ
い
て

 
（
１
）
ね
ら
い
と
す
る
価
値
に
つ
い
て

 
 
 
 
本
主
題
は
，
小
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
 
特
別
の
教
科
 
道
徳
編
に
お
け
る
「
Ａ
 
主
と
し
て
自
分
自
身
に
関

す
る
こ
と
（
５
）
よ
り
高
い
目
標
を
立
て
，
希
望
と
勇
気
を
も
ち
，
困
難
が
あ
っ
て
も
く
じ
け
ず
に
努
力
し
て
物

事

を
や
り
抜
く
こ
と
。
」
と
関
連
の
あ
る
教
材
で
あ
る
。

 
第
５
・
６
学
年
の
段
階
に
な
る
と
，
児
童
が
一
人
の
人
間
と
し
て
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
，
常
に
自
分

自
身
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
も
つ
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
困
難
や
苦
労
に
直
面
し
て
も
，
自
分
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
粘
り
強
く
努
力
す
る
と
と
も
に
，
や
る
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と
や
り
抜
く
忍
耐
力
が
必

要
で
あ
る
。
忍
耐
力
を
増
す
た
め
に
は
，
自
分
に
適
し
た
目
標
を
設
定
し
，
見
通
し
を
も
っ
て
よ
り
よ
い
自
己
を
実

現
さ
せ
よ
う
と
す
る
向
上
心
と
結
び
つ
き
，
前
向
き
な
自
己
の
生
き
方
を
自
覚
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
６

年
生
の
児
童
は
，
そ
れ
ぞ
れ
に
高
い
理
想
を
追
い
求
め
る
時
期
と
言
わ
れ
る
一
方
で
，
自
分
自
身
に
自
信
が
も
て
な

か
っ
た
り
，
思
う
よ
う
に
結
果
が
出
な
く
て
落
ち
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
あ
り
，
中
学
校
生
活
に
対
し
て
の
不
安
が

積
も
り
や
す
く
も
な
る
。

 
そ
こ
で
，
苦
し
く
て
も
く
じ
け
ず
に
努
力
し
て
物
事
を
や
り
抜
き
，
失
敗
を
重
ね
な
が
ら
も
夢
を
実
現
し
た
人
に

触
れ
，
希
望
を
も
つ
こ
と
の
大
切
さ
や
，
希
望
が
あ
る
が
故
に
直
面
す
る
困
難
を
乗
り
越
え
る
人
間
の
強
さ
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
そ
の
上
で
，
自
分
の
歩
ん
で
き
た
道
を
信
じ
て
努
力
す
る
こ
と
が
，
少
し
ず
つ
で

あ
っ
て
も
希
望
の
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
に
気
が
付
く
よ
う
に
す
る
こ
と
で
，
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
を
乗
り
越
え

て
い
く
一
助
に
な
る
と
考
え
る
。

 
 （
２
）
児
童
に
つ
い
て

 
 
 
 
本
学
級
は
男
子
６
名
，
女
子
１
１
名
，
計
１
７
名
の
学
級
で
あ
る
。
本
時
の
授
業
に
当
た
っ
て
関
連
す
る
意
識
調

査
の
結
果
は
，
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（

７
月
２
日
実
施
 
質
問
紙
法
）

 
 

本
時

に
関
わ
る

意
識

調
査
の

結
果

（
人
）

 

 ４
：
と
て

も
そ

う
思

う
 
 

３
：
少

し
そ

う
思

う
 
 

２
：
あ

ま
り

そ
う

思
わ
な

い
 

 
１
：
ま

っ
た

く
そ

う
思

わ
な

い
 

 
と
て
も
 

そ
う
思
う
 

少
し
 

そ
う
思
う
 

あ
ま
り
そ

う

思
わ
な
い
 

ま
っ
た
く
 

そ
う
思
わ

な
い

 

１
 

道
徳

の
学

習
は

楽
し

い
。

 
１

０
 

６
 

１
 

０
 

・
人
の
意
見
を
聞
き
自
分
の
考
え
も
広
が
る
か
ら
。
 

・
話
の
内
容
に
よ
っ
て
感
想
を
書
く
の
が
楽
し
い
し
，
友
達
の
意
見
と
自
分
の
意
見
を
比
べ
る
の
も
好
き
だ
か
ら
。
 

・
み
ん
な
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
知
れ
る
し
，
自
分
の
考
え
を
発
表
で
き
る
か
ら
。
 

・
友
達
の
考
え
を
聞
い
て
，
自
分
も
そ
う
思
っ
た
り
，
共
感
し
た
り
で
き
る
か
ら
。
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（
４
）
教
材
分
析

 
ね

 
ら
 

い
：

登
場
人

物
の

行
動
や

気
持

ち
を
話

し
合

う
活
動

を
通

し
て
，

く
じ

け
ず
希

望
に

向
か
っ

て
取

り
組
む

大
切

さ
，

希
望
に
向

か
っ

て
努
力

す
る

姿
勢
は

無
駄

に
な
ら

な
い

と
い
う

こ
と

に
気
付

き
，

理
想
に

向
か

っ
て

努
力
し
て
い
こ
う
と
す
る
実
践
意
欲
を
育
て
る
。

  
授

業
の
意

図
：

廃
園
の

危
機

が
迫
り

失
敗

が
許
さ

れ
な

い
中
で

も
，

希
望
を

捨
て

ず
に
信

じ
た

こ
と
を

取
り

組
み
続

け
る

登
場

人
物
の
姿

か
ら

，
た
と

え
成

果
が
表

れ
な

く
て
も

や
っ

て
き
た

努
力

は
無
駄

で
は

な
い
こ

と
に

気
付

か
せ
た
い
。

 
  
 

 
   

  
           

＜
場

面
＞

人
気

が
長

続
き

し
な

い
中

，
動

物

の
魅

力
を

伝
え

る
た

め
の

ガ
イ

ド

を
始
め
る
。

 
＜

意
図

＞
動

物
園

の
ス

タ
ッ

フ
が

，
お

客
さ

ん
に

寄
り

沿
う

気
持

ち
で

取
り

組

ん
で

い
た

こ
と

に
気

付
か

せ
た

い
。

 
＜

発
問

＞
動

物
園

の
人

た
ち

は
，

ど
ん

な
思

い
で

ガ
イ

ド
を

始
め

た
の

だ
ろ

う
。

 
 

＜
場

面
＞

廃
園

の
危

機
に

さ
ら

さ
れ

な
が

ら

も
，
自
分
が
信
じ
た
道
，
動
物
園
ガ

イ
ド
を
再
開
し
，
困
難
を
乗
り
越
え

た
。

 
＜

意
図

＞
困

難
に

く
じ

け
な

か
っ

た
小

菅
さ

ん
を

支
え

た
も

の
は

何
だ

っ
た

の

か
，
そ
の
思
い
に
気
付
か
せ
た
い
。

 
＜
発
問
＞
小
菅
さ
ん
が
，
何
度
も
困
難
を
乗
り

 
越

え
る

こ
と

が
で

き
た

の
は

な
ぜ

だ
ろ
う
。

 

他
者
理
解

 

＜
場
面
＞
自
分
た
ち
の
や
っ
て
き
た
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
と
信
じ
，
理
想
の
動
物
園
に
つ
い
て
語
り
合
い
，
ア
イ

デ
ア
を
１
４
枚
の
ス
ケ
ッ
チ
に
描
い
た
り
，
開
園
当
初
か
ら
取
り
組
ん
で
い
た
ガ
イ
ド
を
再
開
し
た
り
し

て
，
理
想
の
動
物
園
作
り
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
。

 
＜
意
図
＞
困
難
に
さ
ら
さ
れ
る
中
で
も
，
自
分
た
ち
の
理
想
を
も
ち
自
分
が
信
じ
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
努

力
す
る
姿
勢
が
，
た
と
え
成
果
が
出
な
か
っ
た
と
し
て
も
理
想
に
向
か
っ
て
い
く
上
で
無
駄
で
は
な
い
こ

と
に
気
付
か
せ
た
い
。

 
＜
中
心
発
問
＞

結
果
が
出
な
か
っ
た
り
，
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
り
し
た
時
，
そ
れ
ま
で
の
努
力
を
ど
う
思
い
ま
す
か
。
 

 
 

価
値
理
解

 

動
物

た
ち

の
こ

と
を

思
っ

て
い

た
ス

タ
ッ

フ
の

人
達

も
，

廃
園

の
危

機
を
脱

す
る

た
め
に

様
々

な
こ
と

を
考

え
て

い
た
こ

と
を

と
ら
え

さ
せ

る
。
そ

の
中

で
も
小

菅
さ

ん
は

，
自
分

の
理

想
に
向

け
て

自
分
の

信
じ

る
こ
と

を
貫

い

た
こ
と
に
触
れ
，
価
値
理
解
へ
と
つ
な
げ
る
。

 

価
値
理
解

 

人
間
理
解

 

他
者
理
解

 

≪
道

徳
の
学
習

に
関

す
る
こ

と
≫

 
【
設
問
１
・
２
】

 
 
こ
の
結
果
か
ら
，
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
，
道
徳
の
学
習
に
対
し
て
前
向
き
な
気
持
ち
で
臨
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

理
由
と
し
て
，
自
分
の
考
え
と
他
人
の
考
え
を
比
較
す
る
楽
し
さ
や
，
そ
れ
に
よ
り
自
分
の
考
え
が
広
が
る
楽
し
さ
を
挙

げ
る
児
童
が
多
か
っ
た
。
ま
た
，
社
会
に
出
た
時
の
自
分
を
想
像
し
な
が
ら
，
そ
の
時
に
何
が
必
要
な
の
か
考
え
な
が
ら

学
習
に
臨
ん
で
い
る
児
童
も
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

  
≪

本
時

の
内
容

項
目

に
関
わ

る
こ

と
≫

 
【
設
問
３
】

 
 
こ
の
結
果
か
ら
，
夢
の
実
現
や
目
標
の
達
成
の
た
め
に
は
努
力
や
最
後
ま
で
諦
め
な
い
こ
と
が
大
切
な
こ
と
を
，
多
く

の
児
童
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
常
生
活
や
，
道
徳
の
同
じ
価
値
に
関
す
る
学
習
な
ど
か
ら
，
頭
で
は
理
解

で
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 
【
設
問
４
】

 
 
こ
の
結
果
か
ら
，
児
童
は
何
か
し
ら
の
形
で
自
分
の
努
力
が
成
果
と
し
て
表
れ
な
い
経
験
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ

の
内
容
と
し
て
は
，
部
活
動
の
こ
と
，
学
校
生
活
の
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
児
童
の
日
常
生
活
の
中
で
も
，
頑

張

っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
，
上
手
く
い
っ
た
こ
と
，
い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
実
感
す
る
場
面
が
多
数
あ
り
，
そ
れ
を
本
人

も
感
じ
て
い
る
。
ま
た
，
上
手
く
い
か
な
い
こ
と
の
方
が
前
面
に
出
る
児
童
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
，
成
功
体
験
よ
り
も

失
敗
体
験
の
方
が
印
象
深
く
児
童
の
中
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

 
【
設
問
５
】

 
 
こ
の
結
果
か
ら
，
自
分
は
上
手
く
い
か
な
く
て
も
諦
め
な
い
方
だ
と
感
じ
て
い
る
児
童
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
設

問
２
で
あ
っ
た
よ
う
に
，
諦
め
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
理
解
し
，
そ
れ
を
自
分
な
り
に
行
動
に
移
し
て
い
る
児
童
が
多
い

と
い

う
こ

と
が

分
か

る
。

一
方

で
は

，
諦

め
て

し
ま

う
と

い
う

意
見

が
あ

る
こ

と
も

分
か

り
，

正
直

な
意

見
と

い
え

る
。
 

  （
３
）
教
材
に
つ
い
て

 
 
 
本
教
材
は
，
来
場
者
数
の
減
少
に
伴
っ
た
廃
園
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
，
日
本
有
数
の
来
園
者
数
を
誇
る
よ
う
に
な

っ
た
旭
山
動
物
園
の
取
組
に
つ
い
て
話
し
合
う
活
動
を
通
し
て
，
く
じ
け
ず
に
頑
張
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
迫
る

も
の
で
あ
る
。
多
い
と
き
に
は
年
間
３
０
０
万
人
以
上
の
来
園
者
数
が
あ
る
，
北
海
道
旭
川
市
の
動
物
園
で
，
成
功
に

至
る
ま
で
に
は
幾
度
と
な
く
廃
園
の
危
機
が
あ
っ
た
も
の
の
，
そ
の
都
度
開
園
当
初
か
ら
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
を
貫

い
て
困
難
を
越
え
て
き
た
。
本
質
を
大
切
に
し
た
園
長
の
小
菅
さ
ん
の
考
え
方
か
ら
，
希
望
と
勇
気
に
関
し
て
多
く
の

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
教
材
で
あ
る
。
ま
た
，
廃
園
の
危
機
が
迫
っ
て
い
る
中
で
も
，
自
分
の
信
じ
た
こ
と
を
や

り
通

す
大

切
さ

や
諦

め
ず

に
継

続
す

る
大

切
さ

，
結

果
に

表
れ

る
か

わ
か

ら
な

く
て

も
努

力
を

続
け

る
大

切
さ

な
ど

，

本
学
級
の
児
童
に
と
っ
て
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
教
材
と
い
え
る
。

 
 
 
意
識
調
査
の
結
果
か
ら
，
自
分
の
努
力
が
結
果
と
な
っ
て
表
れ
な
い
経
験
を
し
て
い
る
児
童
が
い
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
，
本
時
で
は
小
菅
さ
ん
の
考
え
方
に
触
れ
な
が
ら
自
分
の
努
力
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
た
い
。
希
望
や
理
想
を
持
つ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
，
そ
れ
に
向
け
て
努
力
を
続
け
る
こ
と
，
目
の
前
の
結
果
に
左
右
さ
れ
ず
努
力
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
素
晴
ら
し
さ
を
話
し
合
い
な
が
ら
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
，
学
級
内
で
も
目
標
を
持
ち
，
そ
れ
に
向
け
て
努

力
を
し
て
い
る
児
童
が
い
る
と
い
う
認
識
を
共
有
し
，
価
値
づ
け
る
こ
と
で
，
今
後
も
理
想
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い

こ
う
と
す
る
児
童
を
育
て
た
い
。
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５
 
本
時
に
つ
い
て

 
（
１
）
ね
ら
い

 
 
 
登
場
人
物
の
行
動
や
気
持
ち
を
話
し
合
う
活
動
を
通
し
て
，
く
じ
け
ず
希
望
に
向
か
っ
て
取
り
組
む
大
切
さ
，
希
望

に
向
か
っ
て
努
力
す
る
姿
勢
は
無
駄
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
，
理
想
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
こ
う
と
す

る
実
践
意
欲
を
育
て
る
。

 
 （
２
）
展
開

 
過 程

 
学
 
習
 
活
 
動

 
○
発
問
 
 
◎
主
発
問
 
・
予
想
さ
れ
る
児
童
の
反
応

 
【
し
か
け
（
研
究
仮
説
と
の
関
わ
り
）
】

 
☆
評
価
（
方
法
）
 
 
※
留
意
点

 
 導

 
 入

 
 

１
 
旭
山
動
物
園
の
映
像
を
見
せ
て
話
し
合
う
。

 
〇

動
物

園
の

映
像

を
見

て
，

ど
ん

な
こ

と
が

分
か

り

ま
す
か
。

  
・
い
ろ
ん
な
動
物
が
い
る
。

 
・
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

 
・
廃
園
の
危
機
に
あ
っ
た
と
は
，
信
じ
ら
れ
な
い

。
 

【
し
か
け
１
】

 
動
物
の
映
像
を
見
せ
，
動
物
園
が
動
物
や
お
客
さ
ん
で

 
賑
わ
っ
て
い
る
様
子
を
と
ら
え
さ
せ
る
。
ま
た
，
か
つ

 
て
は
，
廃
園
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
ら

 
せ
る
。

 
※

話
の

中
に

小
菅

さ
ん

と
い

う
登

場
人

物
が

出
て

く

る
こ
と
を
知
ら
せ
，
観
点
を
与
え
て
か
ら
教
材
に
入

る
よ
う
に
す
る
。

 
           展

 
   開

 
       

学
習

課
題
 

  ２
 

「
市

民
に

愛
さ

れ
る

動
物

園
を

目
指

し
て

」
を

読

ん
で
考
え
る
。

 
〇

小
菅

さ
ん

は
，

ど
ん

な
思

い
で

ガ
イ

ド
を

始
め

た

の
だ
ろ
う
。

 
・
お
客
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
。

 
・
お
客
さ
ん
に
動
物
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

 
    
〇

小
菅

さ
ん

が
，

何
度

も
困

難
を

乗
り

越
え

る
こ

と

が
で
き
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
。

 
・
動
物
の
こ
と
を
思
っ
て
い
た
か
ら
。

 
・

廃
園

し
て

し
ま

え
ば

，
動

物
た

ち
が

か
わ

い
そ

う
だ
か
ら
。

 
・

動
物

の
魅

力
を

伝
え

た
い

と
い

う
思

い
が

あ
っ

た
か
ら
。

 
・
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
を
も
っ
て
い
た
か
ら
。

 
  

   ・
動
物
園
の
ス
タ
ッ
フ
の
人
々
，
小
菅
さ
ん
の
立
場
か

 
ら
，
動
物
へ
の
思
い
に
共
感
さ
せ
た
い
。

 
【
し
か
け
２
】

 
問
い
返
し
発
問
を
す
る
こ
と
で
，
よ
り
考
え
を
深
め
，

ね
ら
い
に
迫
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

 
〈
問
い
返
し
例
〉

 
・

お
客

さ
ん

が
喜

ぶ
動

物
園

っ
て

ど
ん

な
も

の
だ

ろ

う
。

 
・
動
物
の
魅
力
を
伝
え
て
，
ど
ん
な
動
物
園
を
目
指
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

 
〈
問
い
返
し
例
〉

 
・
動
物
へ
の
ど
ん
な
思
い
が
あ
っ
て
，
困
難
に
立
ち
向

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

 
・
廃
園
し
て
，
別
の
動
物
園
で
元
気
に
過
ご
し
て
も
ら

う
の
で
は
だ
め
だ
っ
た
の
か
な
。

 
・
動
物
好
き
な
ら
だ
れ
で
も
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
ね
。

 
・
あ
き
ら
め
な
い
と
い
う
の
は
，
何
を
あ
き
ら
め
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

 
 

な
ぜ

，
旭

山
動

物
園

は
廃

園
か

ら
こ

こ
ま

で
賑

わ
う
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

 

（
５
）
関
連
す
る
内
容
項
目

 
 
 
Ｄ
 
主
と
し
て
生
命
や
自
然
，
崇
高
な
も
の
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
 
（
１
９
）
生
命
の
尊
さ

 
 
 
Ｃ
 
主
と
し
て
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
 
 
 
 
 
 
 
（
１
４
）
勤
労
，
公
共
の
精
神

 
 ４
 
研
究
仮
説
と
の
関
連

 
        

研
究

仮
説
１
『

児
童

に
問
題

意
識

を
も
た

せ
る

「
し
か

け
」

の
工
夫

』
 

【
し
か
け
１
】

 
旭
山
動
物
園
の
映
像
を
見
せ
る
こ
と
で
，
賑
わ
っ
て
い
る
動
物
園
の
様
子
に
気
付
か
せ
た
い
。
そ
の
動
物
園
が
か

つ
て

は
廃

園
の

危
機

に
さ

ら
さ

れ
て

い
た

こ
と

を
知

る
こ

と
に

よ
り

，
「

な
ぜ

こ
ん

な
に

賑
わ

う
よ

う
に

な
っ

た
の

か
」
と
い
う
問
題
意
識
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
 【
し
か
け
２
】

 
 
 
問
い
返
し
発
問
を
す
る
こ
と
で
，
自
分
の
経
験
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
考
え
さ
せ
る
。
教
科
書
に
書
い
て
あ
る

 
こ
と
で
な
く
，
教
科
書
に
書
い
て
い
な
い
登
場
人
物
の
心
情
や
行
動
を
支
え
る
思
い
，
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
考
え

 
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 
 【
し
か
け
３
】

 
 
 
教
材
を
基
に
努
力
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
自
分
の
生
活
と
比
較
し
て
考
え
さ
せ
る
こ
と
で
，
自
分
が
今

 
努
力
し
て
い
る
こ
と
，
努
力
し
て
上
手
く
い
っ
た
経
験
，
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
経
験
を
振
り
返
ら
せ
る
こ
と
で
自

 
分
事
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。

 
 

研
究

仮
説
２
「

学
び

合
う
活

動
の

工
夫
」

 
【
し
か
け
４
】

 
自
分
と
友
達
の
考
え
を
交
流
し
合
う
こ
と
で
，
理
想
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
大
切
さ
に
つ
い
て
の
考
え
を
広
げ

 
た
り
深
め
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
 
 

 
      

研
究

仮
説
１

 
 
 
学
習
指
導
の
中
で
，
児
童
に
問
題
意
識
を
も
た
せ
る
「
し
か
け
」
を
工
夫
す
る
こ
と
で
，
学
習
課
題
を
捉
え

 
自
分
と
の
関
わ
り
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
 
研

究
仮

説
２

 
 
 

学
習
指
導
の
中
で
，
児
童
が
自
分
と
の
関
わ
り
で
考
え
た
こ
と
を
基
に
学
び
合
う
活
動
を
工
夫
す
る
こ
と
で
， 

多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
，
自
己
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
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３
．
自
分
自
身
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
。

 
◎
結

果
が

出
な

か
っ

た
り

，
上

手
く

い
か

な
か

っ
た

り
し

た
時

，
そ

れ
ま

で
の

努
力

を
ど

う
思

い
ま

す

か
。

 
・
努
力
が
足
り
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
・

努
力

は
無

駄
で

は
な

い
。

続
け

れ
ば

達
成

す
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

 
・

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

は
，

努
力

は
必

要
。

上
手

く
い

か
な

く
て

も
無

駄
と

い
う

わ
け

で
は

な
い
。

 
・

〇
〇

君
は

ま
だ

結
果

が
出

て
い

な
い

か
も

し
れ

な
い

け
ど

，
目

標
に

向
か

っ
て

努
力

し
続

け
て

い
る
こ
と
は
す
ご
い
。

 
 
〇

み
ん

な
の

生
活

の
中

に
も

，
同

じ
よ

う
に

努
力

を

続
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

【
し
か
け
４
】

 
自
分
と
友
達
の
考
え
を
比
較
す
る
こ
と
で
，
夢
や
目

 
標
を
か
な
え
る
た
め
に
大
切
な
こ
と
へ
の
考
え
を
広

 
げ
た
り
深
め
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
※
小
菅
さ
ん
の
よ
う
に
大
き
な
事
象
で
は
な
い
が
，
学

校
生
活
の
中
で
も
，
小
菅
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
理
想

を
持
ち
，
努
力
を
続
け
る
友
達
や
自
分
が
い
る
こ
と

に
気
づ
か
せ
，
価
値
づ
け
た
い
。

 
 【
し
か
け
３
】

 
自
分
事
と
し
て
考
え
る
活
動
を
設
け
る
。

 
※
結
果
が
出
て
い
な
い
こ
と
で
も
良
い
。
目
標
に
向
か

っ
て
努
力
を
続
け
て
い
る
姿
勢
に
着
目
す
る
。

 
〈
問
い
返
し
例
〉

 
・
努
力
を
や
め
な
い
理
由
は
何
で
す
か
。

 
・
努
力
は
，
結
果
が
伴
わ
な
く
て
も
良
い
の
で
す
か
。

 
・
結
果
が
分
か
ら
な
い
の
に
，
頑
張
り
続
け
る
良
さ
と

は
何
で
し
ょ
う
。

 
・
結
果
が
出
て
い
な
い
け
ど
，
○
○
君
の
努
力
は
無
駄

で
し
ょ
う
か
。

 
・
結
果
が
出
て
い
な
い
時
，
み
な
さ
ん
は
努
力
を
や
め

ま
す
か
。
ま
た
，
そ
れ
は
な
ぜ
で
す
か
。

 
終

 
 末

 

４
 
学
習
の
振
り
返
り
を
す
る
。

 
○
学
習
の
感
想
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

 
☆
た

と
え

結
果

が
伴

わ
な

く
て

も
，

理
想

に
向

け
て

努

力
し

た
こ

と
は

無
駄

で
は

な
い

こ
と

に
気

付
く

こ

と
が
で
き
た
か
。
（
ノ
ー
ト
）

 
 （
３
）
 
板
書
計
画
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道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業 

完 了 報 告 書 

（三沢市立第三中学校） 
 

１ 道徳教育に関する改善状況の概要 

本校では、道徳教育の抜本的改善・充実を図るために、生徒の実態や教師や保護者の願いを踏ま

え、校長の方針の下、今年度から教科化された「特別の教科 道徳」（以下「道徳科」）を平成

３０年度から校内研修に取り入れ、道徳教育推進教師を中心に道徳科の授業の在り方、評価の仕方

について共通理解を深め、本年度の道徳科の授業に向けて準備を行ってきた。 

今年度は、校内研修において「思いやりと道徳的な判断力を高めるための指導の研究」～道徳的価

値について、考え議論する特別の教科道徳の授業実践を通して～を研究主題に掲げ、思いやりと適切

な判断力を身に付けた生徒の育成を目指して道徳教育に取り組んだ。特に、「考え、議論する道徳」

の教材や指導法について研修を行い、次の３つの柱のうち１年目は（１）と（２）に、２年目は（３）

に重点を置き、道徳教育の抜本的改善・充実を図ることにした。 

 （１）多面的・多角的に考えさせるための教材研究、「考え、議論する道徳」の授業展開や指導法

の工夫 

 （２）道徳科の授業の定着と発展を目指した全体計画及び年間指導計画の改善と活用 

（３）道徳科の「大くくりなまとまりを踏まえた評価」の視点による学習評価の在り方の研究 

  

本校の道徳教育の抜本的改善・充実に当たり、以下のことを目標とし、方法について検討し 

た。 

 研究目標  生徒の思いやりと道徳的な判断力を高めるために、問題解決的な道徳を意識した指導

の方法を実践を通して明らかにする。 

 研究の方法 ・自分だったらどうするか、人として何かできることはないか等を考えさせる問 

題解決的な道徳を取り入れた授業を実践する。 

       ・問題をよりよく解決に導くために、生徒が他者と話し合いたいと感じる発問の 

工夫及び教材の精選を行い、より真剣に考えさせる活動につなげる。 

       ・道徳教育及び道徳の授業で培った道徳性及び問題解決的な指導方法をもとに、 

各教科で授業実践を行うことで、基礎的・基本的な内容の定着につなげる。 

 

その結果、次のような改善がみられた。 

（１）今年度から教科化された道徳の教科書の年間指導計画を基に積極的に授業に取り組んだこと

で、教材研究や指導法について検討する機会が増え、教師の指導力向上につながった。また、授

業を進める中で出てきた疑問や学習指導要領の解説、指導方法を講師の先生方から指導してい

ただいたことで、道徳教育に対する校内の共通理解が深まり、より一層、教師の道徳教育に対す

る授業の価値を見直すことができた。 

（２）本校の生徒は、仲間の活躍や行動に対しての関心が低く、仲間を褒めたり、目標をもって自分

を向上させたいという意欲と行動を目にすることが少なかった。そこで、「考え、議論する道徳」

「問題解決的な道徳」の授業や体験的な行事の振り返り、テストの学習計画など全校一緒に取り

組む活動を有機的に結び付け、自分の考えや仲間の考えに触れ、今の自分を見つめ直す機会を増

やした。こういった授業の積み重ねや日常生活の見直しを全校で行うことを通して、互いの行動

への関心が高まり、思いやりをもとうとする感想が多くあげられるようになった。 
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２ 実施した研究内容 

（１）小中連携を生かした道徳教育の体制つくり 

  ア 道徳教育の全体計画の改善 

    本校では、中学校の移転を機に、隣接する小学校との連携を深める活動をしてきた。運動会や

挨拶運動、小学校の授業参観や中学校教師が小学生に授業を行ってきた。また、年４～５回によ

る小中連携会議で行事の計画や反省、情報交換などを実施し、児童生徒の成長を９年間にわたり

見守る環境を整えてきた。中学校でも道徳教育が教科化されることにより改めて、「９年間で育

てたい児童生徒の道徳教育」を作成し、地域や保護者の願いも踏まえた９年間の道徳教育を意識

することができた。また、小中の道徳教育に関する目標や課題を明確化することができた。この

課題を他者との関わり合いや互いに支え合う体験を通して、思いやりの心と道徳的な判断力の

育成に重点を置くことで、夢や希望をもって生きようとする児童生徒の育成につながると共通

理解し、全体計画の改善や年間計画の見直しに取り組むことができた。 

  イ 年間指導計画の工夫 

    道徳科の授業を本年度から実施するに当たって、前年度より教科書の使用を意識した年間指

導計画の見直しを検討してきた。教科としての視点から、存在からする教科書の使用が絶対であ

るという意識が強く、どのように使用していったらよいのか不安が大きかった。そこで、まずは

３５時間の授業を確実に行い、教科書会社で設定してある年間計画例を参考に年間指導計画を

立てそれに取り組んでいくことで、本校に合った年間指導計画の見直しを図っていくことにし

た。特に道徳科となった本年度は、学担以外の教師も授業を積極的に行うことで、新しい道徳教

育についての共通理解を深めることにした。また、授業担当の設定を１学期ごとに行い、一人一

人が教材研究を進め研究授業や授業公開 week*を設定することによって道徳の授業に全教員が

関わっていけるようにした。この計画を職員室にある各学年の掲示板に張り、授業の取り組み状

況の把握や見通しをもって次時の教材研究に取り組むことができた。 

    *授業公開 week：校内研修の一環として行っている、日常的な授業を互いに参観し合う、授業改善のための取組 

  ウ 道徳教育推進教師の役割の明確化 

    本校では、道徳教育推進教師の担当者が昨年度から変わり、まずはその役割を担当教師が理解

するところから道徳教育がスタートしたと言える。道徳科についての理解が追いつかないまま

ではあったが、県で実施している道徳教育推進教師の研修などは、その役割の進め方において参

考となることが多かった。 

    昨年度、道徳推進教師の役割として取り上げたのは、全教師が 

道徳科の指導要領の内容理解の深化と、授業に取り組むための資 

料や情報提供であった。今年度は、全体計画及び年間計画づくり 

を進め、各学年の道徳領域部会の教師中心に３５時間の授業担当 

者の割り振りを年間指導計画表に記入し掲示した。 

研修や授業を進める上で出た疑問などは、教師用の道徳通信「道    

徳の窓」を発行し、解説や学校としての方向性への理解を深める 〈道徳オリエンテーションの様子〉 

ための資料などを紹介した。また、生徒に対しても 

道徳科に対してのオリエンテーションを行い、保護者 

へ道徳通信「道徳の風」で授業の様子を紹介した。ま 

た、校内に「道徳のひろば」の掲示スペースを設け、 

各学年の授業の様子を写真や道徳に関する新聞記事を 

掲示した。 

    これらの取組により道徳科が学校の授業としてだけ 

ではなく、地域や保護者、生徒が「道徳教育」を意識 〈校内の道徳掲示板〉〈職員室の道徳掲示板〉 

できる環境づくりに役立てることができた。 
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２ 実施した研究内容 

（１）小中連携を生かした道徳教育の体制つくり 

  ア 道徳教育の全体計画の改善 

    本校では、中学校の移転を機に、隣接する小学校との連携を深める活動をしてきた。運動会や

挨拶運動、小学校の授業参観や中学校教師が小学生に授業を行ってきた。また、年４～５回によ

る小中連携会議で行事の計画や反省、情報交換などを実施し、児童生徒の成長を９年間にわたり

見守る環境を整えてきた。中学校でも道徳教育が教科化されることにより改めて、「９年間で育

てたい児童生徒の道徳教育」を作成し、地域や保護者の願いも踏まえた９年間の道徳教育を意識

することができた。また、小中の道徳教育に関する目標や課題を明確化することができた。この

課題を他者との関わり合いや互いに支え合う体験を通して、思いやりの心と道徳的な判断力の

育成に重点を置くことで、夢や希望をもって生きようとする児童生徒の育成につながると共通

理解し、全体計画の改善や年間計画の見直しに取り組むことができた。 

  イ 年間指導計画の工夫 

    道徳科の授業を本年度から実施するに当たって、前年度より教科書の使用を意識した年間指

導計画の見直しを検討してきた。教科としての視点から、存在からする教科書の使用が絶対であ

るという意識が強く、どのように使用していったらよいのか不安が大きかった。そこで、まずは

３５時間の授業を確実に行い、教科書会社で設定してある年間計画例を参考に年間指導計画を

立てそれに取り組んでいくことで、本校に合った年間指導計画の見直しを図っていくことにし

た。特に道徳科となった本年度は、学担以外の教師も授業を積極的に行うことで、新しい道徳教

育についての共通理解を深めることにした。また、授業担当の設定を１学期ごとに行い、一人一

人が教材研究を進め研究授業や授業公開 week*を設定することによって道徳の授業に全教員が

関わっていけるようにした。この計画を職員室にある各学年の掲示板に張り、授業の取り組み状

況の把握や見通しをもって次時の教材研究に取り組むことができた。 

    *授業公開 week：校内研修の一環として行っている、日常的な授業を互いに参観し合う、授業改善のための取組 

  ウ 道徳教育推進教師の役割の明確化 

    本校では、道徳教育推進教師の担当者が昨年度から変わり、まずはその役割を担当教師が理解

するところから道徳教育がスタートしたと言える。道徳科についての理解が追いつかないまま

ではあったが、県で実施している道徳教育推進教師の研修などは、その役割の進め方において参

考となることが多かった。 

    昨年度、道徳推進教師の役割として取り上げたのは、全教師が 

道徳科の指導要領の内容理解の深化と、授業に取り組むための資 

料や情報提供であった。今年度は、全体計画及び年間計画づくり 

を進め、各学年の道徳領域部会の教師中心に３５時間の授業担当 

者の割り振りを年間指導計画表に記入し掲示した。 

研修や授業を進める上で出た疑問などは、教師用の道徳通信「道    

徳の窓」を発行し、解説や学校としての方向性への理解を深める 〈道徳オリエンテーションの様子〉 

ための資料などを紹介した。また、生徒に対しても 

道徳科に対してのオリエンテーションを行い、保護者 

へ道徳通信「道徳の風」で授業の様子を紹介した。ま 

た、校内に「道徳のひろば」の掲示スペースを設け、 

各学年の授業の様子を写真や道徳に関する新聞記事を 

掲示した。 

    これらの取組により道徳科が学校の授業としてだけ 

ではなく、地域や保護者、生徒が「道徳教育」を意識 〈校内の道徳掲示板〉〈職員室の道徳掲示板〉 

できる環境づくりに役立てることができた。 

 

 

 

（２）「考え議論する道徳」「問題解決的な道徳」を意識した指導方法の工夫 

  ア 本校の「考え議論する」の捉え方について 

「考える」を多面的・多角的な見方をはたらかせて、主体的に自分の考えや感じ方を明確にす

る。「議論する」を対話の中で、多様な考え方や感じ方を伝え合い、自分の考え方や感じ方をよ

り明確にすることと捉えた。また、そのねらいは、「納得解」や「新たな価値観の創造」へつな

げることとし、道徳の授業では考え議論する場面、問題解決的な活動の場面を取り入れた。この

場面や活動を進めるときの適切な人数や机の配置などについても話し合い工夫された。 

  イ 中央講師を招聘した理論研修の実施 

    本校では２回に渡り講師として毛内嘉威氏（秋田公立美術大学副学長）招聘し、１回目は小中 

連携の「新しい道徳について・道徳科の評価について・小中連 

携の道徳について」と題し研修会を開催した。 

    １回目の研修会では、道徳科に求められている学びについて 

解説していただき道徳科の目標について理解を深めることがで 

きた。道徳科の評価については、評価の意義と評価の仕方につ 

いて参考資料を基に解説していただき、評価の仕方への共通理 

解をすることができた。また、本校教員の実践的指導力の向上 

が図られるよう小中連携の題材として「手品師」の教材を使い、 

小中での意見を交流しながら教材の扱い方やについて学ぶこと   〈小中連携研修会の様子〉 

ができた。 

    ２回目の研修会では各学年の学担の授業において授業展開・発問内容について指導してい 

ただき、今後の指導方法への助言をいただいた。 

  ウ 研究授業及び協議会の実施 

    今年度、本校では、県教育委員会の指定を受け、９月に小・ 

中学校道徳教育研究協議会を開催した。本協議会では、参加し 

した上北管内小・中学校教員及び地域住民に対し、本校の道徳 

教育の取組を説明するとともに、授業公開を行った。公開授業 

では、１学年「困難や失敗を乗り越えて」（Ａ―（４）希望と 

勇気、克己と強い意志）を主題とし、資料「栄光の架け橋」 

（光村図書）、２学年「考えや立場の違いの尊重」（Ｂ－（９） 

相互理解、寛容）を主題とし、資料「ジコチュウ」（光村図書） 

３学年「命の尊さ」（Ｄ-（１９）生命の尊さ）を主題とし、    〈公開授業の様子１年〉 

「命の選択」（光村図書）、の資料を用いた指導を実施した。授業においては指導者の内容項目  

における理解をもって授業展開を考え、教科書資料の指導法、考え議論する場面、問題解決的  

な活動を中心に提案を行った。 

    研究協議会においては、「問題解決的な活動」が有効であった 

かについて、成果と課題を挙げるＫＪ法を利用したグループでの 

話し合いを中心に進められた。「（話し合い）個人→グループ→ 

共有という順に話し合い、深まっていくので良かった。」「（説 

話）生徒の心に「グッと」くる話、心に深く残った。」「導入の 

事前アンケートと意味の確認をしたため、流れがスムーズにいっ 

た」「班編制は男女の話なので、グループも異性間での方が意見 

が深まる」「心情や状況をパーセント表示で立場をはっきりさせ 

ることによって、話し合いが円滑に進んだ」「相手との関わりの   〈公開授業の様子３、２年〉 

中で自分の考えを持つことが大事」「教科書・資料映像を使ってのテンポの良い授業であった」     

「意見が出しやすい環境（スケール）であった」という感想が寄せられるなど、本校の取組の成   

果と課題が明らかになり、更なる研修の必要性を感じることができた。 
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    １１月には校内研修として２学年において「考えや立場の違いの尊重」本当の正義について    

考えよう（Ｂ-（９）相互理解、寛容）を主題とし、「桃太郎」の鬼退治」（光村図書）の資料

を用いた授業を実施した。また、事前指導として学級活動においてリフレーミングを行い、自分

自身を見つめ、相手の存在を認める活動も取り入れた。さらに、考え議論する場面を「考える場

面」「議論する場面」の２つに分けて設定し、問題解決的な活動の場面においては「自ら道徳的

問題に取組む場面」「ひととして何かできることはないか考えさせる場面」を明確化する工夫を

取り入れた。学習プリントとイメージマップへの記入を通して、自分の考えや仲間の意見を多面

的に見ることができる指導法の研修ができた。また、三沢市教育委員会の江渡勇学校教育課長補

佐より、本校の校内研究の取組みについて指導・助言をいただき、これまでの研修の成果や課題

解決についての方向性を見直すことにつながった。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈検証授業の様子〉 

 

（３）道徳科の学習評価の在り方について 

  ア 今年度は、全学年共通の「道徳ファイル」に学習プリント・毎時間の自己評価用紙を準備し取 

組んだ。学習プリントは、生徒の最初の考え、仲間の考え、その後の自分の考えを記入する形を 

基本のものとした。自己評価は、授業後に生徒自身が簡単に評価できる選択制の形式とした。さ 

らに、３学期には１年間の道徳の授業を振り返り、印象に残った授業や道徳の授業を通して自分 

の考え・行動・態度に影響があったことなどを記入する。これらをファイルしたものと教師が日 

常の生徒の様子を観察したものを合わせて、学担が学習評価を行う予定である。 

   「道徳ファイル」にファイリングする学習プリントや自己評価の内容については、より簡単に、 

全学年共通した内容のものを検討し、生徒自身も振り返りやすいものとしたい。 

  イ 生徒及び保護者、教師に対する道徳に関するアンケートについて 

    今年度から、「特別の教科 道徳」についての共通理解をもつために重点を置いたことは、教

師側の道徳教育に対する意識改革であった。教師側の意識が変われば授業を受ける生徒の道徳

に対する意識も変化すると考えたからである。そのために、生徒には道徳のオリエンテーショ

ン、保護者に対しては参観日や道徳通信で特別の教科となる道徳の情報提供を行った。オリエン

テーションでは、道徳の授業が好き・どちらかといえば好きとしたのは、各学年２人程度であり、

その他の生徒はどちらかといえば嫌いという回答であった。やはり、道徳の授業は「面白くない」

「資料を読んで感想を言う」というイメージであった。保護者においては、アンケートの項目が

具体的なものではなかったため、道徳教育に関する生徒の変容や期待度は高いものではなかっ

た。しかし、生徒の道徳で学ぶテーマ（内容項目）を授業で説明するなどしたことで、生徒の感

想から「道徳で何を学ぶのか」ということを理解して取組むようになっていると感じた。来年度

は、道徳の評価についても研修していくことに併せて、生徒・保護者に対する道徳教育の意識調

査も具体的なものとし、学校だけでなく家庭や地域を含めた道徳教育の在り方を考えていきた

い。 
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    １１月には校内研修として２学年において「考えや立場の違いの尊重」本当の正義について    

考えよう（Ｂ-（９）相互理解、寛容）を主題とし、「桃太郎」の鬼退治」（光村図書）の資料

を用いた授業を実施した。また、事前指導として学級活動においてリフレーミングを行い、自分

自身を見つめ、相手の存在を認める活動も取り入れた。さらに、考え議論する場面を「考える場

面」「議論する場面」の２つに分けて設定し、問題解決的な活動の場面においては「自ら道徳的

問題に取組む場面」「ひととして何かできることはないか考えさせる場面」を明確化する工夫を

取り入れた。学習プリントとイメージマップへの記入を通して、自分の考えや仲間の意見を多面

的に見ることができる指導法の研修ができた。また、三沢市教育委員会の江渡勇学校教育課長補

佐より、本校の校内研究の取組みについて指導・助言をいただき、これまでの研修の成果や課題

解決についての方向性を見直すことにつながった。              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈検証授業の様子〉 

 

（３）道徳科の学習評価の在り方について 

  ア 今年度は、全学年共通の「道徳ファイル」に学習プリント・毎時間の自己評価用紙を準備し取 

組んだ。学習プリントは、生徒の最初の考え、仲間の考え、その後の自分の考えを記入する形を 

基本のものとした。自己評価は、授業後に生徒自身が簡単に評価できる選択制の形式とした。さ 

らに、３学期には１年間の道徳の授業を振り返り、印象に残った授業や道徳の授業を通して自分 

の考え・行動・態度に影響があったことなどを記入する。これらをファイルしたものと教師が日 

常の生徒の様子を観察したものを合わせて、学担が学習評価を行う予定である。 

   「道徳ファイル」にファイリングする学習プリントや自己評価の内容については、より簡単に、 

全学年共通した内容のものを検討し、生徒自身も振り返りやすいものとしたい。 

  イ 生徒及び保護者、教師に対する道徳に関するアンケートについて 

    今年度から、「特別の教科 道徳」についての共通理解をもつために重点を置いたことは、教

師側の道徳教育に対する意識改革であった。教師側の意識が変われば授業を受ける生徒の道徳

に対する意識も変化すると考えたからである。そのために、生徒には道徳のオリエンテーショ

ン、保護者に対しては参観日や道徳通信で特別の教科となる道徳の情報提供を行った。オリエン

テーションでは、道徳の授業が好き・どちらかといえば好きとしたのは、各学年２人程度であり、

その他の生徒はどちらかといえば嫌いという回答であった。やはり、道徳の授業は「面白くない」

「資料を読んで感想を言う」というイメージであった。保護者においては、アンケートの項目が

具体的なものではなかったため、道徳教育に関する生徒の変容や期待度は高いものではなかっ

た。しかし、生徒の道徳で学ぶテーマ（内容項目）を授業で説明するなどしたことで、生徒の感

想から「道徳で何を学ぶのか」ということを理解して取組むようになっていると感じた。来年度

は、道徳の評価についても研修していくことに併せて、生徒・保護者に対する道徳教育の意識調

査も具体的なものとし、学校だけでなく家庭や地域を含めた道徳教育の在り方を考えていきた

い。 

 

 

 

 

３ 実施経過 

月 取  組 の  内  容 備 考 

４・５月 

○小中連携研修  〈今年度の活動計画の準備・確認〉 

・全体計画及び年間指導計画の作成 

・研修計画の作成 

・授業担当者ローテーション計画 

・道徳ファイルの準備 

・年間研修計画の作成 

・生徒アンケートの実施・分析 

・小中連携会議 

・道徳領域部会 

  ６月 

○県道徳教育推進協議会① 

・研究計画の説明 

○仮説検証授業①の実施 １年１組「異文化の人々と共

に生きる」２年１組「松葉づえ」３年１組「がんばれ お

まえ」 光村図書 

・本校道徳教育推進

教師参加 

・学年主任による研

究授業 

  ７月 

○仮説検証授業指導案検討会（校内） 

○校内研修（講師招聘）仮説検証授業②（７／１０） 

・講師：毛内嘉威（秋田公立美術大学副学長） 

 １年１組「ヘレンと共に－アニー・サリバン」 

２年２組「秀さんの心」３年１組「二通の手紙」 

・学担３名による検

証授業 

上北教育事務所、三沢

市・おいらせ町教育委

員会より助言 

  ８月 
○小中学校道徳教育研究協議会（８／８） 

○公開授業指導案検討会①（授業者、助言者） 
・本校より１名参加 

  ９月 

○公開授業指導者検討会②（９／２５） 

○小・中道徳教育研究協議会（本校会場） 

 ・公開授業（１年１組「栄光への架け橋」２年１組「ジ

コチュウ」３年１組「命の選択」）及び研究協議 

 

 

・学担３名による授

業 

 

１０月 

○仮説検証授業③指導案検討会（校内） 

○第５３回全日本中学校道徳教育研究大会鳥取大会 

（１０／２４） 

・道徳領域部会 

・本校より１名参加 

１１月 ○研究授業③２年１組「桃太郎」の鬼退治 
・三沢市教育委員会

より助言 

１２月 

○学校評価（保護者アンケート）の実施、集計及び分析 

○教師アンケートの実施、集計及び分析 

○研究のまとめ 

・道徳教育推進教師 

 １月 ○研究結果報告（県道徳教育推進協議会②） ・道徳教育推進教師 

  ２月 ○研究紀要の作成  
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４ 取組の成果と課題 

（１） 教育目標の評価と反省より（１学期・２学期）「思いやりをもち、自分も他人を大切にでき

る生徒４項目からアンケート実施」 

・５月 道徳オリエンテーション、１２月 道徳アンケートより 

 

  〔判断基準〕 ４･･･ほぼ完璧にできている ３･･･できたことの方が多い  

         ２･･･できたこと、できなかったことが同じくらい 

１･･･できなかったことの方が多い 

１「ひとの嫌がること（いじめ・いたずら・人を傷つける言葉等）をしていない（SNS を含む） 

 

 

 １年平均 ２年平均 ３年平均 全校平均 

１学期 ３．５ ３．３ ３．８ ３．５ 

２学期 ３．９ ３．８ ３．８ ３．９ 

 

 

 

２ 自分の仕事（委員会・学級係）に責任を持ち、協力し合って活動している 

 

 

 １年平均 ２年平均 ３年平均 全校平均 

１学期 ３．３ ３．７ ３．８ ３．６ 

２学期 ３．６ ３．７ ３．９ ３．７ 

 

 

３ 相手のことを考え、「ありがとう」や「すみません」など素直に表現している 

 

 

 １年平均 ２年平均 ３年平均 全校平均 

１学期 ３．７ ３．６ ３．７ ３．７ 

２学期 ３．７ ３．７ ３．７ ３．７ 

 

４ 校内外で積極的にボランティア活動をしている 

 

 １年平均 ２年平均 ３年平均 全校平均 

１学期 ２．８ ２．９ ３．２ ３．０ 

２学期 ３．０ ２．８ ３．６ ３．２ 

 

 

考察～生徒の内容項目に関するするアンケート・感想に着目して 

 

 道徳科の授業やボランティア活動、体験活動・学校行事などの感想から、生徒一人一人が仲間の活動

や意見を聞くことで他者の行動が自分の行動を見直す時間となっていた。また、学担以外の授業を数回

設定することによって、様々な環境で授業を体験し、意見の交流ができたことが印象に残っているとい

う感想が多くあげられたことは、道徳の授業への関心が高まってきたと考える。今後も全校体制でより

活発に道徳教育に取り組んでいく体制を整えていく必要がある。 

 

全校平均としては、０．４ポイン

ト向上している。これは、日常的に

教師側からの呼びかけや生徒会に

よる全校討論会による言葉の使い

方などについて考える機会が増え

たことが行動や態度に影響したと

考える。 

 全校平均は０．１ポイント向上

した。１、３学年は行事や委員会活

動を通してリーダーとしての行

動、それを支える後輩としての行

動から変化が出たと考える。 

全校平均は変化が見られなかっ

た。態度や行動が道徳的に必要で

ある場面と理解するも良い行動を

することに自信がない生徒が多い

と考える。 

全校平均は０．２ポイント向上し

た。３年生を中心に校外での活動

が見られ、その様子をみた１学年

にボランティアの理解が高まった

と考える。 
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４ 取組の成果と課題 

（１） 教育目標の評価と反省より（１学期・２学期）「思いやりをもち、自分も他人を大切にでき

る生徒４項目からアンケート実施」 

・５月 道徳オリエンテーション、１２月 道徳アンケートより 

 

  〔判断基準〕 ４･･･ほぼ完璧にできている ３･･･できたことの方が多い  

         ２･･･できたこと、できなかったことが同じくらい 

１･･･できなかったことの方が多い 

１「ひとの嫌がること（いじめ・いたずら・人を傷つける言葉等）をしていない（SNS を含む） 

 

 

 １年平均 ２年平均 ３年平均 全校平均 

１学期 ３．５ ３．３ ３．８ ３．５ 

２学期 ３．９ ３．８ ３．８ ３．９ 

 

 

 

２ 自分の仕事（委員会・学級係）に責任を持ち、協力し合って活動している 

 

 

 １年平均 ２年平均 ３年平均 全校平均 

１学期 ３．３ ３．７ ３．８ ３．６ 

２学期 ３．６ ３．７ ３．９ ３．７ 

 

 

３ 相手のことを考え、「ありがとう」や「すみません」など素直に表現している 

 

 

 １年平均 ２年平均 ３年平均 全校平均 

１学期 ３．７ ３．６ ３．７ ３．７ 

２学期 ３．７ ３．７ ３．７ ３．７ 

 

４ 校内外で積極的にボランティア活動をしている 

 

 １年平均 ２年平均 ３年平均 全校平均 

１学期 ２．８ ２．９ ３．２ ３．０ 

２学期 ３．０ ２．８ ３．６ ３．２ 

 

 

考察～生徒の内容項目に関するするアンケート・感想に着目して 

 

 道徳科の授業やボランティア活動、体験活動・学校行事などの感想から、生徒一人一人が仲間の活動

や意見を聞くことで他者の行動が自分の行動を見直す時間となっていた。また、学担以外の授業を数回

設定することによって、様々な環境で授業を体験し、意見の交流ができたことが印象に残っているとい

う感想が多くあげられたことは、道徳の授業への関心が高まってきたと考える。今後も全校体制でより

活発に道徳教育に取り組んでいく体制を整えていく必要がある。 

 

全校平均としては、０．４ポイン

ト向上している。これは、日常的に

教師側からの呼びかけや生徒会に

よる全校討論会による言葉の使い

方などについて考える機会が増え

たことが行動や態度に影響したと

考える。 

 全校平均は０．１ポイント向上

した。１、３学年は行事や委員会活

動を通してリーダーとしての行

動、それを支える後輩としての行

動から変化が出たと考える。 

全校平均は変化が見られなかっ

た。態度や行動が道徳的に必要で

ある場面と理解するも良い行動を

することに自信がない生徒が多い

と考える。 

全校平均は０．２ポイント向上し

た。３年生を中心に校外での活動

が見られ、その様子をみた１学年

にボランティアの理解が高まった

と考える。 

（２）保護者アンケートより（１１月に本校の教育活動についてアンケートを実施した道徳に関する項

目より）  A：よくあてはまる B：まあまああてはまる C:あまりあてはまらない 

 

生徒について（主にご自分のお子さんについて） 

 

１ 生徒には、社会のルールを守ることの大切さや思いやりなどが身についている 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生徒にはあいさつや身だしなみ、時間を守るなど基本的生活習慣が身についている 

 

 

 

 

 

 

 

３ 生徒は学校へ行くのを楽しみにしている 

 

 

 

 

 

 

４ 生徒は、道徳的な言葉や行動、態度が見られるようになっている。（本年度より） 

 

 

 

 

考察～保護者アンケートに着目して 

 

  保護者が今後の教育活動で特に期待していることとして、「学力の向上」と同数で「思いやり・感

謝の心の育成」が最も高かった。次に「礼節を重んじ場をわきまえた態度の育成」であった。このこ

とからも、道徳教育に関する生徒の育成についての関心が高くなっていることがうかがえる。今後、

さらに道徳教育を学校と地域・家庭で積極的に考え、共に子供たちを育てる環境整備に力を入れてい

く必要性を感じた。 
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（３）教師アンケートより 

 

１ ①道徳の時間を道徳の時間として適切に活用していますか 

   ②道徳の指導資料の整備・開発・活用を意識的に行って 

いますか   ４･･･十分    ３･･･やや十分  

２･･･やや不十分 １･･･不十分 

  

 

 上記以外の自由記述による反省から（２学期末のアンケートより） 

 

  ○道徳の時間の充実について 

   ・学担中心で授業を行いたかった。最終的に評価を付けるのは学担となるため。 

   ・郷土に関わる資料（三沢市）や教材についてはあまり準備できなかった。地元の歴史的なこと

を知る機会も必要。 

   ・道徳の研修は、できるだけ多くの先生方が参加することによって、指導力向上につながる。今

だからこそ、一人一人が道徳の情報を手に入れる（研修や書籍等で）べきだと感じた。 

  ○多様な資料を用いた道徳教育の充実について 

   ・教科書を中心に進めると共に、授業者本人が感動した資料を盛り込む努力をする。 

   ・教科書やその他の資料・視聴覚教材も教材研究されて使われていた。 

  ○授業研修について 

    個々の研修のおかげで授業としては成果があった。しかし、個々の努力が全体の指導力向上に

つながるよう道徳教育推進教師側がしていく面では不十分であった。「とりあえずやってみる」

からやってみたことを全体で共有できる学校体制を整えていく必要がある。 

（４）まとめ 

   本校が、「特別の教科 道徳」として道徳教育の取組を本格的に準備したのは昨年度からであ

る。その初めの１歩が「教師の意識改革」「特別の教科としての道徳教育の共通理解」であった。

今年度の授業や研修を通してより深く新しい道徳教育の理解を深めることができた。しかし、それ

と同時に多くの課題が挙げられた。主なものは次のとおりである。 

① 道徳教育を推進していく側の先を見通した計画や体制づくりと共通理解。 

② 生徒のより深い実態把握と全校共通体制の取組体制の整備。 

③ 学習評価につながる評価体制づくりと全体研修の必要性。 

④ 学校・地域・保護者を一体とする道徳教育への共通理解のための体制づくりである。 

今年度の取組は、教師の道徳教育に対する意識改革には成果を上げたが、継続して取り組むこと

が今後,道徳教育が充実していく大きな鍵となる。職員が ONE TEAM となり、道徳教育推進教師を中

心に全職員で作り上げる道徳教育が改めて重要であると認識できた１年であった。 

   さらに、道徳の授業だけでなく、行事や体験学習においても生徒が「思いやりと道徳的な判断力

を高める」機会として、事前のオリエンテーション、事後の振り返り反省会を全校一緒に教師主導

で取り組ませることが効果的であった。異学年による意見を聞くことが立場の違いによる取り組

み方の違いや相手を認める機会になった。今後は、先に挙げた４つの課題への対策を整理し、チー

ム体制で道徳教育の継続した取組を進めていきたい。 

年度 ① ② 

H30 年度 ２．８ ２．３ 

R１年度 ４．０ ３．９ 
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つながるよう道徳教育推進教師側がしていく面では不十分であった。「とりあえずやってみる」

からやってみたことを全体で共有できる学校体制を整えていく必要がある。 
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   本校が、「特別の教科 道徳」として道徳教育の取組を本格的に準備したのは昨年度からであ

る。その初めの１歩が「教師の意識改革」「特別の教科としての道徳教育の共通理解」であった。

今年度の授業や研修を通してより深く新しい道徳教育の理解を深めることができた。しかし、それ

と同時に多くの課題が挙げられた。主なものは次のとおりである。 

① 道徳教育を推進していく側の先を見通した計画や体制づくりと共通理解。 

② 生徒のより深い実態把握と全校共通体制の取組体制の整備。 

③ 学習評価につながる評価体制づくりと全体研修の必要性。 

④ 学校・地域・保護者を一体とする道徳教育への共通理解のための体制づくりである。 

今年度の取組は、教師の道徳教育に対する意識改革には成果を上げたが、継続して取り組むこと

が今後,道徳教育が充実していく大きな鍵となる。職員が ONE TEAM となり、道徳教育推進教師を中

心に全職員で作り上げる道徳教育が改めて重要であると認識できた１年であった。 

   さらに、道徳の授業だけでなく、行事や体験学習においても生徒が「思いやりと道徳的な判断力

を高める」機会として、事前のオリエンテーション、事後の振り返り反省会を全校一緒に教師主導

で取り組ませることが効果的であった。異学年による意見を聞くことが立場の違いによる取り組

み方の違いや相手を認める機会になった。今後は、先に挙げた４つの課題への対策を整理し、チー

ム体制で道徳教育の継続した取組を進めていきたい。 

年度 ① ② 

H30 年度 ２．８ ２．３ 

R１年度 ４．０ ３．９ 

伸
ば

し
て

充
実

し
た

生
き

方
を

追
求

す
る

こ
と

。
 

希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志
 

よ
り

高
い

目
標

を
設

定
し

、
そ

の
達

成
を

目
指

し
、

希
望

と

勇
気

を
も

ち
、

困
難

や
失

敗
を

乗
り

越
え

て
着

実
に

や
り

遂

げ
る

こ
と

。
 

７
５

％
 

７
２

％
 

真
理

の
探

究
、

創
造

 
真

実
を

大
切

に
し

、
真

理
を

探
究

し
て

新
し

い
も

の
を

生
み

出
そ

う
と

努
め

る
こ

と
。

 

７
２

％
 

４
３

％
 

 
 

こ
の

結
果

か
ら

「
Ａ

 
主

と
し

て
自

分
自

身
に

関
す

る
こ

と
」

の
意

識
は

全
体

的
に

高
い

。
そ

し
て

、
本

校
の

重
点

項
目

に
掲

げ
て

い
る

「
希

望
と

勇
気

、
克

己
と

強
い

意
志

」
は

他
の

内
容

項
目

と
比

較
し

て
理

解

度
と

行
動

力
の

差
が

ほ
と

ん
ど

見
受

け
ら

れ
な

い
。

ど
ち

ら
の

割
合

も
高

い
こ

と
か

ら
、

自
分

で
目

標
を

設

定
し

、
そ

の
達

成
の

た
め

の
行

動
を

と
る

こ
と

が
で

き
る

生
徒

が
多

い
こ

と
が

わ
か

る
。

 

 
 

ま
た

、
本

時
で

扱
う

内
容

項
目

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

８
月

に
実

施
し

た
結

果
（

１
７

名
実

施
）

は
次

の
通

り
と

な
っ

た
。

 

 
 

１
 

あ
な

た
は

今
現

在
、

将
来

の
夢

や
目

標
は

あ
り

ま
す

か
。

 
 

 あ
る

（
８

８
％

）
 

・
 

な
い

（
１

２
％

）
 

 ２
 

あ
な

た
は

今
現

在
、

中
学

校
生

活
に

お
け

る
目

標
は

あ
り

ま
す

か
。

 

あ
る

（
１

０
０

％
）

 
・

 
な

い
（

０
％

）
 

 ３
 

自
分

で
設

定
し

た
夢

や
目

標
に

つ
い

て
、

努
力

す
れ

ば
達

成
で

き
る

と
考

え
て

い
ま

す
か

。
 

  
 

 
 

 
 

 
 

は
い

（
９

４
％

）
 

 
 

 
 

・
 

 
 

 
 

 
 

い
い

え
（

６
％

）
 

       ４
 

も
し

、
自

分
で

設
定

し
た

夢
や

目
標

に
つ

い
て

、
こ

の
ま

ま
だ

と
実

現
す

る
の

が
難

し
い

と
分

か
っ

た
 

と
き

、
あ

な
た

は
ど

う
し

ま
す

か
。

 

  
あ

き
ら

め
ず

に
引

き
続

き
頑

張
る
（

８
８

％
）

 
・

 
現

実
を

受
け

入
れ

て
あ

き
ら

め
る
（

１
２

％
）

 
・

 
そ

の
他

（
０

％
）
 

          

【
理

由
】

 

・
努

力
す

れ
ば

必
ず

良
い

こ
と

が
起

き
る

。
１

１
名

 

・
達

成
し

た
い

と
思

っ
て

や
れ

ば
で

き
る

。
２

名
 

・
や

り
た

い
こ

と
な

ら
一

生
懸

命
や

れ
る

。
 

・
本

当
に

や
り

た
い

な
ら

本
気

を
出

す
。

 

・
頑

張
れ

ば
よ

い
結

果
が

出
る

。
 

【
理

由
】

 

・
努

力
し

て
も

達
成

で
き

る
も

の
と

で
き

な
い

も
の

が
あ

る
。
 

【
理

由
】

 

・
少

し
ハ

ー
ド

ル
を

下
げ

て
最

終
的

に
そ

の
目

標
や

夢
に

向
か

え
ば

い
い

。
 

・
も

し
あ

き
ら

め
ず

に
頑

張
っ

て
も

実
現

で
き

な
か

っ
た

と
き

に
受

け
入

れ
る

。
 

【
理

由
】

 

・
あ

き
ら

め
な

け
れ

ば
き

っ
と

達
成

で
き

る
か

ら
 

４
名

 

・
努

力
す

れ
ば

実
現

で
き

る
か

も
し

れ
な

い
か

ら
 

３
名

 

・
あ

き
ら

め
ず

に
挑

戦
し

続
け

る
こ

と
で

 

今
ま

で
や

っ
て

き
た

こ
と

が
報

わ
れ

る
か

ら
 

 
２

名
 

・
自

分
で

決
め

た
こ

と
は

最
後

ま
で

頑
張

り
た

い
 

２
名

 

・
何

か
が

起
き

る
か

ら
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
名

 

・
あ

き
ら

め
た

ら
そ

こ
で

終
わ

り
だ

か
ら

、
 

 
自

分
の

夢
を

絶
対

に
叶

え
た

方
が

い
い

 
 

 
 

２
名

 

・
や

り
た

い
夢

だ
か

ら
 

道
徳

科
学

習
指

導
案

 指
導

者
 

一
 

戸
 

信
 

孝
  

 １
 

日
 

 
時

 
 

 
 

２
０

１
９

年
９

月
２

５
日

（
水

曜
日

）
１

校
時

 
 

 ２
 

場
 

 
所

 
 

 
 

１
年

１
組

教
室

 

 ３
 

対
 

 
象

 
 

 
 

１
年

１
組

 
（

男
子

５
名

 
女

子
１

２
名

 
計

１
７

名
）

 

 ４
 

教
 
材

 
名

 
 

 
 
 
 
困

難
や

失
敗

を
乗

り
越

え
て

 
内

容
項

目
（

Ａ
－

４
 
希
望
と
勇
気
、
克
己
と
強
い
意
志
）

 
 

 
 

 ５
 

資
 

 
料

 
 
 
 
 
 
「

栄
光

の
架

橋
」

 

 ６
 

主
題

設
定

の
理

由
 

 

 
（

１
）

ね
ら

い
と

す
る

価
値

に
つ

い
て

 

 
 

 
目

標
の

実
現

の
た

め
に

は
、

様
々

な
困

難
を

乗
り

越
え

な
く

て
は

な
ら

ず
、

困
難

や
失

敗
を

経
験

す
る

こ
と

な
く

目
標

を
達

成
で

き
る

こ
と

は
皆

無
に

近
い

。
逆

境
か

ら
立

ち
直

り
、

目
標

達
成

の
た

め
に

努
力

し
つ

づ
け

る
た

め
に

は
、
自

分
が

置
か

れ
た

現
状

、
特

に
困

難
や

失
敗

と
い

っ
た

負
の

状
況

を
受

け
入

れ
、

希
望

と
勇

気
を

失
わ

な
い

前
向

き
な

姿
勢

や
、

苦
労

を
将

来
の

成
功

へ
の

糧
と

す
る

よ
う

な
思

考
が

大
切

で
あ

る
こ

と
を

考
え

さ
せ

た
い

。
 

 
 

 
ま

た
、

人
は

大
小

に
関

わ
ら

ず
目

標
を

達
成

で
き

た
こ

と
に

よ
り

満
足

感
を

覚
え

る
。

そ
の

こ
と

は
人

に
自

信
を

与
え

、
次

に
向

け
て

の
挑

戦
を

促
す

も
の

へ
と

繋
が

る
。

こ
の

こ
と

を
繰

り
返

し
て

い
く

こ
と

に
よ

り
、

自
分

の
可

能
性

を
広

げ
、

人
生

の
理

想
や

目
標

を
達

成
し

よ
う

と
す

る
強

い
意

志
が

養
わ

れ
、

生
き

る
こ

と
へ

の
希

望
も

育
ま

れ
る

。
困

難
や

失
敗

を
乗

り
越

え
る

こ
と

で
得

ら
れ

る
も

の
に

つ
い

て
も

考
え

さ
せ

な
が

ら
、

そ
の

こ
と

が
次

へ
の

段
階

に
つ

な
が

っ
て

い
く

こ
と

に
も

気
づ

か
せ

た
い

。
 

（
２

）
生

徒
の

実
態

に
つ

い
て

 
 

本
学

級
の

生
徒

は
単

学
級

で
あ

る
た

め
、

小
学

校
入

学
以

降
一

度
も

ク
ラ

ス
替

え
は

な
く

、
人

間
関

係
 

の
大

き
な

変
化

を
こ

れ
ま

で
経

験
し

て
い

な
い

。
そ

の
た

め
、
生

徒
同

士
お

互
い

の
特

徴
は

そ
れ

ぞ
れ

把

握
し

て
お

り
、
学

校
生

活
全

般
に

お
い

て
う

ま
く

立
ち

回
っ

て
過

ご
し

て
い

る
生

徒
が

多
い

。
そ

の
一

方

で
、
波

風
立

た
せ

な
い

よ
う

に
過

ご
し

て
い

る
側

面
も

見
受

け
ら

れ
、
物

事
に

対
し

て
簡

単
に

妥
協

し
た

り
、

諦
め

た
り

す
る

生
徒

も
少

な
く

な
い

。
 

 
５

月
に

実
施

し
た

道
徳

ア
セ

ス
メ

ン
ト

調
査

（
１

８
名

実
施

）
か

ら
，

内
容

項
目

「
Ａ

 
主

と
し

て
自

分
自

身
に

関
す

る
こ

と
」

に
関

す
る

道
徳

的
価

値
の

理
解

度
と

道
徳

的
行

為
の

実
践

意
欲

（
行

動
力

）
を

把
握

し
た

。
結

果
は

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

内
容

項
目

 
理

解
度

 
行

動
力

 

自
主
、
自
律
、
自
由
と
責
任
 

自
律

の
精

神
を

重
ん

じ
、

自
主

的
に

考
え

、
判

断
し

、
誠

実

に
実

行
し

て
そ

の
結

果
に

責
任

を
も

つ
こ

と
。
 

８
３

％
 

６
５

％
 

節
度

、
節

制
 

望
ま

し
い

生
活

習
慣

を
身

に
付

け
、

心
身

の
健

康
の

増
進

を

図
り

、
節

度
を

守
り

節
制

に
心

掛
け

、
安

全
で

調
和

の
あ

る

生
活

を
す

る
こ

と
。
 

８
６

％
 

５
８

％
 

向
上

心
、

個
性

の
伸

長
 

自
己

を
見

つ
め

、
自

己
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

個
性

を
５

６
％

 
７

４
％
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（
２

）
校

内
研

と
の

か
か

わ
り

 

 
 

 
研

修
主

題
 

思
い

や
り

と
道

徳
的

な
判

断
力

を
高

め
る

た
め

の
指

導
の

研
究

 

 
 

 
 

 
～

道
徳

的
価

値
に

つ
い

て
、

考
え

議
論

す
る

特
別

の
教

科
道

徳
の

授
業

実
践

を
通

し
て

 
～

 

 
「

栄
光

の
架

橋
」

の
歌

詞
か

ら
、

夢
の

実
現

に
向

け
て

数
多

く
の

苦
労

や
挫

折
、

不
安

が
あ

り
、

そ
れ

 

を
乗

り
越

え
た

先
に

栄
光

や
希

望
が

あ
る

こ
と

が
読

み
取

れ
る

。
こ

の
歌

詞
を

通
し

て
北

川
さ

ん
が

伝
 

え
た

か
っ

た
こ

と
を

生
徒

同
士

の
意

見
交

流
の

中
で

確
認

し
合

い
、

目
標

達
成

の
た

め
に

何
が

必
要

な
 

の
か

、
自

分
の

考
え

や
意

見
を

見
つ

め
直

す
こ

と
を

促
し

た
い

。
目

標
実

現
の

た
め

に
は

困
難

や
失

敗
 

を
乗

り
越

え
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
実

感
さ

せ
、

困
難

や
失

敗
を

乗
り

越
え

る
自

分
な

り
の

方
法

、
 

す
な

わ
ち

納
得

解
を

選
択

で
き

る
よ

う
な

判
断

力
を

育
ま

せ
た

い
。

 

  ９
 

教
材

分
析

 

主
要

場
面

 
登

場
人

物
の

心
の

動
き

 
気

づ
か

せ
た

い
こ

と
 

発
問

 

北
川

悠
仁

さ
ん

に
ア

テ
ネ

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
テ

レ
ビ

放
送

用
の

テ
ー

マ
ソ

ン
グ

の
制

作
依

頼
が

き
た

。
 

曲
作

り
が

進
ま

な
か

っ
た

。

世
界

を
舞

台
に

活
躍

す
る

選

手
の

気
持

ち
を

想
像

す
る

こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
 

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
選

手
も

同
じ

人
間

で
あ

り
、
挫

折
や

悔
し

さ
、
喜

び
も

私
た

ち
と

同
じ

よ
う

に
感

じ
て

い
る

。
 

・
同

じ
人

間
だ

か
ら

重
な

る
思

い
は

、
そ

の
ま

ま
生

徒
た

ち

に
も

つ
な

が
る

。
 

思
い

通
り

に
曲

作
り

を
す

る
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

北
川

さ
ん

が
、『

栄
光

の
架

橋
』

を
作

り
上

げ
る

こ
と

が
で

き
た

の
は

、
ど

う
し

て
だ

ろ
う

か
。

 

『
栄

光
の

架
橋

』
の

歌
詞

 
自

分
た

ち
「

ゆ
ず

」
が

歩
ん

で
き

た
道

の
り

の
中

で
感

じ

て
き

た
気

持
ち

を
書

こ
う

と

決
め

た
。

 

・
夢

の
実

現
や

目
標

の
達

成
の

た
め

に
は

、
困

難
や

苦
労

を

乗
り

越
え

て
諦

め
ず

に
取

り
組

む
こ

と
 

・
く

じ
け

ず
に

頑
張

り
続

け
た

強
い

気
持

ち
 

中
心

発
問

 

『
栄

光
の

架
橋

』
を

通
し

て
北

川
さ

ん
が

伝
え

た
か

っ
た

メ
ッ

セ
ー

ジ
と

は
何

だ
ろ

う
か

。
 

 
 

・
い

ろ
ん

な
苦

労
や

挫
折

に
も

負
け

な
い

で
、
自

分
の

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

一
生

懸
命

取
り

組
む

。
 

・
後

悔
し

な
い

よ
う

に
や

れ
る

こ
と

を
全

力
で

行
う

。
 

・
い

ろ
ん

な
こ

と
に

迷
わ

な
い

で
、
目

の
前

の
こ

と
に

集
中

し
て

取
り

組
む

。
 

が
ん

ば
っ

て
き

て
よ

か
っ

た
（

こ
れ

か
ら

が
ん

ば
ろ

う
と

思
う

こ
と

）
は

何
で

す
か

。
そ

の
と

き
ど

ん
な

行
動

を
と

り
ま

し
た

か

（
と

る
つ

も
り

で
す

か
）
。
 

 

 

 
 

 
こ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
か

ら
も

、
自

分
で

夢
や

目
標

を
設

定
で

き
、

あ
き

ら
め

ず
に

努
力

し
続

け
れ

ば
、

実
現

で
き

る
と

感
じ

て
い

る
生

徒
が

多
い

こ
と

が
改

め
て

わ
か

っ
た

。
お

そ
ら

く
、

生
徒

自
身

が
こ

れ
ま

で
の

生
活

の
中

で
、

大
な

り
小

な
り

の
成

功
体

験
を

経
て

い
る

、
も

し
く

は
人

か
ら

成
功

体
験

を
見

た
り

聞
い

た
り

し
て

自
分

も
頑

張
れ

ば
で

き
る

と
い

う
自

信
を

持
っ

て
い

る
生

徒
が

数
多

く
い

る
こ

と
が

う
か

が
い

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

た
だ

、
道

徳
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

結
果

を
見

る
と

分
か

る
よ

う
に

、
他

の
内

容
項

目
に

関
し

て
は

理
解

度

と
行

動
力

が
伴

っ
て

い
な

い
も

の
が

多
く

あ
る

。
特

に
「

向
上

心
、

個
性

の
伸

長
」

の
理

解
度

は
半

分
程

度
と

な
っ

て
お

り
、

自
分

自
身

を
し

っ
か

り
深

く
省

み
る

こ
と

が
ど

う
い

う
こ

と
な

の
か

十
分

に
理

解
し

て
い

な
い

生
徒

が
少

な
く

な
い

こ
と

が
わ

か
る

。
 

本
校

は
１

学
級

あ
た

り
の

生
徒

数
が

他
の

学
校

と
比

較
す

る
と

少
な

く
、

生
徒

一
人

一
人

の
特

徴
を

細

か
く

把
握

で
き

る
。

そ
の

利
点

を
活

か
し

、
自

分
自

身
の

今
の

状
況

を
見

つ
め

さ
せ

、
安

易
な

選
択

を
す

る
こ

と
な

く
、

よ
り

よ
い

生
き

方
、

生
活

の
過

ご
し

方
を

選
択

で
き

る
よ

う
促

し
た

い
。

目
の

前
の

状
況

だ
け

で
判

断
す

る
の

で
は

な
く

、
先

を
見

通
し

た
判

断
力

を
身

に
つ

け
さ

せ
た

い
。

 

 
（

３
）

教
材

に
つ

い
て

 

２
０

０
４

年
開

催
の

ア
テ

ネ
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
の

テ
レ

ビ
放

送
用

の
テ

ー
マ

ソ
ン

グ
 

「
栄

光
の

架
橋

」
の

歌
詞

と
、

日
本

の
ポ

ッ
プ

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

の
一

線
を

走
り

続
け

る
デ

ュ
オ

「
ゆ

ず
」

の
北

川
悠

仁
さ

ん
が

そ
の

曲
作

り
の

際
に

苦
し

ん
だ

エ
ピ

ソ
ー

ド
、

ア
テ

ネ
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・

パ
ラ

リ
ン

ピ
ッ

ク
で

活
躍

し
た

選
手

の
言

葉
と

い
う

、
３

つ
の

要
素

で
構

成
さ

れ
て

い
る

。
歌

詞
か

ら
は

、
夢

や
目

標
を

実
現

さ
せ

よ
う

と
す

る
強

い
気

持
ち

と
と

も
に

、
そ

の
実

現
ま

で
に

出
会

う
で

あ
ろ

う
困

難
や

失
敗

、

挫
折

や
苦

し
み

、
諦

め
や

逃
げ

出
し

た
い

気
持

ち
も

伝
わ

る
。

成
功

と
い

う
輝

か
し

い
と

こ
ろ

だ
け

で
は

な
く

、
困

難
や

苦
し

み
が

あ
り

、
そ

の
先

に
希

望
が

あ
る

と
い

う
本

時
の

ね
ら

い
と

す
る

価
値

に
迫

れ
る

教
材

で
あ

る
。

 

 
（

４
）

指
導

に
あ

た
っ

て
 

「
栄

光
の

架
橋

」
の

作
詞

者
で

あ
る

「
ゆ

ず
」

の
北

川
悠

仁
さ

ん
が

、
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
選

手
に

も
自

分
 

と
共

通
す

る
思

い
や

経
験

が
あ

る
こ

と
に

気
づ

い
た

こ
と

を
押

さ
え

る
。

そ
し

て
、

栄
光

に
た

ど
り

着
く

途
上

で
経

験
す

る
苦

し
み

や
諦

め
、

逃
げ

出
し

た
く

な
る

気
持

ち
な

ど
の

弱
い

心
は

、
誰

に
で

も
あ

る
と

い
う

こ
と

を
共

感
的

に
捉

え
さ

せ
る

よ
う

に
し

た
い

。
本

文
の

記
述

に
あ

る
『

が
ん

ば
っ

て
き

て
よ

か
っ

た
』

と
思

え
る

よ
う

に
な

る
た

め
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
か

、
そ

れ
は

成
功

し
た

か
ら

、
そ

う
思

え
る

の
は

も
ち

ろ
ん

だ
が

、
結

果
と

し
て

成
功

し
た

と
は

言
え

な
い

と
し

て
も

、
準

備
や

過
程

が
し

っ
か

り
し

て
い

れ
ば

『
が

ん
ば

っ
て

き
て

よ
か

っ
た

』
と

思
う

こ
と

が
で

き
、

次
へ

の
希

望
に

つ
な

が
る

。
困

難
や

失
敗

を
受

け
止

め
て

、
行

動
す

れ
ば

結
果

が
ど

う
で

あ
れ

、
人

生
と

い
う

大
き

な
時

間
の

流
れ

に
お

い
て

は
着

実
に

前
進

し
て

い
る

と
い

う
こ

と
に

気
づ

か
せ

て
い

き
た

い
。

 

  

７
 

他
教

科
・

領
域

と
の

関
連

 

 
 

 
・

特
別

活
動

（
文

化
祭

に
お

け
る

学
級

活
動

）
 

 
 

 
・

中
体

連
新

人
大

会
に

お
け

る
事

前
事

後
指

導
（

個
人

の
目

標
設

定
～

振
り

返
り

）
 

 ８
 

本
時

の
指

導
 

（
１

）
本

時
の

ね
ら

い
 

 
 

 
ゆ

ず
の

北
川

悠
仁

さ
ん

作
詞

の
「

栄
光

の
架

橋
」

と
、

そ
の

曲
作

り
の

エ
ピ

ソ
ー

ド
を

通
し

て
、

困
難

 

や
失

敗
を

受
け

止
め

て
乗

り
越

え
る

こ
と

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

、
目

標
達

成
の

た
め

に
目

の
前

の
こ

と
か

 

ら
安

易
に

回
避

す
る

こ
と

な
く

着
実

に
や

り
遂

げ
よ

う
と

判
断

す
る

力
を

育
む

。
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１
１

 
生

徒
の

取
組

状
況

の
ポ

イ
ン

ト
 

 
 

（
１

）
夢

や
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
は

、
強

い
意

志
が

必
要

で
あ

る
こ

と
、

困
難

や
苦

労
を

乗
り

越
え

た
先

に
大

き
な

喜
び

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
て

い
る

。
 

 
 

（
２

）
人

は
、

ど
う

し
て

困
難

や
失

敗
を

乗
り

越
え

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
、

さ
ま

ざ
ま

な
意

見
を

基
に

考
え

て
い

る
。

 

  

１
２

 
板

書
計

画
 

 

 
 

 
 

 
「

栄
光

の
架

橋
」

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
？

 
 

 
 

 
？

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

？
 

 
 

 
 

 
 

？
 

 

 

気
づ

く
 

＜
歌

詞
か

ら
伝

わ
る

メ
ッ

セ
ー

ジ
＞

 

・
何

度
も

あ
き

ら
め

か
け

て
い

た
が

、
い

く
つ

も

の
苦

労
を

乗
り

越
え

た
お

か
げ

で
今

の
栄

光

が
あ

る
か

ら
、

今
頑

張
れ

 

・
逃

げ
出

し
た

い
と

き
も

あ
っ

た
け

ど
、

た
く

さ

ん
の

人
の

支
え

が
あ

っ
て

こ
こ

ま
で

頑
張

れ

た
。

あ
き

め
る

な
 

・
迷

う
こ

と
な

く
、

自
分

の
栄

光
に

向
か

っ
て

突

き
進

め
と

い
う

こ
と

。
 

 

「
が
ん
ば
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
」
と
思
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を

 
と
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か

 
  

ア
テ

ネ
 

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
の

 
写

真
 

北
川

さ
ん

（
ゆ

ず
）

の
写

真
 

曲
の

 
依

頼
 

・
選

手
の

気
持

ち
が

分
か

っ
た

か
ら

 

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
選

手
も

自
分

た
ち

も
同

じ
だ

か
ら

 

・
同

じ
人

間
と

し
て

、
挫

折
し

た
こ

と
や

喜
ぶ

こ
と

も
あ

る
と

思
っ

た

か
ら

 

 

 
 

『
栄

光
の

架
橋

』
の

詩
 

１
０

 
本

時
の

展
開

 
 

段 階
 

教
師

の
働

き
か

け
 

予
想

さ
れ

る
反

応
 

○
留

意
点

 
●

評
価
（

方
法

）
 

 導
 

 入
 

○
 

質
問

 

「
中

学
校

に
入

学
し

て
か

ら
『

が
ん

ば

っ
て

き
て

よ
か

っ
た

』
と

思
っ

た
こ

と

は
あ

り
ま

す
か

。
」

 

 ○
 

学
び

の
テ

ー
マ

提
示

 

 

 ・
部

活
動

 
・

勉
強

 
 

・
習

い
事

 

・
ゲ

ー
ム

 
・

特
に

な
い

 

 ○
『

が
ん

ば
っ

て
き

て
よ

か
っ

た
』

が
ピ

ン
と

き
て

い
な

け
れ

ば

『
や

り
き

っ
て

よ
か

っ
た

』
と

思
え

た
こ

と
は

な
い

か
を

確
認

す
る

。
 

  

  展
 

    開
 

○
 

教
師

の
範

読
 

   ○
 

発
問

①
（

資
料

把
握

）
 

「
思

い
通

り
に

曲
作

り
を

す
る

こ
と

が
 

で
き

な
か

っ
た

北
川

さ
ん

が
、『

栄
光

 

の
架

橋
』

を
作

り
上

げ
る

こ
と

が
で

 

き
た

の
は

、
ど

う
し

て
だ

ろ
う

か
。
」
 

    ○
 

中
心

発
問

 

  ・
個

人
→

グ
ル

ー
プ

（
３

人
）

→
全

体
 

    

    ○
 

発
問

②
（

振
り

返
り

）
 

「
が

ん
ば

っ
て

き
て

よ
か

っ
た

（
こ

れ

か
ら

が
ん

ば
ろ

う
と

思
う

）
こ

と
は

何

で
す

か
。

そ
の

と
き

ど
ん

な
行

動
を

と

り
ま

し
た

か
（

と
る

つ
も

り
で

す
か

）
。
」
 

   

     ・
選

手
の

気
持

ち
が

分
か

っ
た

か
ら

 

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
選

手
も

自
分

た
ち

も
同

じ
だ

か
ら

 

・
同

じ
人

間
と

し
て

、
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
選

手
も

自
分

た
ち

と
同

じ
よ

う
に

挫
折

し

た
こ

と
や

喜
ぶ

こ
と

も
あ

る
と

思
っ

た

か
ら

 

    ・
何

度
も

あ
き

ら
め

か
け

て
い

た
が

、
い

く
つ

も
の

苦
労

を
乗

り
越

え
た

お
か

げ

で
今

の
栄

光
が

あ
る

か
ら

、
今

頑
張

れ
 

・
逃

げ
出

し
た

い
と

き
も

あ
っ

た
け

ど
、

た
く

さ
ん

の
人

の
支

え
が

あ
っ

て
こ

こ

ま
で

頑
張

れ
た

。
あ

き
め

る
な

 

・
迷

う
こ

と
な

く
、

自
分

の
栄

光
に

向
か

っ
て

突
き

進
め

と
い

う
こ

と
。

 

  ・
先

輩
や

仲
間

に
も

負
け

ず
に

練
習

を
行

い
、

家
に

帰
っ

て
か

ら
も

自
主

ト
レ

を

重
ね

た
結

果
、

県
大

会
で

１
年

生
な

が

ら
選

手
と

し
て

試
合

に
出

さ
せ

て
も

ら

っ
た

。
 

・
先

生
に

教
え

て
も

ら
っ

た
と

こ
ろ

を
何

度
も

復
習

し
、

テ
ス

ト
前

日
に

徹
夜

し

た
ら

、
ク

ラ
ス

で
１

番
の

成
績

が
と

れ

た
。

 

・
習

い
事

を
諦

め
ず

に
続

け
た

か
ら

、
ピ

ア
ノ

の
演

奏
が

周
り

か
ら

褒
め

ら
れ

た
。

 

 ○
前

半
の

詩
は

、
ゆ

ず
『

栄
光

の

架
橋

』
を

実
際

に
聴

か
せ

る
。

 

  ○
選

手
の

気
持

ち
や

自
分

た
ち

と

同
じ

と
い

う
言

葉
が

出
て

き
た

ら
、

そ
れ

は
何

な
の

か
を

掘
り

下
げ

、
歌

手
と

選
手

で
も

共
通

す
る

と
こ

ろ
が

あ
る

こ
と

を
押

さ
え

る
。

 

○
口

頭
で

確
認

す
る

。
 

  ●
個

人
で

想
像

し
た

思
い

を
踏

ま

え
て

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
う

こ
と

で
多

様
な

見
方

が
あ

る
こ

と
を

理
解

で
き

た
か

。
（

観
察

）
 

        ○
勉

強
や

部
活

動
等

で
ど

の
よ

う

に
過

ご
し

て
き

た
と

き
に

「
が

ん
ば

っ
て

き
て

よ
か

っ
た

」
と

思
え

る
の

か
を

想
起

さ
せ

る
。

 

 
今

ま
で

の
生

活
を

振
り

返
っ

た

中
で

、「
が

ん
ば

っ
て

き
て

よ
か

っ
た

」
と

思
え

た
こ

と
が

な
い

場
合

は
、

こ
れ

か
ら

の
こ

と
に

つ
い

て
記

述
さ

せ
る

。
 

●
苦

労
や

挫
折

に
負

け
ず

、
目

の

前
の

こ
と

に
取

り
組

ん
だ

先

に
、

自
分

の
納

得
い

く
結

果
が

待
っ

て
い

る
と

い
う

こ
と

に
気

づ
く

こ
と

が
で

き
た

か
。

 

（
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
）

 

 ま と め
 

 

○
 

教
師

の
説

話
 

 
学

習
の

テ
ー

マ
に

関
連

し
た

話
（

結

果
は

報
わ

れ
な

く
て

も
、

準
備

を
十

分

に
や

り
き

っ
て

達
成

感
を

感
じ

た
話

）

を
す

る
。

 

  

 ・
必

ず
し

も
結

果
が

良
い

と
は

限
ら

な
い

が
、

困
難

や
挫

折
し

た
こ

と
か

ら
逃

げ

ず
に

立
ち

向
か

え
ば

次
に

繋
が

る
と

い

う
こ

と
に

気
づ

き
、

今
日

の
授

業
で

学

ん
だ

こ
と

と
結

び
つ

け
ら

れ
る

。
 

 

 ○
内

容
項

目
に

迫
れ

る
よ

う
な

説

話
を

す
る

。
 

    

『
栄
光
の
架
橋
』
を
通
し
て
北
川
さ
ん
が
伝
え
た
か
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

 

  

「
が
ん
ば
っ
て
き
て
よ
か
っ
た
」
と
思
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
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い
」
と
い
う
こ
と
ま
で
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

５
月

に
実

施
し

た
道

徳
ア

セ
ス

メ
ン

ト
調

査
（

１
８

名
実

施
）

か
ら

、
内

容
項

目
「

Ｂ
 

主
と

し
て

人
と

の
関

わ

り
に

関
す

る
こ

と
」

に
関

す
る

道
徳

的
価

値
の

理
解

度
と

道
徳

的
行

為
の

実
践

意
欲

（
行

動
力

）
を

見
て

み
る

と
、

結
果
は
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

内
容
項
目
 

理
解
度
 

行
動
力
 

思
い
や
り
、
感
謝
 

誰
に
対
し
て
も
思
い
や
り
の
心
を
も
ち
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
親

切
に
す
る
こ
と
。
 

５
８
％
 

５
０
％
 

日
々

の
生

活
が

家
族

や
過

去
か

ら
の

多
く

の
人

々
の

支
え

合
い

や

助
け
合
い
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
れ
に
応
え
る
こ

と
。
 

礼
儀
 

時
と

場
を

わ
き

ま
え

て
、

礼
儀

正
し

く
真

心
を

も
っ

て
接

す
る

こ

と
。
 

９
２
％
 

８
７
％
 

友
情
、
信
頼
 

友
達
と
互
い
に
信
頼
し
、
学
び
合
っ
て
友
情
を
深
め
、
異
性
に
つ
い

て
も
理
解
し
な
が
ら
、
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
。
 

５
８
％
 

５
９
％
 

相
互
理
解
、
寛
容
 

自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
謙
虚
な
心
を
も

ち
、
広
い
心
で
自
分
と
異
な
る
意
見
や
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
。
 

７
１
％
 

４
９
％
 

 
 

全
体

的
に

行
動

力
が

理
解

度
を

下
回

っ
て

い
る

。
こ

の
こ

と
か

ら
も

、
良

い
行

為
だ

と
理

解
し

て
い

て
も

、
行

動
に

移
せ
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
特
に
、「

思
い
や
り
、
感
謝
」
と
「
相
互
理
解
、
寛
容
」
に
お
い
て
、
低

い
数

値
が

出
て

い
る

こ
と

か
ら

、
相

手
の

立
場

に
な

っ
て

考
え

ら
れ

て
い

な
い

生
徒

が
多

い
こ

と
が

大
き

な
課

題
と

い

え
る
。「

友
情
、
信
頼
」
の
数
値
も
低
い
こ
と
か
ら
、
長
年
同
じ
ク
ラ
ス
に
い
て
も
、
互
い
に
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
の

形
成
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
 

ま
た
、「

自
分
の
意
見
と
相
手
の
意
見
」
に
視
点
を
置
い
た
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
（
８
月
実
施
）
で
は
、
以
下
の
よ
う
な

結
果
と
な
っ
た
。
  

Ｑ
１
 
次
の
よ
う
な
場
面
で
、
あ
な
た
は
自
分
の
考
え
や
意
見
を
相
手
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
か
。
 

 
伝
え
ら
れ
て
い
る
 

伝
え
ら
れ
て
い
な
い
 

①
 
 
授
業
中
（
先
生
や
班
の
人
に
対
し
て
）
 
 

１
５
人
 

３
人
 

②
 
 
休
み
時
間
（
他
の
生
徒
に
対
し
て
）
 

１
６
人
 

２
人
 

③
 
 
家
庭
（
家
族
に
対
し
て
）
 

１
６
人
 

２
人
 

Ｑ
２
 
こ
れ
ま
で
に
、
他
の
人
と
自
分
の
意
見
が
食
い
違
っ
た
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
て
き
ま
し
た
か
。
 

①
 
班
活
動
や
委
員
会
、
部
活
動
な
ど
で
、
他
の
人
と
意
見
が
食
い
違
っ
た
と
き
。
 

・
他
人
の
意
見
と
自
分
の
意
見
を
取
り
入
れ
て
、
不
公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
【
６
人
】
 

（
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
や
る
と
、
み
ん
な
が
つ
い
て
き
て
く
れ
な
く
な
る
か
ら
。
）
 

・
相
手
の
意
見
に
合
わ
せ
る
。
【
４
人
】
 

（
け
ん
か
を
防
ぐ
た
め
。
）
 

・
違
う
意
見
を
聞
い
て
、
そ
の
意
見
と
自
分
の
意
見
の
ど
ち
ら
が
良
い
か
考
え
る
。
【
３
人
】
 

（
み
ん
な
納
得
で
き
る
か
ら
。
）
 

・
自
分
の
意
見
を
言
っ
た
う
え
で
、
相
手
に
合
わ
せ
る
。
【
２
人
】
 

（
自
分
よ
り
も
、
相
手
の
意
見
の
ほ
う
が
良
い
こ
と
が
多
い
か
ら
。
）
 

・
両
方
で
き
な
い
か
考
え
て
、
も
し
で
き
な
け
れ
ば
相
手
に
譲
る
。
【
２
人
】
 

・
意
見
を
通
す
こ
と
も
あ
れ
ば
、
相
手
に
合
わ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
 

道
徳
科
学
習
指
導
案

 
指
導
者
 
荒
 
谷
 
千
 
華

 
 １
 
日
 
 
時
 
 
２
０
１
９
年
９
月
２
５
日
（
水
）
 
１
校
時

 
 ２
 
場
 
 
所
 
 
２
年
１
組
教
室

 
 ３
 
対
 
 
象
 
 
２
年
１
組
（
男
子
９
名
 
女
子
９
名
 
計
１
８
名
）

 
 ４
 
主
 題

 名
 
 
考
え
や
立
場
の
違
い
の
尊
重
 
 
内
容
項
目
 
Ｂ
 
相
互
理
解
、
寛
容

 
 ５
 
教
 材

 名
 
 
「
ジ
コ
チ
ュ
ウ
」

 
 ６
 
主
題
設
定
の
理
由
 

 
（
１
）
ね
ら
い
と
す
る
価
値
に
つ
い
て
 

自
分

の
考

え
や

意
見

を
人

に
伝

え
る

こ
と

は
、

人
間

関
係

を
築

き
、

深
め

る
た

め
に

欠
か

す
こ

と
が

で
き

な
い

も

の
で

あ
る

。
そ

れ
ぞ

れ
も

の
の

見
方

や
考

え
方

が
あ

り
、

個
性

が
あ

る
中

で
、

互
い

が
相

手
の

存
在

の
独

自
性

を
認

め
、
相
手
の
考
え
や
立
場
を
尊
重
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

 
 

 
 

ま
た

、
中

学
校

の
段

階
に

つ
い

て
学

習
指

導
要

領
解

説
「

特
別

の
教

科
 

道
徳

編
」

で
は

以
下

の
よ

う
に

捉
え

ら

れ
て
い
る
。

 
学

年
が

上
が

る
に

つ
れ

て
、

も
の

の
見

方
や

考
え

方
が

確
立

す
る

と
と

も
に

、
自

分
の

考
え

や
意

見
に

固
執

す
る

傾

向
も

見
え

て
く

る
。

ま
た

、
自

分
と

他
者

の
考

え
や

意
見

の
違

い
が

明
ら

か
に

な
る

こ
と

を
恐

れ
た

り
、

考
え

方
の

違
い
か
ら
仲
間
だ
と
思
っ
て
い
た
関
係
に
摩
擦
が
生
じ
た
り
し
て
、
悩
み
、
孤
立
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で

、

過
剰

に
同

調
す

る
傾

向
も

生
じ

や
す

く
、

い
じ

め
の

よ
う

な
問

題
に

発
展

す
る

こ
と

も
あ

る
。

安
易

に
人

の
意

見
に

合
わ

せ
る

こ
と

で
、

現
実

か
ら

逃
避

し
た

り
、

自
分

さ
え

よ
け

れ
ば

よ
い

と
い

う
考

え
を

も
っ

た
り

す
る

こ
と

も
あ

る
。
（
Ｂ

 主
と
し
て
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
こ
と
 
９
 
相
互
理
解
、
寛
容
 
指
導
の
要
点
よ
り
）

 
相

手
の

事
情

を
考

え
ず

、
自

分
だ

け
の

考
え

で
相

手
の

こ
と

を
判

断
す

る
の

は
、

真
の

相
互

理
解

で
あ

る
と

は
言

え
な

い
。

自
分

の
考

え
や

意
見

を
伝

え
、

相
手

の
考

え
や

意
見

を
聴

き
な

が
ら

、
よ

り
よ

い
関

係
を

作
っ

て
い

く
た

め
に

は
、

ど
ん

な
心

や
姿

勢
が

必
要

な
の

か
、

ど
の

よ
う

に
し

て
い

け
ば

で
き

る
の

か
を

考
え

さ
せ

ら
れ

る
よ

う
に

指
導
し
た
い
。

 
  
（
２
）
生
徒
の
実
態
に
つ
い
て
 

 
 

 
小

学
校

か
ら

一
学

級
編

成
だ

っ
た

こ
と

も
あ

り
、

こ
れ

ま
で

の
７

年
間

で
、

互
い

の
性

格
や

人
柄

が
お

お
む

ね
わ

か
っ

て
い

る
関

係
性

を
も

つ
学

級
で

あ
る

。
一

方
で

、
こ

れ
ま

で
の

親
密

な
関

係
性

か
ら

、
深

く
考

え
ず

に
友

達
の

意
見

に
合

わ
せ

る
生

徒
も

多
い

。
観

察
し

て
い

る
と

、
「

相
手

を
尊

重
し

て
い

る
」

と
い

う
よ

り
は

、
「

合
わ

せ
た

ほ

う
が
面
倒
が
な
く
て
楽
」
と
い
っ
た
様
子
で
あ
る
。
ま
た
、
友
達
の
一
面
だ
け
を
見
て
否
定
的
な
言
動
を
取
る
な
ど
、

安
易
な
捉
え
方
を
す
る
場
面
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「

自
分
の
行
い
が
真
の
相
互
理
解
や
寛
容
で
は
な
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７
 
他
教
科
・
領
域
と
の
関
連
 

 
・
学
級
活
動

 
 
 
→
役
割
分
担
の
場
面
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
話
合
い
の
場
面
と
関
連
づ
け
る
。

 
 
 
→
思
い
込
み
や
誤
解
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
や
い
じ
め
問
題
に
お
い
て
、
本
時
の
学
習
を
振
り
返
ら
せ
る
。

 
 
・
国
語
科
「
４
関
わ
り
の
中
で
 
言
葉
２
 
敬
語
」（

１
０
月
）

 
 
 
→
敬
語
は
、
人
と
人
と
の
相
互
尊
重
の
気
持
ち
を
基
盤
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
る
。

 
 
・
美
術
科
「
豊
か
な
イ
メ
ー
ジ
で
伝
え
よ
う
 
や
さ
し
い
デ
ザ
イ
ン
」
（
１
０
月
）

 
 
 
→
様
々
な
状
況
の
人
の
立
場
に
な
っ
て
、
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
さ
せ
る
。

 
 ８
 
本
時
の
指
導
 

 
（
１
）
本
時
の
ね
ら
い
 

 
 

 
自

己
中

心
的

な
考

え
に

陥
ら

な
い

よ
う

に
す

る
た

め
に

は
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
を

考
え

る
活

動
を

通
し

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
考

え
や

立
場

の
違

い
を

尊
重

し
合

う
た

め
に

大
切

な
こ

と
を

考
え

さ
え

、
相

互
理

解
に

努
め

、
他

者
に

対
し

て
寛
容
な
気
持
ち
で
接
し
よ
う
と
す
る
実
践
意
欲
と
態
度
を
育
て
る
。

 
  
（
２
）
校
内
研
と
の
か
か
わ
り
 

 
 
研
修
主
題
 

思
い
や
り
と
道
徳
的
な
判
断
力
を
高
め
る
た
め
の
指
導
の
研
究

 
～
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
、
考
え
議
論
す
る
特
別
の
教
科
道
徳
の
授
業
実
践
を
通
し
て
～

 

 
 研
修
主
題
と
の
関
連
に
お
い
て
、
本
時
の
指
導
に
あ
た
っ
て
は
２
つ
の
場
面
を
設
定
す
る
。
（
括
弧
は
該
当
発
問
）

 

 ①
 
佐
々
木
が
「
ジ
コ
チ
ュ
ウ
」
だ
と
思
う
か
考
え
る
場
面
（
発
問
３
）

 

こ
ち

ら
は

、
研

修
主

題
で

い
う

と
こ

ろ
の

「
考

え
議

論
す

る
活

動
」

に
相

当
す

る
。

い
ず

れ
か

の
立

場
で

考
え

さ

せ
る

こ
と

で
、

自
分

と
は

違
う

立
場

の
意

見
と

対
峙

す
る

こ
と

と
な

る
。

そ
の

時
、

互
い

の
意

見
を

よ
く

聞
い

て
、

相
手
の
意
見
の
妥
当
性
を
発
見
す
る
こ
と
で
、
相
互
理
解
を
図
り
た
い
。

 

 

②
「
僕
」

は
こ
の
あ
と
ど
ん
な
行
動
を
と
る
と
思
う
か
考
え
る
場
面
（
中
心
発
問
）

 

こ
ち

ら
は

、
研

修
主

題
で

い
う

と
こ

ろ
の

「
思

い
や

り
と

道
徳

的
な

判
断

力
を

高
め

る
た

め
の

指
導

」
に

相
当

す

る
。

佐
々

木
の

家
庭

事
情

を
知

っ
た

「
僕

」
の

視
点

を
通

し
て

、
佐

々
木

を
含

め
た

班
員

全
員

の
思

い
を

ふ
ま

え
、

も
し
も
自
分
が
「
僕
」
だ
っ
た
ら
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る
か
を
考
え
さ
せ
た
い
。

 

 

  
 

②
 
休
み
時
間
や
休
日
に
、
遊
び
た
い
内
容
や
場
所
が
友
達
と
食
い
違
っ
た
と
き
。
 

・
相
手
の
や
り
た
い
こ
と
を
先
に
し
て
、
後
か
ら
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
す
る
。
【
８
人
】
 

（
け
ん
か
に
な
り
た
く
な
い
か
ら
、
友
達
の
行
き
た
い
所
に
先
に
い
く
。
平
等
に
楽
し
め
る
か
ら
。
）
 

・
相
手
に
合
わ
せ
る
。
【
７
人
】
 

（
ど
ち
ら
か
が
折
れ
な
い
と
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
か
ら
。
言
い
合
い
に
な
っ
て
悪
い
空
気
に
な
る
の
を
避
け
た
い
か
ら
。
）
 

・
自
分
の
意
見
を
言
っ
た
う
え
で
、
相
手
に
合
わ
せ
る
。
 

（
相
手
を
が
っ
か
り
さ
せ
な
い
た
め
。
）
 

・
自
分
の
案
も
提
案
し
て
み
る
。
良
い
と
思
う
ほ
う
を
選
ぶ
。
 

・
意
見
が
食
い
違
わ
な
い
よ
う
に
、
友
達
が
言
っ
た
後
に
「
あ
、
私
も
そ
こ
に
行
く
。
」
と
言
う
。
 

こ
の
結
果
よ
り
、
自
分
の
意
見
は
大
多
数
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
委
員
会
や
部
活
動
の
と
き
は
、「

互

い
に

意
見

を
出

し
合

っ
て

決
め

る
」

こ
と

が
多

く
、

次
い

で
「

相
手

に
合

わ
せ

る
」

と
い

う
意

見
が

あ
っ

た
。

休
み

時
間

や
休

日
な

ど
は

、
「

友
達

の
や

り
た

い
こ

と
を

優
先

す
る

」
と

い
う

意
見

が
多

か
っ

た
。
「

け
ん

か
に

な
り

た
く

な
い

」
や

「
相

手
を

が
っ

か
り

さ
せ

な
い

」
と

い
っ

た
理

由
を

挙
げ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

友
達

の
立

場
を

考
え

て
尊

重
す
る
気
持
ち
よ
り
は
、「

相
手
に
嫌
わ
れ
た
く
な
い
」
と
い
っ
た
心
理
が
働
き
、
友
達
に
遠
慮
し
す
ぎ
る
気
持
ち
の

ほ
う
が
強
く
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
 

他
者

が
置

か
れ

た
状

況
や

立
場

を
理

解
し

、
相

手
の

こ
と

も
自

分
の

こ
と

も
尊

重
す

る
た

め
に

は
、

ど
う

い
う

こ

と
を
大
切
に
し
て
相
互
理
解
を
図
っ
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
人
間
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ
た
い
。
 

  
（
３
）
教
材
に
つ
い
て
 

 
 
 
本
教
材
は
、
家
庭
の
事
情
で
早
く
帰
っ
て
し
ま
う
佐
々
木
に
対
し
て
、「

ジ
コ
チ
ュ
ウ
」
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
「
僕
」

が
、

そ
の

事
情

を
知

り
、

相
手

を
理

解
し

よ
う

と
し

て
い

な
か

っ
た

自
分

に
気

づ
き

、
考

え
を

改
め

よ
う

と
す

る
読

み
物

教
材

で
あ

る
。

活
用

に
当

た
っ

て
は

、
「

僕
」

の
言

動
を

共
感

的
か

つ
批

判
的

に
捉

え
な

が
ら

、
「

相
互

理
解

に

基
づ

い
た

寛
容

や
協

力
の

姿
勢

が
大

切
で

あ
る

こ
と

」
に

気
づ

か
せ

た
い

。
「

僕
」

と
佐

々
木

の
関

係
だ

け
で

な
く

、

級
友
と
の
関
係
作
り
も
考
え
さ
せ
た
い
。

 
   
（
４
）
指
導
に
あ
た
っ
て
 

 
 

 
こ

の
内

容
項

目
で

は
、

個
性

と
は

何
か

に
つ

い
て

正
し

く
理

解
す

る
と

と
も

に
、

自
ら

の
意

志
に

背
い

て
他

に
同

調
す

る
の

で
は

な
く

、
自

分
の

考
え

や
意

見
を

伝
え

る
こ

と
、

そ
し

て
互

い
の

個
性

や
立

場
を

尊
重

し
、

広
い

視
野

に
立

っ
て

い
ろ

い
ろ

な
も

の
の

見
方

や
考

え
方

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
よ

う
と

す
る

態
度

を
育

て
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。
そ

こ
で

、
本

当
の

「
相

互
理

解
」

と
「

寛
容

」
と

は
、

ど
う

あ
る

べ
き

か
を

考
え

さ
せ

た
い

。
お

互
い

に
理

解
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

が
あ

っ
て

も
、

現
実

に
は

、
相

手
の

内
面

は
な

か
な

か
捉

え
に

く
い

も
の

で
あ

る
。

そ
ん

な
と

き
、

自
分

か
ら

ど
う

関
わ

れ
ば

よ
い

の
か

、
ど

う
い

う
心

を
大

切
に

し
な

が
ら

相
手

と
話

し
合

っ
て

い
け

ば
よ

い
の
か
を
、
自
己
に
立
ち
返
っ
て
考
え
さ
せ
た
い
。
具
体
的
に
は
、「

僕
」
の
視
点
に
生
徒
を
立
た
せ
る
こ
と
で
、
想

像
を

ふ
く

ら
ま

せ
、

立
場

や
状

況
の

違
い

の
理

解
を

深
め

さ
せ

る
。

早
く

帰
し

て
あ

げ
る

こ
と

が
佐

々
木

の
い

ち
ば

ん
望

ん
で

い
る

こ
と

な
の

か
を

考
え

な
が

ら
、

同
情

す
る

こ
と

や
、

い
つ

も
の

こ
と

だ
か

ら
と

黙
認

す
る

班
員

た
ち

と
は
違
う
「
僕
」
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
わ
せ
た
い
。

 
 

 
 



－40－

展 開
 

発
問
①

 
「

佐
々

木
は

『
ジ

コ
チ

ュ
ウ

』
だ

と
思

い
ま
す
か
。
そ
の
理
由
は
何
で
す
か
。」

 
    ○
範
読
（
最
後
ま
で
）

 
    発
問
②

 
「

こ
こ

ま
で

読
ん

で
あ

な
た

は
、

佐
々

木
が

『
ジ

コ
チ

ュ
ウ

』
だ

と
思

い
ま

す

か
。
」

 
  発
問
③

 
「

手
紙

を
読

ん
だ

後
、

僕
は

ど
ん

な
こ

と
を
考
え
た
と
思
い
ま
す
か
。」

 
 ○
班
で
交
流
さ
せ
る

 

・
い
つ
も
は
ず
ば
っ
と
言
う
く
せ
に

 
 

こ
の

日
は

勝
手

に
帰

ろ
う

と
し

た
か
ら
ジ
コ
チ
ュ
ウ
だ
。

 
・
班
長
の
僕
が
遅
く
な
る
と
は
言
わ

な
か

っ
た

か
ら

先
に

帰
る

の
は

ジ
コ
チ
ュ
ウ
で
は
な
い
。

 
 ・
「

ジ
コ

チ
ュ

ウ
と

言
わ

れ
る

の
は

嫌
だ
け
ど
、
同
情
さ
れ
る
の
は
、

も
っ
と
嫌
で
す
。
」
に
注
目
す
る
。 

  ・
事
情
を
班
の
人
に
話
し
て
い
な
か

っ
た
の
は
よ
く
な
い
。
 

・
み
ん
な
に
言
え
な
か
っ
た
の
も
、

気
を

遣
わ

せ
た

く
な

い
と

思
っ

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
か
ら
。

 
 ・
言
え
ば
良
か
っ
た
の
に
。

 
・
佐
々
木
は
気
を
遣
わ
れ
た
く
は
な

か
っ
た
ん
だ
。

 
・
悪
い
こ
と
言
っ
た
な
。

 
・
あ
の
と
き
早
く
帰
る
理
由
を
聞
い

て
あ
げ
れ
ば
良
か
っ
た
な
。

 

〇
自

分
な

ら
ど

う
思

う
か

を
口

頭
で

対
話
し
な
が
ら
考
え
さ
せ
る
。

 
  

 
  ○
佐
々
木
の
状
況
を
確
認
す
る
。
手
紙

を
掲
示
し
、
佐
々
木
が
、
自
分
の
置

か
れ

て
い

る
状

況
を

ど
う

捉
え

て

い
る
か
を
確
認
す
る
。

 
 〇
「
ジ
コ
チ
ュ
ウ
」
だ
と
思
う
か
否
か
、

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
か

を
考

え

さ
せ
、
名
前
の
磁
石
を
貼
る
。

 
   ●

登
場

人
物

の
状

況
や

言
動

に
加

え

て
、
そ
れ
ら
を
「
僕
」
は
ど
う
感
じ

て
い

る
の

か
を

書
け

て
い

る
か

。

（
付
箋
）

 
 

   

中
心
発
問

 
 

 
 

 

 
「
僕
」
は
こ
の
あ
と
、
ど
ん
な
行
動
を
と
る
だ
ろ
う
。

 
 

 

「
自

分
の

考
え

を
書

き
ま

し
ょ

う
。
」

 
 

・
佐
々
木
を
早
く
帰
し
て
あ
げ
る
。

 
・
班
員
に
事
情
を
説
明
し
て
も
ら
っ

て
役
割
を
分
担
す
る
。

 
・
他
の
班
員
に
話
し
な
が
ら
だ
ら
だ

ら
や
る
の
は
や
め
よ
う
と
話
す
。

 
・
佐
々
木
の
こ
と
は
他
の
人
に
は
話

さ
な
い
け
ど
、
佐
々
木
の
責
任
感

を
認
め
た
発
言
を
す
る
。

 

●
「

僕
」

の
考

え
を

踏
ま

え
て

こ
の

あ
と

の
行

動
を

想
像

で
き
て
い
る
か
。

 
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）

 
 〇

生
徒

の
意

見
か

ら
、

互
い

の
考

え
や

立
場

を
尊

重
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
こ

と
を

ま
と
め
る
。

 

  

 
 

 

ま と め
 

○
感
想
、
自
己
評
価
を
記
入
さ
せ
る

 
「
最
後
に
、
佐
々
木
は
『
ジ
コ
チ
ュ
ウ
』

だ
と

思
う

か
ど

う
か

、
理

由
や

感
想

も

つ
け

て
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

し
ま

し

ょ
う

。
自

己
評

価
も

記
入

し
ま

し
ょ

う
。
」

 
   〇
教
師
の
説
話

 
 

・
佐

々
木

は
ジ

コ
チ

ュ
ウ

だ
と

思

う
。
理
由
は
様
々
な
事
情
を
抱
え

る
人

は
佐

々
木

だ
け

で
は

な
い

と
思
う
か
ら
。
理
解
す
る
に
は
会

話
が
必
要
だ
と
思
う
。

 
・
佐
々
木
は
ジ
コ
チ
ュ
ウ
で
は
な
い

と
思
う
。
佐
々
木
な
り
に
で
き
る

こ
と
を
や
っ
て
い
る
か
ら
。
話
し

合
う

こ
と

で
互

い
の

考
え

や
立

場
の
違
い
を
理
解
し
合
い
、
気
遣

っ
た
り
、
協
力
し
た
り
す
る
姿
勢

が
大
切
だ
と
気
づ
い
た
。

 

●
授

業
で

気
づ

い
た

こ
と

や
感

じ
た

こ
と

な
ど

を
書

い
て

い
る

か
。
（

ワ

ー
ク
シ
ー
ト
）

 

９
 
教
材
分
析
 

主
要
場
面

 
登
場
人
物
の
心
の
動
き

 
気
づ
か
せ
た
い
こ
と

 
発
問

 
あ

る
日

の
放

課
後

、
班

で
発

表
資

料
を

作
っ

て
い

る
と

き

の
こ

と
、

佐
々

木
が

さ
っ

さ

と
教
室
を
出
て
い
く
。

 

嫌
な

や
つ

。
最

近
日

直
の

日

の
ぎ

り
ぎ

り
に

来
る

こ
と

や

放
課

後
の

班
活

動
の

と
き

も

途
中

で
帰

っ
て

し
ま

う
こ

と

を
よ
く
思
っ
て
い
な
い
。

 

佐
々

木
に

対
し

て
、
「

僕
」

は
表

面
的

な
部

分
し

か
見

て
お
ら
ず
、
偏
見
を
も
ち
、

意
地

に
な

っ
て

い
る

と
こ

ろ
が
あ
る
。

 

発
問
①

 
佐

々
木

は
『

ジ
コ

チ
ュ

ウ
』

だ
と

思
い

ま
す

か
。

そ
の

理

由
は
何
で
す
か
。

 

そ
れ

か
ら

数
日

後
、

公
園

で

小
さ

い
子

を
連

れ
て

笑
顔

で

話
し

か
け

て
い

る
佐

々
木

を

目
撃
す
る
。

 

「
あ

ん
な

笑
顔

す
る

ん
だ

」

と
思

っ
た

瞬
間

、
佐

々
木

に

冷
た

い
目

で
に

ら
ま

れ
、

わ

け
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。

 

佐
々

木
の

家
族

の
こ

と
を

知

ら
な

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

普

段
か

ら
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ

ン
が

と
ら

れ
て

い
な

か
っ

た
。

佐
々

木
は

、
学

校
で

は

気
を
張
っ
て
い
た
。

 
発
問
②

 
こ

こ
ま

で
読

ん
で

あ
な

た

は
、

佐
々

木
が

『
ジ

コ
チ

ュ

ウ
』
だ
と
思
い
ま
す
か
。

 
そ

の
日

の
夕

暮
れ

、
急

な
雨

が
降

り
出

し
、

ス
ー

パ
ー

で

佐
々
木
と
出
く
わ
す
。「

僕
」

の
母

が
傘

を
貸

し
、

ス
ー

パ

ー
で

買
い

物
し

て
い

る
の

を

よ
く
見
か
け
る
と
話
す
。

 

ス
ー

パ
ー

で
買

い
物

を
し

て

い
る

な
ん

て
知

ら
な

か
っ

た
。

 

佐
々

木
は

、
は

じ
め

傘
を

借

り
る

の
を

遠
慮

し
て

い
た

。

佐
々

木
に

は
、

早
く

帰
ら

な

け
れ

ば
な

ら
な

い
と

い
け

な

い
事
情
が
あ
っ
た
。

 

翌
日

、
傘

を
返

し
に

来
た

佐
々

木
が

、
母

宛
て

の
礼

状

と
「

僕
」

宛
て

の
手

紙
を

渡

す
。

 

佐
々

木
の

置
か

れ
た

状
況

や

気
持

ち
を

知
り

、
衝

撃
を

受

け
て

動
け

な
く

な
っ

た
。

佐
々

木
に

対
し

て
ど

う
行

動

し
よ

う
か

考
え

を
改

め
た

、

行
動

を
起

こ
そ

う
と

し
て

い

る
。

 

自
分

の
一

方
的

な
見

方
で

佐
々

木
を

「
ジ

コ
チ

ュ
ウ

」

と
言

っ
て

し
ま

っ
た

こ
と

を

反
省

し
て

い
る

。
個

人
の

考

え
や

立
場

そ
の

も
の

を
変

え

る
こ

と
よ

り
も

、
互

い
の

考

え
や

立
場

を
尊

重
す

る
こ

と

が
大
切
で
あ
る
。

 

発
問
③

 
手

紙
を

読
ん

だ
後

、
僕

は
ど

ん
な

こ
と

を
考

え
た

と
思

い

ま
す
か
。

 
中
心
発
問

 
「

僕
」

は
こ

の
あ

と
、

ど
ん

な
行
動
を
と
る
だ
ろ
う
。

 

 
 

１
０
 
本
時
の
展
開
 

段 階
 

教
師
の
働
き
か
け

 
予
想
さ
れ
る
反
応

 
〇
留
意
点
 
●
評
価
（
方
法
）

 

導 入
 

○
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
紹
介

 
ア

ン
ケ

ー
ト

を
も

と
に

、
ど

ん
な

と
き

に
「

ジ
コ

チ
ュ

ウ
」

と
い

う
言

葉
が

使

わ
れ
て
い
た
か
確
認
す
る
。

 
    ○
学
び
の
テ
ー
マ
の
提
示

 

・
自
分
勝
手
な
人
を
見
た
と
き
。

 
・
遊
ぶ
約
束
を
し
て
い
た
の
に
、
当

日
に

な
っ

て
急

に
行

け
な

く
な

っ
た
と
言
わ
れ
た
と
き
。

 
・
み
ん
な
の
ル
ー
ル
を
守
ら
ず
、
自

分
勝

手
に

行
動

し
て

し
ま

っ
た

と
き
。

 

〇
日

常
生

活
に

お
け

る
自

分
の

体
験

や
見

聞
き

し
た

こ
と

を
具

体
的

に

書
か
せ
る
。

 
〇
「
ジ
コ
チ
ュ
ウ
」
が
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
を
共
有
さ
せ
る
。

 

 
「
ジ
コ
チ
ュ
ウ
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

 
 

 ○
登
場
人
物
の
確
認

 
 ○
範
読
（
～
Ｐ
９
８
、

L１
７
）
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（
事

前
ア

ン
ケ

ー
ト

１
）

 

 

２
年
 
道
徳
 

 

  Ｑ
１

 
次

の
よ

う
な

場
面

で
、

あ
な

た
は

自
分

の
考

え
や

意
見

を
相

手
に

伝
え

ら
れ

て
い

ま
す

か
。

 

 
 

 
ど

ち
ら

か
に

〇
を

書
き

ま
し

ょ
う

。
 

 

①
 

授
業

中
（

先
生

や
班

の
人

に
対

し
て

）
 

 
伝
え
ら
れ
て
い
る
 
 
・
 
 
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
 

②
 

休
み

時
間

（
他

の
生

徒
に

対
し

て
）

 
伝
え
ら
れ
て
い
る
 
 
・
 
 
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
 

③
 

家
庭

（
家

族
に

対
し

て
）

 
伝
え
ら
れ
て
い
る
 
 
・
 
 
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
 

  Ｑ
２

 
こ

れ
ま

で
に

、
他

の
人

と
自

分
の

意
見

が
食

い
違

っ
た

と
き

、
あ

な
た

は
ど

う
し

て
き

ま
し

た
か

。
 

普
段

の
自

分
を

思
い

出
し

て
、

書
き

ま
し

ょ
う

。
 

 

①
学

校
生

活
で

の
と

き
 

（
例

）
班

活
動

や
委

員
会

、
部

活
動

な
ど

で
、
他

の
人

と
意

見
が

食
い

違
っ

た
と

き
。

 

 

②
休

み
時

間
や

休
日

の
と

き
 

（
例

）
遊

び
た

い
内

容
や

場
所

が
友

達
と

食
い

違
っ

た
と

き
。

 

  

   

組
 
 
 
 
 
 
番
 

１
１
 
生
徒
の
取
組
状
況
の
ポ
イ
ン
ト
 

（
１

）
相

手
の

立
場

や
状

況
を

考
え

な
い

で
判

断
し

た
り

、
行

動
し

た
り

し
た

こ
れ

ま
で

の
自

分
の

こ
と

を
想

起
し

て
、

照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
考
え
て
い
る
。

 
（

２
）

考
え

の
違

い
を

尊
重

し
合

う
た

め
に

ど
ん

な
こ

と
が

大
切

な
の

か
、

さ
ま

ざ
ま

な
立

場
や

状
況

を
踏

ま
え

て
考

え

よ
う
と
し
て
い
る
。

 
（
３
）
人
そ
れ
ぞ
れ
に
置
か
れ
た
状
況
や
立
場
の
違
い
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
寛
容
の
心
を
も
と
う
と
し
て
い
る
。

 
 １
２
 
板
書
計
画
 

(紙
板
書

) 

Ｑ
．
「
ジ
コ
チ
ュ
ウ
」
っ
て
何
？

 
・
自
分
勝
手

 
・
約
束
守
ら
な
い

 
・
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い

 

登
場
人
物

 
・
僕

 
・
班
の
友
達

 
・
佐
々
木
（
女
子
）

 
  ジ
コ
チ
ュ
ウ
 

 
「
ジ
コ
チ
ュ
ウ
」
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

 
 

□
佐
々
木
 
□

 
僕
 

 
↓
 

□
佐
々
木
 

・
小
さ
い
き
ょ
う
だ
い
が
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 
 
・
母
親
が
入
院
。
家
の
こ
と
を
や
っ
て
い
る
。 

 

 ○
あ
な
た
は
、
佐
々
木
が
「
ジ
コ
チ
ュ
ウ
」
だ
と

 
思
い
ま
す
か
？

 

 
思

う
 

思
わ

な
い

 
両

方
 

 

 

 「
僕
」
は
こ
の
あ
と
、
ど
ん
な
行
動
を
と
る
だ
ろ
う
。 

 

・
佐
々
木
の
こ
と
は
他
の
人
に
は
話
さ
な
い
け
ど
、

 
佐
々
木
の
責
任
感
を
認
め
た
発
言
を
す
る
。

 
▼

 
互
い
の
考
え
や
立
場
を

  
大
切
に
す
る
。

 
 
 

  
  

  
  

  
  

  
  
思
い
合
う
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
尊
重
し
合
う
。

 

            

ぎ
り

ぎ
り

に
来

る
。
 

早
く

帰
る

。
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「
ジ

コ
チ

ュ
ウ

」
に

つ
い

て
考

え
よ

う
。
 

    ○
「
僕
」

は
こ

の
あ
と

、
ど

ん
な
行

動
を

と
る
だ

ろ
う

。
 

     

    
○
今
日

の
授

業
の
感

想
 

       

  学
び

の
テ

ー
マ

 ジ
コ
チ
ュ
ウ

 
1
6

 

組
 
 
 
 
 
 
番
 

月  日 

  

（
事

前
ア

ン
ケ

ー
ト

２
）

 

２
年
 
道
徳
 

～
考
え
て
み
よ
う
～

 

 

☆
 
「

ジ
コ

チ
ュ
ウ

」
 

だ
な

と
思
っ

た
こ

と
や
、

人
に

言
っ
た

こ
と

は
あ
り

ま
す

か
？
 

ま
た
は
、
言
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
 

あ
て
は
ま

る
も

の
に
○
 

１
（
 
 

）「
ジ

コ
チ
ュ

ウ
」

だ
な
と

思
っ

た
こ
と

、
言

っ
た
こ

と
が

あ
る
。
 

２
（
 
 

）「
ジ

コ
チ
ュ

ウ
」

と
人
か

ら
言

わ
れ
た

こ
と

が
あ
る

。
 

３
（
 
 

）「
ジ

コ
チ
ュ

ウ
」

だ
な
と

思
っ

た
こ
と

、
言

っ
た
こ

と
は

な
い
。
 

４
（
 
 

）「
ジ

コ
チ
ュ

ウ
」

と
人
か

ら
言

わ
れ
た

こ
と

は
な
い

。
 

（
１
、
２

と
答

え
た
人

）
 

そ
れ

は
ど

ん
な

こ
と

が

あ
っ
た
と

き
？
 

 

  （
意

見
カ

ー
ド

）
 

※
両
方

、
も
し

く
は

片
方
の

立
場

で
意
見

を
書

く
。
片

方
の

場
合
は

点
線

で
切
り

離
す

。
 

  
佐

々
木

は
「

ジ
コ

チ
ュ

ウ
」

だ
と

思
う

 
 

 
佐

々
木

は
「

ジ
コ

チ
ュ

ウ
」

 

だ
と

思
わ

な
い

 

  

 
（
理
由
）
 

 
 

（
理
由
）
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

  

組
 
 
 
 
 
 
番
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 ○
理
解
・
行
動
共
に
到
達
度
７
０
％
以
上
の
内
容
項
目

 
内
容
項
目

 
理
解
到
達
度
（
％
）

 
行
動
到
達
度
（
％
）

 
C－

（
１
０
）
遵
法
精
神
、
公
徳
心

 
９
５

 
８
０

 
C－

（
１
２
）
社
会
参
画
、
公
共
の
精
神

 
７
６

 
７
３

 
○
理
解
・
行
動
共
に
到
達
度
４
０
％
未
満
の
内
容
項
目

 
内
容
項
目

 
理
解
到
達
度
（
％
）

 
行
動
到
達
度
（
％
）

 
A－

（
５
）
真
理
の
探
究
、
創
造

 
３
６

 
２
２

 

D
－
（
１
９
）
生
命
の
尊
さ

 
３
６

 
３
２

 

 
今
回
の
主
題
に
直
結
す
る
内
容
項
目
「
生
命
の
尊
さ
」
に
関
す
る
到
達
度
の
結
果
は
、
「
理
解
」
３

６
％
、「

行
動
」
３
２
％
で
あ
り
、
学
級
の
な
か
で
到
達
度
が
低
く
、
課
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

 
 

②
学
級
実
態
調
査
か
ら

 
道

徳
ア

セ
ス

メ
ン

ト
調

査
に

お
い

て
、

到
達

度
が

低
か

っ
た

「
生

命
の

尊
さ

」
に

関
す

る
意

識
調

査
を
実
施
し
た
。
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
（
対
象
生
徒
２
１
名
）

 
１

 
あ

な
た

は
、

家
族

や
親

戚
な

ど
身

近
な

人
で

、
赤

ち
ゃ

ん
が

生
ま

れ
、

う
れ

し
い

と
思

っ
た

こ
と

が

あ
り
ま
す
か
。

 
は
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 
９
５
％

 
２
 
あ
な
た
は
、
家
族
や
親
戚
な
ど
身
近
な
人
が
死
ん
で
、
悲
し
い
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

 
は
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 
９
５
％

 
３
 
あ
な
た
は
、
家
族
や
友
人
な
ど
か
ら
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 
は
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
％

 
４
 
あ
な
た
は
、
命
よ
り
大
切
な
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

 
は
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 
５
％

 
５
 
他
人
の
体
を
傷
つ
け
る
と
、
法
律
で
罰
を
う
け
る
こ
と
を
、
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。

 
は
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
０
０
％

 
６
 
中
学
３
年
生
に
な
っ
て
、
家
族
と
命
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
を
も
ち
ま
し
た
か
。

 
は
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 
１
０
％

 
７
 
尊
厳
死
と
い
う
言
葉
の
意
味
が
わ
か
り
ま
す
か
。

 
は
い
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
 
５
％

 
質

問
１

と
質

問
２

は
、

誕
生

の
喜

び
や

死
の

悲
し

み
の

経
験

に
つ

い
て

の
質

問
で

あ
る

。
ほ

と
ん

ど
の
生
徒
が
、
身
近
な
人
の
誕
生
や
死
に
接
し
、
そ
の
喜
び
や
悲
し
み
を
体
験
し
て
い
る
。

 
質

問
３

は
、

自
己

有
用

感
の

経
験

に
つ

い
て

の
質

問
で

あ
る

。
10

0％
の

生
徒

が
、
「

自
分

が
必

要

と
さ

れ
て

い
る

」
と

感
じ

て
い

る
。

こ
の

こ
と

は
、

生
徒

が
学

校
の

活
動

に
お

い
て

、
積

極
的

に
参

加
し
自
分
の
役
割
を
主
体
的
に
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

 

道
徳

科
学

習
指

導
案

 

指
導
者
 
乙
供
靖
史

 
１
 
日
 
時
 

 
２
０
１
９
年
９
月
２
５
日
（
水
）
２
校
時

 
２
 
場
 
所
 

 
多
目
的
ホ
ー
ル

 
３
 
対
 
象
 

 
３
年
１
組
（
男
子
１
０
名
 
女
子
１
１
名
 
計
２
１
名
）

 
４
 
主
題
名
 

 
命
の
尊
さ
 
 
内
容
項
目
（

D
－
１
９
 
生
命
の
尊
さ
）

 
５
 
教
材
名
 

 
「
命
の
選
択
」
 
 

 
６
 
主
題
設
定
の
理
由
 

（
１
）
ね
ら
い
と
す
る
価
値
に
つ
い
て
 

内
容

項
目

D
（

１
９

）
「

生
命

の
尊

さ
」

は
、
「

生
命

の
尊

さ
に

つ
い

て
、

そ
の

連
続

性
や

有
限

性

な
ど
も
含
め
て
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
尊
重
す
る
こ
と
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
生
命
は
か

け
が

え
の

な
い

も
の

で
あ

り
、

決
し

て
軽

々
し

く
扱

っ
て

は
な

ら
な

い
。

生
命

を
尊

重
す

る
と

い
う

こ
と
は
、
自
分
の
命
は
当
然
な
が
ら
、
他
の
人
間
の
命
も
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 
生

命
に

は
「

関
連

性
・

連
続

性
」

や
「

特
殊

性
・

偶
然

性
」

が
あ

る
。
「

関
連

性
・

連
続

性
」

は
、

生
命

の
過

去
か

ら
未

来
へ

の
受

け
継

ぎ
を

意
味

す
る

。
生

命
は

単
独

で
成

立
し

て
い

る
も

の
で

は
な

く
、
受
け
継
が
れ
、
支
え
、
支
え
ら
れ
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。「

特
殊
性
・
偶
然
性
」
は
、
今
生

き
て

い
る

個
人

は
、

過
去

を
ど

れ
ほ

ど
遡

っ
て

も
、

ま
た

こ
れ

か
ら

先
も

誕
生

し
な

い
存

在
で

あ
る

こ
と

を
意

味
す

る
。

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

、
当

然
で

は
あ

る
が

、
命

を
大

事
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
あ

る
。

ま
た

、
生

命
に

は
「

有
限

性
」

と
い

う
、

避
け

る
こ

と
の

で
き

な
い

事
実

も
あ

る
。

こ
れ

は
、

生
き

て
い

る
も

の
に

は
必

ず
死

が
訪

れ
る

、
と

い
う

真
理

を
意

味
す

る
。

死
は

確
実

に
、

誰
に

で
も

訪
れ

る
。

更
に

、
死

が
い

つ
訪

れ
る

か
も

不
可

知
で

あ
る

と
い

う
事

実
が

、
常

に
私

た
ち

に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
「
最
期
の
判
断
」
に
焦
点
を
あ
て
て
い
き

た
い
。

 
こ

の
こ

と
は

、
家

族
に

対
し

て
行

わ
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
時

が
、

誰
に

で
も

、
や

が
て

は
訪

れ
る

と
い

う
こ

と
か

ら
、

自
分

事
と

し
て

と
ら

え
さ

せ
た

い
。

正
解

が
な

く
、

葛
藤

を
生

む
こ

と
で

も
あ

る
。

自
分

以
外

の
様

々
な

意
見

を
聞

く
こ

と
も

大
切

で
あ

る
。

広
い

視
野

か
ら

、
生

命
を

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

る
こ

と
が

、
生

命
を

心
か

ら
尊

重
す

る
態

度
を

養
う

こ
と

に
つ

な
が

る
と

考
え

、
主

題
を
設
定
し
た
。

 
 （
２
）
生
徒
の
実
態
に
つ
い
て
 

①
道
徳
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
か
ら
 

本
教

材
を

進
め

る
に

あ
た

っ
て

、
道

徳
ア

セ
ス

メ
ン

ト
調

査
を

実
施

し
た

。
到

達
度

の
高

い
内

容

項
目
と
低
い
内
容
項
目
の
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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を
意

味
す

る
。

そ
の

祖
父

は
家

族
に

辛
い

選
択

を
さ

せ
な

い
た

め
に

、
延

命
措

置
を

拒
ん

で
い

る
。

一
方

、
「

延
命

措
置

を
す

る
」
（

祖
父

の
意

思
を

尊
重

し
な

い
）

と
い

う
こ

と
は

、
父

母
の

立
場

か
ら

祖
父
を
痛
み
か
ら
救
い
、
少
し
で
も
長
く
生
き
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ど
ち

ら
の

選
択

が
正

し
い

と
は

誰
に

も
判

断
が

つ
か

な
い

命
の

尊
厳

に
関

わ
る

難
し

い
問

題
で

あ
る

。

資
料

の
登

場
人

物
を

、
自

分
や

自
分

の
大

切
な

人
に

置
き

換
え

て
考

え
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

命
の

大
切
さ
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
と
し
た
い
。

 
 ７
 
他
教
科
・
領
域
と
の
関
連
 

・
現
代
的
な
課
題
等
と
の
関
わ
り
と
し
て
、
法
教
育
、
健
康
教
育
、
福
祉
に
関
す
る
教
育
。

 
・
社
会
科
公
民
分
野
（
新
し
い
人
権
）
の
生
命
倫
理
と
自
己
決
定
権
。
（
９
月
）

 
 ８
 
本
時
の
指
導
 

（
１
）
本
時
の
ね
ら
い
 

祖
父

の
意

思
に

反
し

て
、

延
命

措
置

を
施

す
こ

と
に

つ
い

て
葛

藤
す

る
家

族
の

姿
を

描
い

た
文

章

や
尊

厳
死

の
映

像
、

尊
厳

死
に

対
す

る
複

数
の

立
場

の
新

聞
投

稿
を

も
と

に
し

た
意

見
交

流
を

通
し

て
、
命
に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
さ
せ
、
生
命
を
尊
重
す
る
道
徳
的
心
情
を
育
て
る
。

 
 （
２
）
校
内
研
と
の
関
わ
り
 

研
究
主
題

 
思
い
や
り
と
道
徳
的
な
判
断
力
を
高
め
る
た
め
の
指
導
の
研
究

 
～
道
徳
的
価
値
に
つ
い
て
、
考
え
議
論
す
る
特
別
の
教
科
道
徳
の
授
業
実
践
を
通
し
て
～

 
 

本
時
の
内
容
項
目

D
－
（
１
９
）「

生
命
の
尊
さ
」
は
「
生
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
そ
の
連
続
性
や
有

限
性
な
ど
も
含
め
て
理
解
し
、
か
け
が
え
の
な
い
生
命
を
尊
重
す
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
「
考
え
議
論

す
る
活
動
」
場
面
と
の
関
連
に
つ
い
て
以
下
の
事
項
に
注
意
し
て
い
き
た
い
。

 
①
 
意
見
が
分
か
れ
る
発
問
を
す
る

 
延
命
措
置
と
い
う
行
為
を
実
際
に
「
行
う
」
か
「
行
わ
な
い
」
か
は
、
「
最
期
の
判
断
」
に
直
結
す

る
部

分
で

あ
る

。
生

徒
が

自
分

の
意

見
を

持
つ

た
め

に
必

要
な

情
報

を
与

え
、

自
分

で
考

え
ら

れ
る

意
欲
を
高
め
る
よ
う
な
発
問
に
し
た
い
。

 
②
 
全
員
に
自
分
の
意
見
を
も
た
せ
る

 
延

命
措

置
を

「
行

う
」

か
「

行
わ

な
い

」
か

に
つ

い
て

の
理

由
を

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

へ
記

入
し

、
話

合
い

活
動

を
行

う
。

そ
の

う
え

で
、

ス
ケ

ー
ル

を
使

い
自

分
の

意
見

と
他

の
意

見
を

比
較

す
る

機
会

を
設

け
る

。
こ

の
話

合
い

活
動

、
他

の
意

見
と

の
比

較
の

時
間

を
十

分
に

確
保

し
、

全
員

が
主

体
的

に
授
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

 
③
 
意
見
を
分
類
す
る

 
黒

板
に

あ
る

意
見

を
読

み
取

る
時

間
を

と
り

、
分

類
す

る
時

間
を

十
分

に
確

保
す

る
。

一
人

一
人

質
問

４
は

、
命

よ
り

大
切

な
も

の
に

対
す

る
意

識
に

つ
い

て
の

質
問

で
あ

る
。

ほ
と

ん
ど

の
生

徒

が
、

命
が

１
番

大
切

で
あ

る
と

し
て

い
る

。
全

て
の

生
徒

が
、

命
が

何
も

の
に

も
代

え
難

い
も

の
で

あ
る
と
い
う
認
識
も
も
た
せ
る
指
導
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 
質

問
５

は
、

法
律

の
理

解
に

つ
い

て
の

も
の

で
あ

る
。

こ
の

理
解

は
極

め
て

高
か

っ
た

。
様

々
な

機
会
を
設
け
、
生
徒
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
の
正
し
い
規
範
意
識
を
身
に
付
け
さ
せ
て
い
き
た
い
。

 
質

問
６

と
質

問
７

は
、

家
庭

で
の

話
合

い
に

つ
い

て
の

質
問

で
あ

る
。

ほ
と

ん
ど

の
生

徒
が

家
庭

に
お

い
て

、
命

に
つ

い
て

の
話

合
い

を
し

て
い

な
い

と
い

う
実

態
が

浮
か

び
あ

が
っ

た
。

尊
厳

死
に

つ
い
て
も
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
理
解
し
て
い
な
い
。

 
命

の
大

切
さ

に
つ

い
て

は
、

小
学

校
か

ら
学

ん
で

い
る

。
春

先
に

実
施

さ
れ

る
交

通
安

全
教

室
で

も
毎
年
学
ん
で
お
り
、
交
通
安
全
教
室
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
異
口
同
音
に
「
命
は
大
切
で
あ
る
」

と
回

答
し

て
い

る
。

し
か

し
、

日
常

生
活

の
中

で
、

そ
の

意
識

が
具

現
化

さ
れ

て
い

る
と

は
言

い
難

い
。

そ
れ

は
、

比
較

的
健

康
に

毎
日

を
過

ご
し

て
い

る
生

徒
が

多
く

、
そ

の
健

康
状

態
が

当
た

り
前

だ
と

考
え

、
死

が
身

近
に

起
こ

り
得

る
と

い
う

認
識

が
低

い
か

ら
だ

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
、

周
り

の
人

を
平

気
で

傷
つ

け
て

し
ま

う
言

動
が

見
ら

れ
る

。
生

命
は

大
切

な
も

の
だ

と
長

年
に

わ
た

り
、

学
ん

で
き

た
に

も
関

わ
ら

ず
、

理
解

や
行

動
に

は
結

び
つ

か
ず

、
好

ま
し

く
な

い
言

動
を

と
っ

て
し

ま
う

生
徒

が
い

る
の

が
現

実
で

あ
る

。
そ

こ
で

、
生

命
は

た
っ

た
１

つ
し

か
な

い
か

け
が

え
の

な
い

も
の

だ
と

い
う

こ
と

を
、

考
え

さ
せ

た
い

。
更

に
は

、
命

は
有

限
で

あ
り

、
誰

に
で

も
「

最
期

の
判
断
」
を
迫
ら
れ
る
現
実
が
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
た
い
。

 
 

（
３
）
資
料
に
つ
い
て
 

僕
の

祖
父

は
肺

炎
に

お
か

さ
れ

、
命

の
危

機
が

せ
ま

っ
て

い
る

状
況

に
あ

る
。

祖
父

は
以

前
か

ら

「
延

命
措

置
は

し
な

い
で

ほ
し

い
」

と
そ

の
意

思
を

家
族

に
伝

え
て

い
る

。
そ

れ
は

、
家

族
に

つ
ら

い
選

択
を

さ
せ

た
く

な
い

と
同

時
に

、
迷

惑
を

掛
け

た
く

な
い

と
い

う
祖

父
の

気
遣

い
に

よ
る

も
の

で
あ

っ
た

。
祖

父
の

症
状

が
悪

化
し

た
際

、
医

師
は

、
症

状
の

改
善

に
つ

な
が

る
治

療
の

一
環

だ
と

し
て

、
人

工
呼

吸
器

の
取

り
付

け
を

提
案

す
る

。
そ

の
医

師
の

言
葉

に
父

母
は

思
い

悩
む

。
結

果
と

し
て

、
人

工
呼

吸
器

の
取

り
付

け
を

父
母

は
選

択
す

る
。

医
師

の
命

を
助

け
る

と
い

う
当

然
の

行
為

に
対

し
て

、
祖

父
の

意
思

を
知

っ
て

い
る

父
母

の
複

雑
な

心
情

が
読

み
取

れ
る

。
父

親
の

「
ど

う
す

れ
ば

よ
か

っ
た

の
だ

ろ
う

」
と

い
う

言
葉

に
、

僕
の

心
情

は
大

き
く

揺
れ

る
。

祖
父

の
意

思
に

反
し

て
延

命
措

置
を

と
っ

た
こ

と
へ

の
葛

藤
や

、
大

き
な

意
味

で
の

尊
厳

死
に

つ
い

て
、

深
く

考
え

さ
せ

ら
れ
る
資
料
で
あ
る
。

 
 （
４
）
指
導
に
あ
た
っ
て
 

本
資

料
は

、
祖

父
、

父
母

、
僕

の
心

情
を

考
え

さ
せ

な
が

ら
「

命
の

大
切

さ
」

に
つ

い
て

、
深

く

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

父
母

の
と

っ
た

延
命

措
置

と
い

う
命

の
選

択
に

対
し

て
、

自
分

で
あ

れ
ば

ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
し
、
理
由
と
と
も
に
発
表
さ
せ
、
対
話
的
な
学
び
を
行
い
た
い
。

「
延
命
措
置
を
し
な
い
」
（
祖
父
の
意
思
を
尊
重
す
る
）
と
い
う
こ
と
は
、
祖
父
の
死
が
早
ま
る
こ
と
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１
０
 
本
時
の
展
開
 

段 階
 

教
師
の
働
き
か
け

 
予
想
さ
れ
る
反
応

 
○
留
意
点
●
評
価
（
方
法
）

 

導 入
 

    

○
命

が
大

切
な

理
由

を
確

認
さ

せ

る
。

 
    〇
学
び
の
テ
ー
マ
の
提
示
。

 
   

〇
命

が
大

切
な

理
由

を
考

え

る
。

 
・
１
つ
し
か
な
い
。

 
・
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

 
・
限
り
が
あ
る
。

 
    

○
偶

然
性

、
連

続
性

、

有
限

性
に

つ
い

て
確

認
す
る
。

 

展 開
 

  

○
教
材
の
範
読
。

 
 発
問
①

 
「

祖
父

が
延

命
を

拒
否

し
た

の
は

な
ぜ
か
。
」

 
    中
心
発
問

 
   ○

自
分

の
立

場
の

明
確

化
を

行

う
。

 
        

・
教
科
書
Ｐ

13
8～

13
9を

読
む
。 

  ・
家

族
に

治
療

を
や

め
る

と
い

う
つ

ら
い

決
定

を
さ

せ
た

く

な
い
か
ら
。

 
・

家
族

に
迷

惑
を

掛
け

た
く

な

い
か
ら
。

 
     〇

自
分

の
立

場
を

明
確

に
す

る
。

 
・

自
分

の
立

場
を

、
黒

板
上

に

提
示

（
ネ

ー
ム

プ
レ

ー
ト

を

貼
る
）
す
る
。

 
 人
工
呼
吸
器
を
取
り
付
け
る
。

 
・

苦
し

さ
か

ら
救

っ
て

あ
げ

た

い
。

 
・

少
し

で
も

長
く

生
き

て
ほ

し

   ○
祖

父
の

家
族

を
思

う

気
持

ち
に

気
付

か
せ

る
。

 
       ○

自
分

の
意

見
を

も
た

せ
る
。

 
○

時
間

を
十

分
に

確
保

し
、

全
員

が
主

体
的

に
授

業
に

参
加

で
き

る
よ
う
に
す
る
。

 
    

命
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

 

あ
な
た
は
、
治
ら
な
い
病
気
の
家
族
に
対
し
て
、
当
事
者
が
延

命
を
望
ん
で
い
な
い
場
合
、
人
工
呼
吸
器
を
取
り
付
け
る
か
。

 
 

が
課

題
に

向
き

合
い

、
教

師
や

他
の

生
徒

と
の

対
話

を
行

い
、

自
分

の
考

え
を

深
め

て
い

く
過

程
が

重
要
と
考
え
る
。
命
を
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
死
を
考
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。
誰
に
で
も
訪
れ
る
「
最

期
の
判
断
」
に
つ
い
て
、
多
面
的
・
多
角
的
な
思
考
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
た
い
。

 
 ９
 
教
材
分
析
 

主
要
場
面

 
登
場
人
物
の
心
の
動
き

 
気
付
か
せ
た
い
こ
と

 
発
問

 
祖

父
が

肺
が

ん
に

な

り
、

自
分

は
尊

厳
死

を

希
望

す
る

こ
と

を
父

、

母
、
「
僕
」
に
告
げ
る
。

 

祖
父

が
延

命
を

拒
否

し

た
の

は
、

家
族

に
迷

惑

を
掛

け
た

く
な

い
か

ら

で
あ
る
。

 

祖
父

が
延

命
を

拒
否

す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

死

を
選

択
す

る
と

い
う

つ

ら
い

決
定

を
、

家
族

が

行
う

必
要

が
な

く
な

る
。

 

祖
父

が
延

命
を

拒
否

し

た
の
は
な
ぜ
か
。

 

祖
父

の
病

状
が

悪
化

し
、

医
師

か
ら

人
工

呼

吸
器

を
つ

け
る

提
案

を

受
け

、
家

族
は

そ
れ

に

同
意
す
る
。

 
 人

工
呼

吸
器

を
つ

け
た

こ
と

に
つ

い
て

、
家

族

が
迷
う
。

 
 

父
母

は
、

祖
父

の
意

思

に
は

反
す

る
も

の
の

、

祖
父

の
こ

と
を

考
え

て
、

人
工

呼
吸

器
の

取

り
付
け
に
同
意
し
た
。

 
 父

が
、

延
命

措
置

を
し

た
こ

と
に

つ
い

て
迷

い
、
苦
し
ん
で
い
る
。

 

父
母

は
、

祖
父

の
苦

し

そ
う

な
姿

を
見

て
、

祖

父
の

意
思

に
反

す
る

決

断
を
し
て
し
ま
う
。

 
  延

命
措

置
を

行
う

場
合

と
行

わ
な

い
場

合
、

そ

の
ど

ち
ら

が
正

し
い

と

は
誰

に
も

判
断

の
つ

か

な
い

難
し

い
問

題
で

あ

る
。

 

 あ
な

た
は

、
治

ら
な

い

病
気

の
家

族
に

対
し

て
、

当
事

者
が

延
命

を

望
ん

で
い

な
い

場
合

、

人
工

呼
吸

器
を

取
り

付

け
る
か
。

 
 

人
工

呼
吸

器
取

り
付

け

に
つ

い
て

、
家

族
が

迷

う
。

 
※

人
工

呼
吸

器
取

り
付

け
に

関
す

る
映

像
資

料

か
ら
。

 

延
命

措
置

を
す

る
こ

と

に
よ

り
、

苦
し

さ
が

継

続
す

る
こ

と
を

家
族

は

心
配
す
る
。

 

延
命

措
置

を
行

う
場

合

と
行

わ
な

い
場

合
、

ど

ち
ら

に
し

て
も

家
族

に

は
苦
し
み
が
伴
う
。

 

あ
な

た
が

命
の

選
択

を

迫
ら

れ
た

時
に

、
大

事

に
す
る
こ
と
は
何
か
。

 

      

中
心
発
問
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・
最

期
ま

で
一

生
懸

命
生

き
さ

せ
る
。

 
・
答
え
は
出
せ
な
い
。

 

   
ま と め

 

○
教
師
の
説
話
を
す
る
。

 
 ○

振
り

返
り

シ
ー

ト
へ

記
入

さ
せ

る
。

 

○
説
話
を
聞
く
。

 
 〇

振
り

返
り

シ
ー

ト
に

記
入

す

る
。

 
・

自
分

に
な

か
っ

た
考

え
や

学

ん
だ
こ
と
を
書
く
。

 
 

  ○
命

に
つ

い
て

学
ん

だ

こ
と
を
書
か
せ
る
。

 

 １
１
 
生
徒
の
取
組
状
況
の
ポ
イ
ン
ト
 

（
１
）
こ
れ
ま
で
の
学
び
や
経
験
か
ら
、
命
の
偶
然
性
、
連
続
性
、
有
限
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

 
（
２
）
最
期
の
判
断
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
「
人
間
と
し
て
の
尊
厳
」
や
「
個

人
の

意
思

」
と

い
う

様
々

な
面

か
ら

と
ら

え
方

が
あ

る
こ

と
に

気
付

き
、

自
分

事
と

し
て

考
え

る

こ
と
が
で
き
る
。

 
 １
２
 
板
書
計
画

 

        命
の

選
択

 

◎
「

命
」

に
つ

い
て

考
え

よ
う

 

  あ
な

た
は

、
治

ら
な

い
病

気
の

家
族

に
対

し
て

、
当

事
者

が
延

命
を

望
ん

で
い

な
い

場
合

、
人

工
呼

吸
器

を
取

り
付

け
る

か
。

 

    

人
工

呼
吸

器
 

取
り

付
け

る
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
取

り
付

け
な

い
 

（
生

き
る

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
死

ぬ
）

 

10
0 

  
  

  
  

  
  

  
50

 
  

  
  

  
  

  
  

 0
 

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
 

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
 

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
 

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
 

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
 

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
 

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
 

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
 

○
あ

な
た

が
命

の
選

択
を

迫
ら

れ
た

時
に

、
大

事
に

す
る

の
は

何
か

。
 

・
当

事
者

の
考

え
。

 

・
延

命
を

続
け

る
と

い
う

こ
と

。
 

・
答

え
は

だ
せ

な
い

。
 

          ○
人

工
呼

吸
器

取
り

付
け

に
関

す

る
映
像
資
料
を
見
せ
る
。

 
 ○

自
己

の
判

断
・

理
由

付
け

を
明

確
に
す
る
。

 
     ○
自
分
の
立
場
を
明
確
に
す
る
。

 
         発
問
②

 
「

あ
な

た
が

、
命

の
選

択
を

迫
ら

れ
た

時
に

、
大

事
に

す
る

の
は

何
か
。
」

 
 

い
と
思
う
。

 
・

取
り

付
け

な
い

と
い

う
こ

と

は
、

家
族

を
見

捨
て

る
こ

と

に
な
る
。

 
人
工
呼
吸
器
を
取
り
付
け
な
い

 
・

苦
し

さ
を

続
け

さ
せ

た
く

な

い
。

 
・

意
識

の
な

い
状

態
が

か
わ

い

そ
う
で
あ
る
。

 
 ・
映
像
資
料
を
見
る
。

 
  〇
意
見
交
流
を
す
る
。

 
      〇

自
分

の
立

場
を

明
確

に
す

る
。

 
・

人
工

呼
吸

器
取

り
付

け
に

関

す
る

映
像

資
料

を
見

て
、

意

見
交

流
し

た
後

の
自

分
の

立

場
を

選
ば

せ
、

黒
板

の
ネ

ー

ム
プ

レ
ー

ト
の

貼
り

か
え

（
立

場
が

変
わ

ら
な

い
も

可
）
を
行
う
。

 
  ○

自
分

の
意

見
を

ワ
ー

ク
シ

ー

ト
に
記
入
す
る
。

 
・
当
事
者
の
意
思
。

 
・

と
に

か
く

助
け

る
と

い
う

こ

と
。

 

                    ●
映

像
の

ど
の

部
分

に

共
感

し
た

の
か

を
、

意
見

交
流

で
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

か
。

 
（

黒
板

ネ
ー

ム
プ

レ
ー

ト
）

 
    ●

自
分

の
考

え
を

明
確

に
す

る
こ

と
が

で
き

た
か
。

 
（

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

の
記

述
）

 

 〇
小
グ
ル
ー
プ
（
ペ
ア
）

に
分

か
れ

、
延

命
措

置

に
つ
い
て
考
え
る
。

 

・
自

分
の

立
場

と
相

手

の
立

場
を

明
確

に
し

た

う
え
で
、
話
し
合
う
。
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愛
の

精
神

を
深

め
る

こ
と

礼
儀

礼
儀

の
意

義
を

理
解

し
、

時
と

場
に

応
じ

た
適

９
２

％
８

７
％

切
な

言
動

を
と

る
こ

と

友
情

の
尊

さ
を

理
解

し
て

心
か

ら
信

頼
で

き
る

友
達

を
も

ち
、

互
い

に
励

ま
し

合
い

、
高

め
合

友
情

・
信

頼
う

と
と

も
に

、
異

性
に

つ
い

て
の

理
解

を
深

め
、

５
８

％
５

９
％

悩
み

や
葛

藤
も

経
験

し
な

が
ら

人
間

関
係

を
深

め
て

い
く

こ
と

自
分

の
考

え
や

意
見

を
相

手
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

立
場

を
尊

重
し

、
い

相
互

理
解

・
寛

容
ろ

い
ろ

な
も

の
の

見
方

や
考

え
方

が
あ

る
こ

と
７

１
％

４
９

％

を
理

解
し

、
寛

容
の

心
を

も
っ

て
謙

虚
に

学
び

、

自
ら

を
高

め
て

い
く

こ
と

全
体

的
に

道
徳

的
価

値
の

理
解

が
高

い
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
道

徳
的

行
為

の
実

践
意

欲
が

低
く

な
っ

い
る

。
特

に
「

相
互

理
解

、
寛

容
」

に
お

い
て

、
そ

の
差

が
大

き
い

。
こ

れ
は

、
良

い
行

為
と

知
っ

て

い
な

が
ら

、
行

う
自

信
が

な
か

っ
た

り
、

迷
い

が
あ

っ
た

り
す

る
こ

と
を

表
し

て
い

る
。

そ
こ

で
、

本
時

で
扱

う
内

容
項

目
「

相
互

理
解

、
寛

容
」

に
つ

い
て

、
さ

ら
に

詳
し

く
分

析
す

る
た

め
に

以
下

の
よ

う
な

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
実

施
日

（
１

０
月

２
１

日
（

月
）
）

１
８

名

１
．

考
え

や
立

場
の

違
い

か
ら

対
立

し
た

と
き

、
自

分
の

考
え

や
意

見
を

伝
え

て
い

ま
す

か
。

①
相

手
が

誰
で

も
自

分
の

意
見

を
伝

え
る

事
の

方
が

多
い

（
４

人
）

②
相

手
に

よ
っ

て
伝

え
る

か
伝

え
な

い
か

判
断

す
る

（
１

０
人

）

③
自

分
の

意
見

を
伝

え
な

い
こ

と
の

方
が

多
い

（
４

人
）

２
．

１
の

質
問

で
ど

ん
な

理
由

で
番

号
を

選
ん

だ
の

で
す

か
。

①
の

理
由

・
自

分
の

意
見

を
伝

え
る

こ
と

で
話

し
合

い
が

深
ま

る
か

ら
、

自
分

の
意

見
を

知
っ

て

も
ら

い
た

い
（

４
人

）

②
の

理
由

・
伝

え
て

も
意

味
の

な
い

人
が

い
る

（
３

人
）

・
目

上
の

人
に

は
伝

え
づ

ら
い

。
相

手
に

嫌
な

思
い

を
さ

せ
た

く
な

い
（

７
人

）

③
の

理
由

・
相

手
の

意
見

を
聞

く
こ

と
が

大
事

だ
か

ら
（

１
人

）

・
怒

ら
れ

る
か

ら
（

１
人

）

・
ほ

か
の

人
に

任
せ

る
か

ら
（

１
人

）

・
相

手
が

ど
ん

ど
ん

意
見

を
言

う
か

ら
、

言
い

返
し

た
く

な
い

（
１

人
）

３
．

考
え

や
立

場
の

違
い

か
ら

対
立

し
た

と
き

、
あ

な
た

は
ど

う
し

て
い

ま
す

か
？

道
徳

学
習

指
導

案

指
導

者
石

岡
祐

介

１
日

時
２

０
１

９
年

１
１

月
１

８
日

（
月

曜
日

）
５

校
時

２
場

所
多

目
的

ホ
ー

ル

３
対

象
２

年
１

組
（

男
子

９
名

女
子

９
名

計
１

８
名

）

４
主

題
名

考
え

や
立

場
の

違
い

の
尊

重
内

容
項

目
（

Ｂ
－

（
９

）
相

互
理

解
寛

容
）

５
資

料
「

「
桃

太
郎

」
の

鬼
退

治
」

６
主

題
設

定
の

理
由

（
１

）
ね

ら
い

と
す

る
価

値
に

つ
い

て

中
学

校
の

学
習

指
導

要
領

（
平

成
２

９
年

告
示

）
解

説
、
「

特
別

の
教

科
道

徳
編

」
で

は
、
「

相
互

理
解

、
寛

容
」

に
つ

い
て

以
下

の
よ

う
に

捉
え

て
い

る
。

自
分

の
考

え
や

意
見

を
相

手
に

伝
え

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
個

性
や

立
場

を
尊

重
し

、
い

ろ
い

ろ

な
も

の
の

見
方

や
考

え
方

が
あ

る
こ

と
を

理
解

し
、

寛
容

の
心

を
も

っ
て

謙
虚

に
他

に
学

び
、

自
ら

を

高
め

て
い

く
こ

と

人
と

人
と

が
理

解
し

合
う

た
め

に
は

、
ま

ず
は

自
分

の
考

え
を

伝
え

る
こ

と
が

鍵
と

な
る

。
考

え
を

伝
え

合
い

、
自

分
と

異
な

る
考

え
を

も
つ

人
が

い
る

と
知

る
こ

と
で

、
初

め
て

自
分

の
考

え
が

一
面

的

で
あ

る
こ

と
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

る
。

そ
し

て
、

人
は

そ
れ

ぞ
れ

の
見

方
や

考
え

方
に

と
ら

わ
れ

や

す
い

こ
と

を
意

識
で

き
る

と
、

そ
れ

が
相

手
の

立
場

を
尊

重
す

る
こ

と
に

つ
な

が
っ

て
い

く
。

ま
た

、

相
手

を
尊

重
し

、
他

者
に

学
ぶ

こ
と

は
、

自
分

の
考

え
を

確
か

な
も

の
に

し
て

い
く

こ
と

に
な

る
。

互

い
に

高
め

合
え

る
人

間
関

係
を

築
く

た
め

に
も

、
そ

れ
ぞ

れ
の

立
場

や
考

え
が

違
う

こ
と

を
認

め
、

互

い
を

尊
重

し
、

学
び

合
う

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

（
２

）
生

徒
の

実
態

に
つ

い
て

５
月

に
実

施
し

た
道

徳
ア

セ
ス

メ
ン

ト
調

査
（

１
８

名
実

施
）

か
ら

、
内

容
項

目
「

Ｂ
主

と
し

て

人
と

の
関

わ
り

に
関

す
る

こ
と

」
に

関
す

る
道

徳
的

価
値

の
理

解
度

と
道

徳
的

行
為

の
実

践
意

欲
（

行

動
力

）
を

見
て

み
る

と
、

以
下

の
よ

う
に

な
る

。

内
容

項
目

理
解

度
行

動
力

思
い

や
り

の
心

を
も

っ
て

人
と

接
す

る
と

と
も

に
、

家
族

な
ど

の
支

え
や

多
く

の
人

々
と

の
善

思
い

や
り

・
感

謝
意

に
よ

り
日

々
の

生
活

や
現

在
の

自
分

が
あ

る
５

８
％

５
０

％

こ
と

に
感

謝
し

、
進

ん
で

そ
れ

に
応

え
、

人
間
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上
記

の
結

果
か

ら
、

考
え

や
意

見
が

対
立

し
た

時
、

相
手

の
立

場
に

立
っ

て
意

見
を

聞
い

た
り

、
自

分
の

意
見

を
伝

え
た

り
、

ま
た

話
し

合
い

を
し

た
り

す
る

人
が

比
較

的
多

い
。

そ
の

理
由

と
し

て
、

多

く
の

人
が

、
相

手
と

嫌
な

関
係

に
な

り
た

く
な

い
と

答
え

て
い

る
。

し
か

し
、

お
互

い
に

と
っ

て
良

い

結
論

を
だ

す
た

め
に

話
し

合
い

を
す

る
と

い
う

人
は

少
な

い
。

ま
た

、
他

の
人

の
良

い
面

を
積

極
的

に

見
つ

け
た

り
、

謙
虚

に
学

ん
だ

り
す

る
人

も
比

較
的

多
い

が
、

人
に

よ
っ

て
選

ん
で

い
る

傾
向

が
あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
ど

ん
な

人
で

も
良

い
面

を
積

極
的

に
見

つ
け

た
り

、
他

の
存

在
の

独
自

性
を

認
め

た

り
す

る
な

ど
、

い
ろ

い
ろ

な
も

の
の

見
方

や
考

え
方

が
あ

る
こ

と
を

理
解

さ
せ

た
い

。
そ

う
す

る
こ

と

で
、

他
者

か
ら

学
び

、
自

分
自

身
を

高
め

、
他

者
と

と
も

に
生

き
る

と
い

う
自

制
を

伴
っ

た
気

持
ち

で
、

判
断

し
行

動
す

る
こ

と
の

大
切

さ
も

理
解

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

て
い

る
。

（
３

）
資

料
に

つ
い

て

本
教

材
は

、
前

半
は

昔
話

の
桃

太
郎

、
後

半
は

桃
太

郎
の

話
を

「
鬼

の
子

」
の

立
場

で
見

た
ら

ど
う

な
る

か
を

表
し

た
広

告
で

構
成

さ
れ

て
い

る
。

広
告

の
イ

ン
パ

ク
ト

が
非

常
に

強
い

た
め

、
「

鬼
の

子
」

の
感

情
理

解
に

と
ど

ま
っ

て
し

ま
う

と
、
「

相
互

理
解

、
寛

容
」

の
学

習
に

な
ら

な
い

。
そ

こ
で

、
活

用

に
当

た
っ

て
は

、
桃

太
郎

の
行

動
や

考
え

方
を

批
判

的
に

捉
え

、
互

い
の

意
見

を
交

わ
し

合
わ

せ
る

と

と
も

に
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
を

十
分

に
、

そ
し

て
冷

静
に

理
解

さ
せ

、
お

互
い

に
歩

み
寄

る
気

持
ち

を

持
た

せ
た

う
え

で
、

自
分

の
考

え
を

も
て

る
よ

う
に

し
た

い
。

（
４

）
指

導
に

あ
た

っ
て

ま
ず

は
、

個
性

に
つ

い
て

考
え

さ
せ

た
い

。
そ

の
た

め
、

事
前

指
導

（
学

級
活

動
）

に
お

い
て

リ
フ

レ
－

ミ
ン

グ
を

行
う

。
個

性
と

は
、

他
者

と
取

り
か

え
る

こ
と

の
で

き
な

い
１

人
１

人
が

も
つ

独
自

性

で
あ

る
。

自
分

自
身

の
嫌

な
部

分
も

見
方

を
変

え
れ

ば
輝

く
個

性
に

な
る

事
を

理
解

し
、

相
手

の
存

在

を
認

め
る

こ
と

に
つ

な
げ

た
い

。

ま
た

、
本

時
の

批
判

的
な

活
動

を
通

し
て

、
異

な
る

立
場

で
も

お
互

い
に

自
分

の
意

見
を

発
信

し
、

他
の

人
か

ら
謙

虚
に

，
学

ぶ
姿

勢
を

作
り

た
い

。
そ

の
た

め
に

意
見

が
対

立
し

た
ま

ま
で

終
わ

る
の

で

は
な

く
、

相
手

の
考

え
や

意
見

を
個

性
と

し
て

認
め

、
尊

重
し

、
そ

こ
か

ら
お

互
い

に
歩

み
寄

っ
て

、

道
徳

的
価

値
に

つ
い

て
考

え
を

深
め

て
い

く
機

会
と

し
た

い
。

そ
う

す
る

こ
と

で
、

生
徒

が
こ

の
先

、

他
者

と
と

も
に

よ
り

よ
く

生
き

て
い

く
為

の
見

通
し

を
持

つ
こ

と
に

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え

て
い

る
。

７
他

教
科

・
領

域
と

の
関

連

・
特

別
活

動

→
自

他
の

個
性

の
理

解
と

尊
重

、
よ

り
よ

い
人

間
関

係
の

形
成

（
学

級
活

動
の

内
容

（
２

）
－

ア
）
）

８
本

時
の

指
導

（
１

）
本

時
の

ね
ら

い

昔
話

「
桃

太
郎

」
に

つ
い

て
、

鬼
を

退
治

す
る

桃
太

郎
と

、
退

治
さ

れ
た

鬼
の

子
と

の
、

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
に

立
っ

て
考

え
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
い

ろ
い

ろ
な

も
の

の
見

方
や

考
え

方
が

あ
る

こ
と

を
理

解

す
る

と
と

も
に

、
考

え
方

や
立

場
の

違
う

人
ど

う
し

が
理

解
し

合
う

た
め

に
は

、
互

い
に

認
め

合
い

、

尊
重

し
よ

う
と

す
る

気
持

ち
の

大
切

さ
に

気
付

く
こ

と
が

で
き

る
。

・
お

互
い

の
考

え
や

意
見

を
言

う
。

話
し

合
い

を
す

る
。
（

９
人

）

・
相

手
に

理
由

を
聞

く
（

５
人

）
・

相
手

に
合

わ
せ

る
（

２
人

）

・
相

手
の

意
見

に
共

感
す

る
（

１
人

）
・

無
視

す
る

（
１

人
）

４
．

３
で

答
え

た
よ

う
な

行
動

を
と

る
の

は
な

ぜ
で

す
か

。

・
良

い
結

論
を

出
す

た
め

（
３

人
）

・
ど

ち
ら

が
正

し
い

か
判

断
す

る
た

め
（

２
人

）

・
選

択
肢

が
増

え
る

た
め

（
１

人
）

・
相

手
の

考
え

を
知

り
た

い
か

ら
（

３
人

）

・
相

手
と

嫌
な

関
係

に
な

り
た

く
な

い
（

７
人

）
・

相
手

を
優

先
さ

せ
た

い
（

１
人

）

・
相

手
の

意
見

を
聞

き
た

く
な

い
（

１
人

）

５
．

他
の

人
の

良
い

面
を

積
極

的
に

見
つ

け
よ

う
と

し
て

い
ま

す
か

。

①
相

手
が

誰
で

も
ど

ん
な

場
合

で
も

見
つ

け
よ

う
と

し
て

い
る

（
２

人
）

②
相

手
や

場
合

に
応

じ
て

見
つ

け
よ

う
と

し
て

い
る

（
１

１
人

）

③
あ

ま
り

見
つ

け
よ

う
と

は
し

て
い

な
い

（
５

人
）

６
．

相
手

が
誰

で
あ

っ
て

も
、

ど
ん

な
場

面
で

も
謙

虚
に

他
の

人
か

ら
学

ぶ
よ

う
に

し
て

い
ま

す
か

。

①
相

手
が

誰
で

も
、

ど
ん

な
場

面
で

も
謙

虚
に

学
ぶ

よ
う

に
し

て
い

る
（

８
人

）

②
自

分
で

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

相
手

や
場

合
を

判
断

し
て

い
る

（
９

人
）

③
相

手
や

い
ろ

い
ろ

な
場

面
に

お
い

て
、

あ
ま

り
学

ぶ
べ

き
事

は
な

い
（

１
人

）

７
．
「

正
義

」
と

い
う

言
葉

の
意

味
を

書
い

て
下

さ
い

。

・
正

し
い

こ
と

。
み

ん
な

を
守

る
こ

と
（

１
０

人
）

・
集

団
の

中
で

正
し

い
こ

と
（

１
人

）

・
困

っ
て

い
る

人
を

助
け

る
こ

と
（

１
人

）

・
嫌

わ
れ

る
存

在
、

自
分

が
傷

つ
き

誰
か

を
助

け
る

こ
と

（
１

人
）

・
悪

い
こ

と
は

悪
い

と
言

う
こ

と
（

１
人

）

・
悪

に
対

し
て

裁
く

事
。

使
い

方
に

よ
っ

て
い

つ
で

も
悪

く
な

っ
た

り
す

る
（

１
人

）

・
優

し
く

す
る

こ
と

（
１

人
）

・
平

和
な

世
界

を
作

る
こ

と
（

１
人

）

・
ど

ん
な

相
手

で
も

、
謙

虚
に

相
手

を
認

め
敬

う
こ

と
（

１
人

）

８
．
「

正
義

の
味

方
」

と
い

う
言

葉
の

意
味

を
書

い
て

下
さ

い
。

・
正

し
い

こ
と

に
力

を
入

れ
る

人
（

２
人

）
・

正
義

を
も

っ
て

い
る

人
（

１
人

）

・
正

し
い

気
持

ち
を

持
っ

て
い

る
人

（
１

人
）

・
そ

の
人

々
の

集
ま

り
の

中
で

英
雄

的
存

在
。

正
し

い
存

在
。

正
義

に
従

っ
て

い
る

人
（

１
人

）

・
み

ん
な

を
守

る
人

（
２

人
）

・
困

っ
て

い
る

人
を

助
け

る
（

２
人

）

・
善

人
の

味
方

で
、

ど
ん

な
人

で
も

助
け

よ
う

と
し

て
い

る
人

（
１

人
）

・
ど

の
場

合
の

人
か

ら
で

も
慕

わ
れ

、
み

ん
な

を
守

る
人

（
１

人
）

・
良

い
こ

と
は

良
い

こ
と

、
悪

い
こ

と
は

悪
い

こ
と

だ
と

教
え

て
く

れ
る

人
（

２
人

）

・
自

分
に

見
方

を
し

て
く

れ
る

人
（

１
人

）

・
い

つ
で

も
、

ど
こ

で
も

誰
に

で
も

平
等

に
優

し
く

す
る

（
１

人
）

・
平

和
な

世
界

を
作

ろ
う

と
し

て
い

る
人

や
、

そ
の

人
を

応
援

す
る

人
（

２
人

）

・
ど

ん
な

相
手

で
も

、
謙

虚
に

相
手

を
認

め
敬

う
人

（
１

人
）
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ほ
し

か
っ

た
。

鬼
の

生
活

鬼
退

治
の

前
に

桃
太

に
ど

う
し

て
ほ

し
か

っ

の
こ

と
も

考
え

て
ほ

し
か

郎
に

ど
う

考
え

て
ほ

た
。

ど
う

考
え

て
ほ

し

っ
た

。
し

か
っ

た
の

か
気

付
か

っ
た

。

か
せ

た
い

。

鬼
達

が
桃

太
郎

達
に

倒
桃

太
郎

に
と

っ
て

は
、

鬼
立

場
が

違
う

も
の

ど
桃

太
郎

に
と

っ
て

も
、

さ
れ

る
。

め
で

た
し

、
を

倒
す

こ
と

に
よ

っ
て

、
う

し
が

お
互

い
に

わ
鬼

の
子

に
と

っ
て

も
お

め
で

た
し

。
ボ

ク
の

お
め

で
た

し
、

め
で

た
し

と
か

り
合

う
た

め
に

は
、

互
い

に
想

い
が

あ
り

そ

と
う

さ
ん

は
桃

太
郎

と
な

っ
た

。
し

か
し

鬼
の

子
何

が
必

要
か

気
付

か
う

だ
ね

。
解

決
す

る
の

い
う

や
つ

に
殺

さ
れ

ま
に

と
っ

て
は

、
め

で
た

し
、

せ
た

い
。

か
な

。
解

決
す

る
た

め

し
た

。
め

で
た

し
に

な
っ

て
い

な
に

は
お

互
い

に
ど

ん
な

い
。

気
持

ち
が

必
要

か
な

。

１
０

本
時

の
展

開

○
教

材
に

関
わ

る
写

真
を

数
枚

提
示

し
、

関
心

を
持

た
せ

る
○

教
師

が
範

読

○
問

題
の

所
在

が
な

い
場

合
可

○
生

徒
の

発
言

に
対

し
て

、
問

い
返

し
や

、
切

り
返

し
を

行
い

、
問

い
を

設
定

に
つ

な
げ

る

○
問

題
の

所
在

確
認

・
鬼

退
治

す
る

こ
と

・
ぼ

く
の

お
と

う
さ

ん
は

、
桃

太
郎

と
い

う
や

つ
に

殺
さ

れ
ま

し
た

・
め

で
た

し
、

め
で

た
し

３
．

登
場

人
物

の
確

認

４
．

範
読

５
．

問
題

の
所

在
を

確
認

発
「

こ
の

資
料

を
読

ん
で

、
考

え
さ

せ
ら

れ
た

部
分

は
あ

り
ま

す
か

」

①
資

料
の

問
題

場
面

に
線

を
引

か
せ

る
②

生
徒

に
発

表
さ

せ
る

６
．

問
い

の
設

定
（

中
心

発
問

）

桃
太

郎
が

し
た

こ
と

は
、

本
当

の
正

義
だ

っ
た

の
だ

ろ

う
か

。

○
教

材
に

関
わ

る
教

師
の

悩
み

や
考

え
を

示
し

、
教

師
も

一
緒

に
考

え
る

姿
勢

を
も

つ
。

○
こ

の
後

の
「

考
え

議
論

す
る

」
こ

と
に

向
け

て
、

正
義

と
い

う
言

葉
を

お
さ

え
る

１
．

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
の

紹
介

①
正

義
や

正
義

の
味

方
と

い
う

言
葉

の
意

味
を

お
さ

え
る

○
正

義
人

が
踏

み
行

う
べ

き
正

し
い

道
筋

社
会

全
体

の
正

し
い

秩
序

○
正

義
の

味
方

弱
者

を
救

い
、

悪
者

を
こ

ら
し

め
る

人

２
．

学
び

の
テ

ー
マ

の
掲

示

本
当

の
正

義
に

つ
い

て
考

え

よ
う

導 入

○
留

意
点

●
評

価
予

想
さ

れ
る

反
応

教
師

の
働

き
か

け
段

階

（
２

）
校

内
研

と
の

か
か

わ
り

研
修

主
題

思
い

や
り

と
道

徳
的

な
判

断
力

を
高

め
る

た
め

の
指

導
の

研
究

～
道

徳
的

価
値

に
つ

い
て

、
考

え
議

論
す

る
特

別
の

教
科

道
徳

の
授

業
実

践
を

通
し

て
～

研
究

主
題

と
の

関
連

に
お

い
て

、
本

時
の

指
導

に
あ

た
っ

て
は

２
つ

の
場

面
を

設
定

す
る

。

①
考

え
議

論
す

る
場

面

○
考

え
る

場
面

・
・

・
「

６
．

問
い

の
設

定
」

「
７

．
場

面
整

理
」

「
８

．
多

面
的

・
多

角
的

な
考

え
を

引
き

出
す

場
面

（
意

見
の

拡
散

）
」

○
議

論
す

る
場

面
・

・
「

９
．

考
え

を
整

理
し

、
イ

メ
ー

ジ
を

広
げ

る
場

面
」

「
１

０
．

多
面

的
・

多
角

的
な

発
問

を
し

、
道

徳
的

価
値

を
深

め
て

い
く

場
面

（
意

見
の

収
束

）
」

「
１

１
．

多
様

な
考

え
を

知
る

場
面

」

②
問

題
解

決
的

な
活

動
の

場
面

○
自

ら
道

徳
的

問
題

に
取

り
組

む
場

面
・

・
・

・
・

・
・

・
・
「

５
．

問
題

の
所

在
を

確
認

」

○
人

と
し

て
何

か
で

き
る

こ
と

は
な

い
か

考
え

さ
せ

る
場

面
・
「

１
２

．
人

間
理

解
の

場
面

」

９
資

料
分

析

主
要

場
面

登
場

人
物

の
心

の
動

き
気

づ
か

せ
た

い
こ

と
発

問

悪
い

鬼
が

い
ろ

い
ろ

な
桃

太
郎

に
と

っ
て

鬼
は

悪

国
か

ら
宝

を
取

り
上

げ
者

。
自

分
の

身
の

周
り

の

て
い

る
と

い
う

話
を

聞
人

や
大

切
な

人
を

守
り

た

き
、

鬼
退

治
に

行
く

と
い

と
い

う
想

い
が

あ
る

。
桃

太
郎

の
立

場
か

ら
桃

太
郎

は
ど

う
い

う
想

決
意

。
鬼

退
治

が
ど

ん
な

も
い

で
鬼

を
倒

し
に

行
っ

の
な

の
か

気
付

か
せ

た
の

か
。

島
に

着
く

と
、
鬼

達
は

、
や

は
り

桃
太

郎
に

と
っ

て
た

い
。

太
い

鉄
の

棒
を

振
り

回
鬼

は
悪

者
。
（

再
確

認
）

し
、

桃
太

郎
達

に
向

か

っ
て

く
る

。

ボ
ク

の
お

と
う

さ
ん

は
桃

太
郎

が
憎

い
し

、
父

を
鬼

の
子

の
立

場
か

ら
鬼

の
子

は
ど

う
い

う
想

桃
太

郎
と

い
う

や
つ

に
殺

さ
れ

て
つ

ら
い

。
鬼

退
鬼

退
治

が
ど

ん
な

も
い

で
、
書

い
た

の
か

な
。

殺
さ

れ
ま

し
た

。
治

の
前

に
事

情
を

聞
い

て
の

な
の

か
。

ま
た

、
鬼

退
治

の
前

に
桃

太
郎
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１
１

生
徒

の
取

組
状

況
の

ポ
イ

ン
ト

（
１

）
い

ろ
い

ろ
な

も
の

の
見

方
や

考
え

方
が

あ
る

事
を

理
解

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
考

え
方

や
立

場
を

尊
重

す

る
こ

と
に

つ
い

て
考

え
て

い
る

。

（
２

）
そ

れ
ぞ

れ
の

登
場

人
物

の
視

点
で

考
え

る
こ

と
で

、
立

場
や

状
況

の
異

な
る

他
者

と
理

解
し

合
う

こ

と
の

難
し

さ
と

大
切

さ
を

考
え

て
い

る
。

（
３

）
相

手
の

立
場

に
な

っ
て

考
え

、
互

い
を

認
め

合
い

、
理

解
し

て
い

こ
う

と
い

う
心

情
を

高
め

て
い

る
。

●
さ

ま
ざ

ま
な

考
え

方
や

立
場

の
人

ど
う

し
が

理
解

し
合

う
に

は
、

ど
ん

な
気

持
ち

が
必

要
か

自
分

の
考

え
を

も
ち

、
議

論
す

る
活

動
を

通
じ

て
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

か
（

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

で
評

価
）

○
２

～
３

人
に

指
名

し
、

発

表
後

に
は

暖
か

い
拍

手

を
す

る
。

○
失

敗
談

を
は

な
す

○
本

当
の

正
義

と
は

何
だ

ろ
う

。
・

自
分

の
意

見
を

言
っ

た
り

、
相

手
の

考
え

を
聞

い
て

み
た

り
す

る
こ

と
・

相
手

が
間

違
っ

て
い

る
と

決

め
つ

け
な

い
こ

と

・
相

手
の

立
場

に
な

っ
て

考
え

て
み

る
こ

と

・
相

手
の

存
在

を
認

め
、

立
場

や
考

え
を

尊
重

す
る

こ
と

・
見

方
に

よ
っ

て
変

わ
る

も
の

な
の

で
、

お
互

い
に

理
解

し
よ

う
と

す
る

こ
と

・
自

己
中

心
的

な
考

え
方

で
は

な
く

、
社

会
を

よ
り

よ
く

し
て

い
こ

う
と

す
る

気
持

ち

１
３

．
振

り
返

り

（
納

得
解

へ
つ

な
げ

る
）

発
「

本
当

の
正

義
っ

て
何

だ
ろ

う
」 ワ

ー
ク

シ
ー

ト
に

記
入

す
る

１
４

．
発

表
の

場
を

も
つ

（
他

者
理

解
を

図
る

）

１
５

．
教

師
の

説
話

ま と め

１
１

．
多

様
な

考
え

を
知

る
場

面
ワ

ー
ル

ド
カ

フ
ェ

方
式

で
他

の
グ

ル
ー

プ
の

結
果

を
参

観
に

行
く

１
２

．
人

間
理

解
の

場
面

そ
の

後
の

桃
太

郎
の

話
を

読
み

上
げ

る
（

ス
ラ

イ
ド

）

発
「

世
界

や
身

の
ま

わ
り

に
似

た
よ

う
な

話
は

な
い

か
な

」

・
ケ

ン
カ

、
戦

争
、

テ
ロ

○
机

を
一

斉
授

業
型

に
戻

す

○
な

か
な

か
実

現
で

き
な

い
人

間
と

し
て

の
弱

さ
を

理
解

し
た

上
で

、
道

徳

的
価

値
を

深
め

て
い

く

展 開 展 開

７
．

場
面

整
理

①
桃

太
郎

に
と

っ
て

の
鬼

退
治

に
つ

い
て

確
認

す
る

②
鬼

の
子

に
と

っ
て

の
鬼

退
治

に
つ

い
て

確
認

す
る

８
．

多
面

的
・

多
角

的
な

考
え

を
引

き
出

す
場

面
（

意
見

の
拡

散
）

①
本

当
の

正
義

か
、

そ
う

で
な

い
か

％
で

表
す

②
上

記
の

理
由

を
自

分
の

意
見

と
し

て
付

箋
紙

に
記

入
さ

せ
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
貼

ら
せ

る
③

自
分

の
ネ

ー
ム

プ
レ

ー
ト

を
黒

板
に

掲
示

さ
せ

る

９
．

考
え

を
整

理
し

、
イ

メ
ー

ジ
を

広
げ

る
場

面
（

意
見

の
整

理
）

①
グ

ル
ー

プ
を

つ
く

り
、

付
箋

を
使

い
な

が
ら

、
グ

ル
ー

プ
毎

に
イ

メ
ー

ジ
マ

ッ
プ

を
作

成

１
０

．
多

面
的

・
多

角
的

な
発

問
を

し
、

道
徳

的
価

値
を

深
め

て
い

く
場

面
（

意
見

の
収

束
）

①
発

問
を

繰
り

返
し

、
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
わ

せ
、

イ
メ

ー
ジ

マ
ッ

プ
を

作
成

○
桃

太
郎

の
視

点
発

「
桃

太
郎

は
ど

う
い

う
想

い
で

鬼
を

倒
し

に
い

っ
た

の
か

」

○
鬼

の
子

の
視

点
発

「
鬼

の
子

は
ど

う
い

う
想

い
で

書
い

た
の

か
な

」

発
「

鬼
の

子
は

鬼
退

治
の

前
に

桃
太

郎
に

ど
う

し
て

ほ
し

か
っ

た
の

か
。

ど
う

考
え

て
ほ

し
か

っ
た

の
か

な
」

○
解

決
に

向
け

た
視

点

発
「

桃
太

郎
に

と
っ

て
も

、
鬼

の
子

に
と

っ
て

も
お

互
い

に
想

い
が

あ
り

そ
う

だ
ね

。
解

決
す

る
の

か
な

。
解

決
す

る
た

め
に

は
お

互
い

に
ど

ん
な

気
持

ち
が

必
要

か
な

？
」

○
本

当
の

正
義

で
あ

る
理

由
・

鬼
は

悪
者

だ
か

ら
・

自
分

の
村

で
は

な
い

宝
を

取
り

返
し

た
か

ら
・

村
人

を
守

り
た

か
っ

た
安

心
さ

せ
た

か
っ

た
・

み
ん

な
が

困
ら

な
い

よ
う

に
・

罪
を

償
わ

せ
た

か
ら

○
本

当
の

正
義

で
な

い
理

由
・

暴
力

は
よ

く
な

い
・

罪
の

な
い

鬼
の

子
に

深
い

傷
を

負
わ

せ
た

・
み

ん
な

の
こ

と
（

鬼
の

家
族

の
こ

と
）

を
考

え
て

い
な

い
・

鬼
に

は
鬼

の
生

活
が

あ
っ

た

○
桃

太
郎

の
視

点

・
村

人
を

守
り

た
い

・
困

っ
て

い
る

人
を

助
け

た
い

・
み

ん
な

が
平

和
に

暮
ら

せ
る

よ
う

に

○
子

鬼
の

視
点

・
桃

太
郎

が
憎

い

・
父

を
殺

さ
れ

て
つ

ら
い

・
殺

さ
な

い
で

ほ
し

い

・
事

情
を

聞
い

て
ほ

し
い

・
鬼

の
こ

と
も

考
え

て
ほ

し
い

・
話

し
合

い
を

し
て

ほ
し

い

○
解

決
に

向
け

た
視

点

・
解

決
は

難
し

い

・
自

分
た

ち
の

想
い

を
伝

え
る

・
お

互
い

の
立

場
を

理
解

し
合

い
、

歩
み

寄
ろ

う
と

す
る

気

持
ち

・
お

互
い

の
こ

と
を

考
え

て
、

話
し

合
い

、
反

省
し

て
い

る

な
ら

相
手

の
行

為
を

許
す

気

持
ち

○
鬼

の
子

の
立

場
に

共
感

し
す

ぎ
な

い
よ

う
に

冷
静

に
確

認
さ

せ
る

○
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
○

付
箋

紙
は

二
種

類
用

意
し

、
正

義
の

場
合

の
理

由
と

、
そ

う
で

な
い

場
合

の
理

由
で

色
分

け
し

て
記

入
○

1
枚

の
付

箋
紙

に
1
つ

の
考

え
を

記
入

○
グ

ル
ー

プ
を

作
成

（
4

人
×

２
、

５
人

×
５

）
○

グ
ル

ー
プ

で
の

活
動

は
、

立
っ

て
行

う
○

意
見

を
分

類
し

な
が

ら
関

連
付

け
て

、
イ

メ
ー

ジ
を

広
げ

る
。

○
行

動
面

の
理

由
に

は
オ

ー
プ

ン
ク

エ
ス

チ
ョ

ン
で

質
問

し
、

考
え

を
広

げ
る

。
○

イ
メ

ー
ジ

マ
ッ

プ
の

参
考

例
を

掲
示

○
意

見
が

対
立

し
た

ま
ま

終

わ
ら

せ
ず

、
ね

ら
い

と
す

る
価

値
に

迫
る

話
合

い
を

行
わ

せ
る

○
解

決
し

よ
う

と
す

る
よ

う

声
が

け
す

る

○
参

観
す

る
際

に
、

視
点

を

与
え

る
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                                         板書計画 

学
び
の
テ
ー
マ 

 

本
当
の
正
義
に
つ
い
て
考
え
よ
う 

 

郎 
 

太 桃 

 
 

 

鬼 子 

 
       
 
 
 
 
 
 

 
                    
 
 
 

・
自
分
の
意
見
を
言
っ
た
り
、
相
手
の
考
え
を
聞
い
て
み
た
り
す
る
こ
と 

・
相
手
が
間
違
っ
て
い
る
と
決
め
つ
け
な
い
こ
と
。
相
手
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と 

・
相
手
の
存
在
を
認
め
、
立
場
や
考
え
を
尊
重
す
る
こ
と 

 
 
 
 

・
見
方
に
よ
っ
て
変
わ
る
も
の
な
の
で
、
お
互
い
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と 

 
 
 
 

・
自
己
中
心
的
な
考
え
方
で
は
な
く
、
社
会
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
の
こ
と 

鬼
は
悪
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

次
は
自
分
た
ち
の
村
か
も 

（
い
ろ
い
ろ
な
国
か
ら
宝
を
取
り
上
げ
て
い
る
話
を
聞
く
） 

 
 

 

（
村
の
み
ん
な
が
心
配
し
て
い
る
） 

（
太
い
鉄
の
棒
を
振
り
回
し
、
桃
太
郎
に
向
か
っ
て
く
る
） 

大
切
な
人
を
守
り
た
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鬼
を
倒
す 

（
育
て
て
く
れ
人
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
宝
を
取
り
返
し
た
） 

   

お
父
さ
ん
を
桃
太
郎
に
殺
さ
れ
た 

（
泣
い
て
い
る
） 

 

桃
太
郎
が
し
た
こ
と
は
、
本
当
の
正
義
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

本当の 

正義である 

５０％ 

本当の 

正義ではない 

０％ １００％ 

○生徒のネームプレート掲示 
問いに対する、個人で考えた意見を％で

示す 

発
問 

桃
太
郎
は
ど
う
い
う
想
い
で
鬼
を
倒
し
に
い
っ
た
の
か 

発
問 

お
互
い
に
解
決
す
る
た
め
に
ど
ん
な
気
持
ち
が
必
要
？ 

発
問 

子
鬼
は
鬼
退
治
の
前
に
桃
太
郎
に
ど
う
し
て
ほ
し
か
っ
た
？
ど
う
考
え
て
ほ
し
か
っ
た
？ 

発
問 

子
鬼
は
ど
う
い
う
想
い
で
書
い
た
の
か
な 

本
当
の
正
義
っ
て
何
だ
ろ
う
？ 

名
前

1

0
%

1
0

0
%

2
本

当
の

正
義

っ
て

何
だ

ろ
う

。

自
分

の
考

え
を

よ
り

明
確

に
し

て
い

く
た

め
に

…
…

　
　

　
自

分
の

意
見

は
こ

れ
で

よ
い

の
か

、
他

の
意

見
は

な
い

の
か

考
え

よ
う

。

桃
太

郎
が

し
た

こ
と

は
、

本
当

の
正

義
だ

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

○
を

付
け

、
理

由
を

考
え

よ
う

。

１
つ

の
付

箋
に

、
１

つ
の

考
え

を
記

入
。

☆
な

る
べ

く
た

く
さ

ん
の

考
え

を
書

こ
う

☆

こ
こ

に
赤

色
の

付
箋

を
貼

る
。

赤
色

の
付

箋
に

は
、
本
当
の
正
義
で
あ
る
理
由

を
記

入

こ
こ

に
黄

色
の

付
箋

を
貼

る
。

黄
色

の
付

箋
に

は
、
本
当
の
正
義
で
は
な
い
理
由

を
記

入

本
当

の
正

義
に

つ
い

て
考

え
よ

う

そ
う

考
え

た
理

由
は

？

本
当

の
正

義
で

あ
る

本
当

の
正

義
で

は
な

い

5
0

%

他
の

意
見

か

ら
学

ぼ
う
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イメージマップ　見本

学習問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

学びのテーマ

本当の正義について考えよう 桃太郎がしたことは、本当の正義だったのだろうか。

発問
②子鬼の想い（正義）
③桃太郎に考えてほし

いこと

発問①
桃太郎の想い

（正義）

赤の付箋
黄の付箋

赤の付箋
発問④
お互いに想いがあるが、解決するために
はどんな気持ちが必要かな。

付箋同士が共通していたら線で結ぶ

○で囲んで見出しをつけてもいいよ

理由になってたら、矢
印を書いてもいい

赤の付箋

黄の付箋

黄の付箋 赤の付箋

赤の付箋

黄の付箋 桃太郎

が鬼を

倒した

本当

の正

義で

ある

本当

の正

義で

ない

イメージマップ　参考例

学習問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理由

村人を守
りたかっ

た

発問
②子鬼の想い（正義）
③桃太郎に考えてほし

いこと

発問①
桃太郎の想い

（正義）

発問④
お互いに想いがあるが、解決するために
はどんな気持ちが必要かな。

桃太郎がしたことは、本当の正義だったのだろうか。

学びのテーマ

本当の正義について考えよう

鬼の立場を考えていない
みんなが
困らない
ように

罪を償わ
せるべき

暴力は良
くない

みんなのこと
（鬼の家族も
含めて）を考
えていない

鬼には鬼の
生活があっ

た

罪のない
子鬼に深
い傷を負
わせた

鬼は悪者

宝を取り
返したか

ら

誰かのために行動してる

桃太郎

が鬼を

倒した

本当

の正

義で

ある

本当

の正

義で

ない

・桃太郎

が憎い

・父を殺

されてつ

らい

・殺さな

いでほし

い

・事情を

聞いてほ

しい

・鬼のこ

とも考え

てほしい

・話し合

いをして

ほしい

・村人を

守りたい

・困って

いる人を

助けたい

・みんな

がへ平和

に暮らせ

るように

・解決は難しいけど、自分たちの想いを伝える

・お互いの立場を理解しあい、歩み寄ろうとする気持ち

・お互いのことを考えて、話し合い、反省しているなら相手の行為を許す気持ち
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【
２
年
　
道
徳
年
間
指
導
計
画
】

月
回

数
内

容
項

目
授

業
者

資
料
名

　
き
み
が
　
い
ち
ば
ん
　
ひ
か
る
と
き
（
光
村
図
書
）

学
校

行
事

1
Ｃ
－

（
１
５
）
よ
り
よ
い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

学
担

１
テ
ニ
ス
部

の
危

機
入

学
式

2
Ａ
－

（
２
）
節

度
、
節

制
学

担
１

夢
中

に
な
る
こ
と
は

悪
い
こ
と
？

１
学

期
始

業
式

3
Ｃ
－

（
１
４
）
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

主
任

三
百

六
十

五
×

十
四

回
分

の
「
あ
り
が

と
う
」

新
入

生
歓

迎
会

4
Ｄ
－

（
１
９
）
生

命
の

尊
さ

学
担

１
命

が
生

ま
れ

る
と
き
に

運
動

会

5
Ｂ
－

（
８
）
友

情
、
信

頼
学

担
１

友
達

は
ラ
イ
バ

ル

6
Ａ
－

（
４
）
希

望
と
勇

気
、
克

己
と
強

い
意

志
教

務
雪

に
耐

え
て
梅

花
麗

し
―

黒
田

人
貴

7
Ａ
－

（
１
）
自

主
、
自

律
、
自

由
と
責

任
学

担
１

カ
ラ
カ
ラ
カ
ラ

壮
行

式

8
Ｂ
－

（
８
）
友

情
、
信

頼
学

担
１

違
う
ん
だ
よ
、
健

司
中

体
連

9
Ｃ
－

（
１
０
）
遵

法
精

神
、
公

徳
心

学
担

１
民

主
主

義
と
多

数
決

の
近

く
て
遠

い
関

係
期

末
テ
ス
ト

1
0
Ｂ
－

（
６
）
思

い
や

り
、
感

謝
主

任
松

葉
づ
え

１
学

期
終

業
式

・
夏

休
み

1
1
Ｄ
－

（
１
９
）
生

命
の

尊
さ

学
担

１
つ
な
が

る
命

実
力

テ
ス
ト

1
2
Ｃ
－

（
１
３
）
勤

労
学

担
１

段
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ト
へ

の
思

い
２
学

期
始

業
式

1
3
Ａ
－

（
５
）
真

理
の

探
究

、
創

造
学

担
１

ス
カ
イ
つ
い
ー
に
か

け
た
夢

新
人

戦

1
4
Ａ
－

（
４
）
希

望
と
勇

気
、
克

己
と
強

い
意

志
学

担
１

夢
を
求

め
て
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

文
化

祭

1
5
Ｂ
－

（
７
）
礼

儀
学

担
１

秀
さ
ん
の

心
修

学
旅

行

1
6
Ｂ
－

（
９
）
相

互
理

解
、
寛

容
学

担
１

ジ
コ
チ
ュ
ウ

体
験

学
習

1
7
Ｃ
－

（
１
２
）
社

会
参

画
、
公

共
の

精
神

学
担

１
ち
が

い
の

意
味

を
見

直
す

中
間

テ
ス
ト

1
8
Ｃ
－
（
１
６
）
郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度

学
担

１
私

の
町

期
末

テ
ス
ト

1
9
Ｄ
－

（
１
２
）
自

然
愛

護
学

担
１

僕
の

仕
事

場
は

富
士

山
で
す

生
徒

会
選

挙

2
0
Ｄ
－

（
１
２
）
感

動
、
畏

敬
の

念
学

担
１

宇
宙

の
始

ま
り
に
思

い
を
寄

せ
て

実
力

テ
ス
ト

2
1
Ｃ
－
（
１
７
）
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度

学
担

２
さ
よ
な
ら
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

２
学

期
終

業
式

2
2
Ｃ
－

（
１
１
）
公

正
、
公

平
、
社

会
主

義
学

担
２

明
日

、
み

ん
な
で
着

よ
う

2
3
Ｃ
－

（
１
８
）
国

際
理

解
、
国

際
貢

献
学

担
１

ア
ン
ネ
の

バ
ラ

2
4
Ａ
－

（
１
）
自

主
、
自

律
、
自

由
と
責

任
主

任
「
許

せ
な
い
よ
ね

」

2
5
Ｃ
－

（
１
５
）
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び
学

担
１

あ
と
一

歩
だ
け
、
前

に

2
6
Ａ
－

（
３
）
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

学
担

１
優

し
さ
の

光
線

2
7
Ｂ
－

（
９
）
相

互
理

解
、
寛

容
教

務
「
桃

太
郎

」
鬼

退
治

2
8
Ａ
－

（
２
）
節

度
、
節

制
学

担
１

箱
根

駅
伝

に
挑

む
３
学

期
始

業
式

2
9
Ｃ
－

（
１
５
）
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び
学

担
１

人
っ
て
、
本

当
は

？
実

力
テ
ス
ト

3
0
Ａ
－

（
３
）
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

学
担

２
嫌

わ
れ

る
の

を
恐

れ
る
気

持
ち

期
末

テ
ス
ト

3
1
Ｂ
－

（
６
）
思

い
や

り
、
感

謝
学

担
１

気
づ
か

な
か

っ
た
こ
と

卒
業

式

3
2
Ｃ
－

（
１
１
）
公

正
、
公

平
、
社

会
主

義
学

担
１

ク
ロ
ス
プ
レ
ー

修
了

式

3
3
Ｃ
－

（
１
２
）
社

会
参

画
、
公

共
の

精
神

学
担

１
紙

芝
居

3
4
Ｄ
－

（
１
９
）
生

命
の

尊
さ

主
任

泣
き
す
ぎ
て
は

い
け
な
い

3
5
Ｃ
－

（
１
０
）
遵

法
精

神
、
公

徳
心

学
担

１
無

人
ス
タ
ン
ド

補
充

Ｂ
－

（
８
）
友

情
、
信

頼
泣

い
た
赤

お
に

斜
線

の
文

字
の

授
業

は
別

教
材

や
道

徳
調

査
な
ど

4
～

５
月

６
～

８
月

９
～

1
2
月

１
～

３
月

【
１
年
　
道
徳
年
間
指
導
計
画
】

月
回

数
内

容
項

目
授

業
者

資
料

名

　
き
み
が

　
い
ち
ば

ん
　
ひ
か

る
と
き
（
光

村
図

書
）

学
校

行
事

1
Ａ
－

（
１
）
自

主
、
自

立
、
自

由
と
責

任
学

担
自

分
で
決

め
る
っ
て
？

入
学

式

2
Ａ
－

（
２
）
節

度
、
節

制
学

担
自

然
教

室
で
の

出
来

事
１
学

期
始

業
式

3
Ｃ
－

（
１
４
）
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

学
担

さ
よ
な
ら
の

学
校

新
入

生
歓

迎
会

4
Ｄ
－

（
１
９
）
生

命
の

尊
さ

学
担

ひ
ま
わ

り
運

動
会

5
Ａ
－

（
４
）
希

望
と
勇

気
、
克

己
と
強

い
意

志
学

担
ヘ
レ
ン
と
共

に
ー
ア
ニ
ー
・
サ

リ
バ

ン

6
Ｂ
－

（
８
）
友

情
、
信

頼
学

担
い
ち
ば

ん
高

い
値

段
の

絵

7
Ｂ
－

（
９
）
相

互
理

解
、
寛

容
学

担
私

の
話

を
聞

い
て
ね

壮
行

式

8
Ｂ
－

（
６
）
思

い
や

り
、
感

謝
学

担
席

を
譲

っ
た
け
れ

ど
中

体
連

9
Ｃ
－

（
１
５
）
よ
り
よ
い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

学
担

一
粒

の
種

期
末

テ
ス
ト

1
0
Ｃ
－

（
１
１
）
公

正
、
公

平
、
社

会
主

義
学

担
魚

の
涙

１
学
期
終
業
式
・
夏
休
み

1
1
Ｄ
－

（
１
９
）
生

命
の

尊
さ

学
担

捨
て
ら
れ

た
悲

し
み

実
力

テ
ス
ト

1
2
Ａ
－

（
５
）
真

理
の

探
究

、
創

造
学

担
六

十
二

枚
の

天
気

図
２
学

期
始

業
式

1
3
Ｂ
－

（
７
）
礼

儀
主

任
学

習
机

新
人

戦

1
4
Ｂ
－

（
９
）
相

互
理

解
、
寛

容
教

務
言

葉
の

向
こ
う
に

文
化

祭

1
5
Ｂ
－

（
６
）
思

い
や

り
、
感

謝
学

担
父

の
言

葉
修

学
旅

行

1
6
Ｄ
－

（
１
９
）
生

命
の

尊
さ

教
務

エ
ル
マ
お
ば
あ
さ
ん
か
ら
の
「
最
後
の
贈
り
も
の
」

体
験

学
習

1
7
Ｃ
－

（
１
１
）
公

正
、
公

平
、
社

会
主

義
学

担
や

っ
ぱ

り
樹

里
は

中
間

テ
ス
ト

1
8
Ｃ
－

（
１
２
）
社

会
参

画
、
公

共
の

精
神

学
担

僕
た
ち
の

未
来

期
末

テ
ス
ト

1
9
Ｃ
－

（
１
３
）
勤

労
学

担
私

が
働

く
理

由
生

徒
会

選
挙

2
0
Ｃ
－

（
１
０
）
遵

法
精

神
、
公

徳
心

学
担

仏
の

銀
蔵

実
力

テ
ス
ト

2
1

Ｃ
－
（
１
６
）
郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度

学
担

な
お
し
も
ん

２
学

期
終

業
式

2
2
Ｄ
－

（
１
２
）
自

然
愛

護
学

担
鳥

り
が

見
せ

て
く
れ

た
も
の

2
3
Ｃ
－
（
１
７
）
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度

学
担

日
本

の
お
米

2
4
Ｃ
－

（
１
８
）
国

際
理

解
、
国

際
貢

献
主

任
異

文
化

の
人

々
と
共

に
生

き
る

2
5
Ｄ
－

（
１
２
）
感

動
、
畏

敬
の

念
主

任
命

の
木

2
6
Ｃ
－

（
１
５
）
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び
学

担
銀

色
の

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル

2
7
Ａ
－

（
４
）
希

望
と
勇

気
、
克

己
と
強

い
意

志
主

任
栄

光
の

架
け
橋

2
8
Ａ
－

（
１
）
自

主
、
自

律
、
自

由
と
責

任
学

担
裏

庭
で
の

出
来

事
３
学

期
始

業
式

2
9
Ａ
－

（
２
）
節

度
、
節

制
学

担
「
養

生
訓

」
よ
り

実
力

テ
ス
ト

3
0
Ｃ
－

（
１
５
）
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び
主

任
撮

れ
な
か

っ
た
一

枚
の

写
真

よ
り

期
末

テ
ス
ト

3
1
Ｂ
－

（
８
）
友

情
、
信

頼
学

担
親

友
卒

業
式

3
2
Ｃ
－

（
１
０
）
遵

法
精

神
、
公

徳
心

学
担

雨
の

日
の

昇
降

口
修

了
式

3
3
Ｃ
－

（
１
５
）
よ
り
よ
い
学

校
生

活
、
集

団
生

活
の

充
実

学
担

初
め
て
の

伴
奏

3
4
Ａ
－

（
３
）
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

学
担

カ
メ
は

自
分

を
知

っ
て
い
た

3
5
Ｂ
－

（
６
）
思

い
や

り
、
感

謝
学

担
旗

補
充

Ｂ
－

（
６
）
思

い
や

り
、
感

謝
橋

の
上

の
お
お
か

み

斜
線

の
文

字
の

授
業

は
別

教
材

や
道

徳
調

査
な
ど

4
～

５
月

６
～

８
月

９
～

1
2

月 １
～

３
月
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【
３
年
　
道
徳
年
間
指
導
計
画
】

月
回

数
内

容
項

目
授

業
者

資
料

名

　
き
み

が
　
い
ち
ば

ん
　
ひ
か

る
と
き
（
光

村
図

書
）

学
校

行
事

1
Ａ
－

（
４
）
希

望
と
勇

気
、
克

己
と
強

い
意

志
学

担
１

メ
ダ
ル

の
向

こ
う
側

に
入

学
式

2
Ｃ
－

（
１
１
）
公

正
、
公

平
、
社

会
主

義
主

任
小

さ
な
出

来
事

１
学

期
始

業
式

3
Ｂ
－

（
６
）
思

い
や

り
、
感

謝
学

担
１

背
番

号
１
０

新
入

生
歓

迎
会

4
Ｄ
－

（
１
９
）
生

命
の

尊
さ

学
担

２
あ
の

日
　
生

ま
れ

た
命

運
動

会

5
Ａ
－

（
１
）
自

主
、
自

律
、
自

由
と
責

任
主

任
「
知

ら
な
い
よ
。
」

6
Ｃ
－

（
１
０
）
遵

法
精

神
、
公

徳
心

学
担

１
二

通
の

手
紙

7
Ａ
－

（
３
）
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

主
任

が
ん
ば

れ
　
お
ま
え

壮
行

式

8
Ｃ
－

（
１
５
）
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び
学

担
１

足
袋

の
季

節
中

体
連

9
Ｂ
－

（
９
）
相

互
理

解
、
寛

容
学

担
２

ア
イ
ツ
と
オ
レ

期
末

テ
ス
ト

1
0
Ｃ
－

（
１
１
）
公

正
、
公

平
、
社

会
主

義
学

担
１

ぼ
く
の

物
語

　
あ
な
た
の

物
語

１
学
期
終
業
式
・
夏
休
み

1
1
Ｃ
－

（
１
２
）
社

会
参

画
、
公

共
の

精
神

学
担

１
電

話
番

実
力

テ
ス
ト

1
2
Ａ
－

（
５
）
真

理
の

探
究

、
創

造
学

担
２

根
元

を
極

め
て
―

「
お
茶

博
士

」
辻

村
み

ち
よ

２
学

期
始

業
式

1
3
Ｂ
－

（
８
）
友

情
、
信

頼
主

任
私

が
ピ
ン
ク
色

の
キ
ャ
ッ
プ
を
か

ぶ
る
わ

け
新

人
戦

1
4
Ａ
－

（
１
）
自

主
、
自

律
、
自

由
と
責

任
学

担
１

三
年

目
の

「
ご
め
ん
ね

」
文

化
祭

1
5
Ｂ
－

（
７
）
礼

儀
主

任
礼

儀
正

し
さ
と
は

修
学

旅
行

1
6
Ｃ
－

（
１
２
）
社

会
参

画
、
公

共
の

精
神

学
担

１
一

票
を
投

じ
る
意

味
体

験
学

習

1
7
Ｃ
－

（
１
０
）
遵

法
精

神
、
公

徳
心

学
担

１
闇

の
中

の
炎

中
間

テ
ス
ト

1
8
Ｃ
－

（
１
３
）
勤

労
学

担
１

聖
地

甲
子

園
の

土
守

期
末

テ
ス
ト

1
9

Ｃ
－
（
１
７
）
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
国
を
愛
す
る
態
度

学
担

２
障

子
の

あ
か

り
生

徒
会

選
挙

2
0
Ｄ
－

（
１
２
）
感

動
、
畏

敬
の

念
学

担
１

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
―

受
け
継

が
れ

て
い
く
思

い
実

力
テ
ス
ト

2
1
Ａ
－

（
３
）
向

上
心

、
個

性
の

伸
長

主
任

先
人

の
言

葉
―

「
論

語
」

２
学

期
終

業
式

2
2
Ａ
－

（
５
）
真

理
の

探
究

、
創

造
学

担
１

私
が

目
ざ
し
た
白

―
陶

芸
家

・
前

田
昭

博

2
3
Ｄ
－

（
１
９
）
生

命
の

尊
さ

学
担

１
命

の
選

択

2
4

Ｃ
－
（
１
６
）
郷
土
の
伝
統
と
文
化
の
尊
重
、
郷
土
を
愛
す
る
態
度

主
任

村
長

の
決

断

2
5
Ｃ
－

（
１
８
）
国

際
理

解
、
国

際
貢

献
学

担
１

希
望

の
義

足

2
6
Ｂ
－

（
９
）
相

互
理

解
、
寛

容
教

務
恩

讐
の

彼
方

に

2
7
Ａ
－

（
４
）
希

望
と
勇

気
、
克

己
と
強

い
意

志
学

担
１

『
落

葉
』
－

菱
田

春
草

2
8
Ａ
－

（
２
）
節

度
、
節

制
学

担
１

小
さ
い
こ
と

３
学

期
始

業
式

2
9
Ｃ
－
（
１
５
）
よ
り
よ
い
学
校
生
活
、
集
団
生
活
の
充
実

学
担

１
巣

立
ち
の

歌
が

聞
こ
え
る

実
力

テ
ス
ト

3
0
Ｃ
－

（
１
４
）
家

族
愛

、
家

庭
生

活
の

充
実

学
担

1
一

冊
の

ノ
ー
ト

期
末

テ
ス
ト

3
1
Ｄ
－

（
１
９
）
生

命
の

尊
さ

主
任

命
と
向

き
合

う
卒

業
式

3
2
Ｂ
－

（
８
）
友

情
、
信

頼
学

担
１

嵐
の

後
に

修
了

式

3
3
Ｂ
－

（
６
）
思

い
や

り
、
感

謝
学

担
１

出
会

い
の

輝
き

3
4
Ｃ
－

（
１
５
）
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び
学

担
１

手
紙

3
5
Ｃ
－

（
１
５
）
よ
り
よ
く
生

き
る
喜

び
二

人
の

弟
子

補
充

Ａ
－

（
１
）
自

主
、
自

律
、
自

由
と
責

任
学

担
２

手
品

師

斜
線

の
文

字
の

授
業

は
別

教
材

や
道

徳
調

査
な
ど

4
～

５
月

６
～

８
月

９
～

1
2

月 １
～

３
月
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あ
な
た
が
考
え
る
良
い
集
団
と
は
（
２
回
目
）

 
２
年
生

 
３
年
生

 
・
チ
ー
ム
を
責
め
な
い

 
・
チ
ー
ム
と
協
力
す
る

 
・
あ
き
ら
め
な
い
・
チ
ー
ム
の
た
め
に
助
け
合
え
る
集
団

 
・
ミ
ス
し
て
も
責
め
な
い
集
団

 
・
仲
間
を
一
番
に
考
え
る
集
団

 
・
一
緒
に
喜
ぶ
、
泣
く
、
気
持
ち
が
ひ
と
つ

 
・
全
員
で
悪
い
と
こ
ろ
を
直
そ
う
と
努
力
す
る

 
・
負
け
て
も
勝
っ
て
も
誰
も
責
め
な
い

 
・
た
と
え
一
人
が
で
き
な
く
て
ダ
メ
だ
と
し
て
も
、
そ
の

人
を
カ
バ
ー
し
た
り
、
教
え
た
り
し
て
全
員
で
協
力
し
て

い
ろ
ん
な
こ
と
を
す
る
。

 
・
弱
音
を
吐
い
た
り
、
け
ん
か
を
し
た
り
せ
ず
、
み
ん
な

で
喜
ん
だ
り
泣
い
た
り
で
き
る
く
ら
い
頑
張
れ
る
。

 
・
仲
間
を
思
い
や
り
、
積
極
的
に
ど
ん
な
時
も
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
る
仲
間
思
い
の
チ
ー
ム
。

 
・
仲
間
を
大
切
に
す
る

 
・
協
力
し
合
い
、
失
敗
は
次
へ
の
１
歩
と
考
え
る

 
・
団
結
で
き
る
チ
ー
ム

 
 

・
１
人
１
人
を
支
え
る
こ
と
の
で
き
る
チ
ー
ム

 
・
１
人
が
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
が
一
人
の
た
め
に

支
え
合
え
る
集
団

 
 

・
こ
の
人
の
た
め
に
何
か
し
よ
う
と
思
え
る
集
団

 

・
み
ん
な
が
誰
か
の
た
め
に
、
一
人
が
み
ん
な
の
た
め
に

一
生
懸
命
に
な
っ
て
助
け
合
え
る
、互

い
に
励
ま
し
合
い
、

支
え
合
い
、
周
り
を
信
頼
し
共
に
成
長
が
で
き
る
集
団

 
・
チ
ー
ム
が
ひ
と
つ
に
な
る
、
喜
び
合
え
る
、
助
け
合
え

る
 

・
作
戦
を
立
て
る
、
勝
ち
へ
導
く
、
み
ん
な
一
緒
に
や
る

 
・
泣
け
る
、
笑
え
る
、
頑
張
れ
る
、
そ
し
て
笑
顔
で
追
わ

れ
る
。

 
・
頑
張
っ
て
い
る
人
を
認
め
て
、
称
え
あ
い
な
が
ら
、
お

互
い
に
助
け
合
っ
て
目
標
に
向
か
え
る
集
団

 
・
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
応
援
さ
れ
る
集
団

 
・
笑
顔
で
終
わ
れ
る
集
団

 
・
全
員
の
頑
張
り
を
認
め
ら
れ
る
集
団

 
・
努
力
で
き
る
集
団

 
 

・
仲
間
と
共
に
喜
び
合
え
る
集
団

 
・
一
人
一
人
が
チ
ー
ム
の
た
め
に
頑
張
れ
る
集
団

 
・
人
に
感
謝
で
き
る
集
団

 
・
積
極
性
の
あ
る
集
団

 
・
チ
ー
ム
の
こ
と
を
考
え
て
行
動
で
き
る
集
団

 
・
チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
集
団

 
・
・
み
ん
な
で
、
サ
ポ
ー
ト
し
た
り
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り

し
て
、
失
敗
を
カ
バ
ー
し
成
長
し
て
い
く
チ
ー
ム
。
そ
う

い
う
チ
ー
ム
が
自
分
に
と
っ
て
一
番
強
い
チ
ー
ム
だ
と
思

う
。

 
・
裏
方
の
人
も
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
見
て
プ
レ
イ
す
る

 
・
良
い
集
団
は
後
悔
し
な
い
。

 
・
一
人
一
人
が
一
人
一
人
を
見
て
い
る
チ
ー
ム

 

・
一
緒
に
笑
っ
て
、
楽
し
ん
で
、
バ
カ
や
っ
て
、
こ
の

 
仲
間
た
ち
と
一
緒
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
の
が
良
い
集

団
。

 
・
自
分
た
ち
が
後
悔
し
な
い
方
法
を
考
え
ら
れ
る

 
・
仲
間
の
た
め
に
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
ら
れ
る

 

 

     

石
岡

先
生

の
泣

け
る
？

道
徳

シ
リ
ー
ズ

 

中
体
連
の
前
後
、
２
，
３
年
生
を
対
象
に
「
よ
い
集
団
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
有
名
な
選
手
で
あ
っ
た
田
中
君
と
そ
の
仲
間
や
先
生
と
の
交
流
を
通
し
て
、み

ん
な
で「

あ
な
た
が
考
え

る
よ
い
集
団
」
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

 

最
初
に
考
え
た
良
い
集
団
と
は
…
（
１
回
目
）

 
 

 
皆
の
意
見
を
聞
い
た
後
、
そ
の
後
の
田
中
君
た
ち
の
様
子
を

見
聞
き
し
て
考
え
た
良
い
集
団
と
は
（
２
回
目
）

 
一
人
一
人
が
支
え
合
え
る
ま
と
ま
り
の
あ
る
集
団

 
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
く
集
団
。

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
き
ち
ん
と
と
れ
る
集
団

 
（
３
年
女
子
）

 

共
に
励
ま
し
合
え
て
チ
ー
ム
の
こ
と
を
た
く
さ
ん
考
え
て
い
く
集

団
。
一
人
で
は
な
く
全
員
で
考
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

集
団

 
全
員
が
同
じ
気
持
ち
で
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
続
け
る
集
団
。

 
目
標
を
も
っ
て
い
て
、
み
ん
な
が
そ
れ
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
い
る
。

 
仲
間
と
な
ん
で
も
言
い
合
え
る
。

 
（
３
年
女
子
）

 

最
後
に
み
ん
な
と
や
れ
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
集
団
を
作

り
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
日
ご
ろ
か
ら
全
力
で
や
る
し
、
チ
ー
ム
メ

イ
ト
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
気
持
ち
を
伝
え
合
う
こ

と
が
大
切
だ
と
思
う
。

 
全
員
が
ひ
と
つ
の
こ
と
に
向
か
っ
て
協
力
し
合
え
る

集
団
。
良
い
と
こ
ろ
を
認
め
合
う
集
団

 
 

 
 

 
 

（
３
年
女
子
）

 

チ
ー
ム
が
良
い
方
向
に
行
く
よ
う
な
行
動
や
発
言
を
全
員
が
で
き

る
、
そ
れ
を
チ
ー
ム
で
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
、
一
人
一
人
が
役
割
を

果
た
し
、
よ
り
良
い
方
向
に
全
員
で
向
か
っ
て
い
く
集
団
。
最
後
に

な
っ
て
後
悔
を
し
な
い
。

 
目
標
に
向
か
っ
て
全
員
が
努
力
す
る
集
団
。

 
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
れ
る
仲
の
良

い
集
団

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（
３
年

男
子
）

 

１
人
の
ミ
ス
を
全
員
で
カ
バ
ー
で
き
る
集
団
。
自
己
中
心
的
な
人
は

一
人
も
お
ら
ず
、
常
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
こ
と
を
考
え
て
積
極
的
に

行
動
で
き
る
集
団
。
最
後
に
公
開
す
る
こ
と
の
な
い
集
団
。

 

言
い
た
い
こ
と
を
言
い
合
え
る
仲
間
が
い
る
。
お
互

い
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
生
活
で
き
る
。
嫌
な
こ
と

が
あ
っ
て
も
、
謝
っ
た
ら
す
ぐ
許
し
て
く
れ
る
よ
う

な
優

し
い

人
が

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
２
年
女
子
）

 

自
分
の
こ
と
よ
り
、
相
手
を
優
先
し
て
、
行
動
で
き
る
集
団

 
誰
か
を
責
め
た
り
し
な
い
で
み
ん
な
で
頑
張
れ
る
集
団

 
は
げ
ま
し
た
り
声
掛
け
を
進
ん
で
や
る
こ
と
が
で
き
る
集
団

 
み
ん
な
で
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き
る
集
団

 

お
互
い
に
褒
め
合
っ
た
り
、
注
意
し
合
っ
た
り
で
き

る
集
団

 
自
分
の
意
見
な
ど
を
言
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
の
良
い

集
団

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
２
年
女
子
） 

自
分
の
た
め
に
も
、
相
手
の
た
め
に
も
動
け
る
集
団

 
運
動
が
苦
手
だ
っ
た
り
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
全
員
で
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
集
団

 
一
人
一
人
が
全
員
の
た
め
に
努
力
で
き
る
集

団
。

 
仲
が
良
い
集
団
、だ

め
な
こ
と
と
か
、悪

い
こ
と
を
注

意
で
き
る
集
団
。
な
ん
で
も
頑
張
れ
る
集
団

 
（
２
年
男
子
）

 

１
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
な
に
か
や
り
、
み
ん
な
は
ひ
と
り
の
た
め

に
、
何
か
を
す
る
。
が
ん
ば
っ
て
い
た
り
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い
た

り
す
る
人
の
た
め
に
、
み
ん
な
が
そ
の
人
に
何
か
や
っ
て
あ
げ
た
い

と
思
え
る
集
団
が
い
い
集
団
だ
と
思
う
。

 

道
 徳

 の
 風

 

 

三
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三
中
職
員
用
道
徳
便
り

 
    ★
道
徳
研
発
表
指
導
案
検
討
会
・
・
・
パ
ー
ト
２

 
【
助
言
者
の
先
生
方
の
指
導
か
ら
】

 

指
導
案
の
「
本
時
の
展
開
」

 
指
導
上
の
留
意
点
（
指
導
と
支
援
）
に
つ
い
て

 

 
「
留
意
点
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
記
号
、
評
価
に
関
す
る
こ
と
を
入
れ
た
ほ
う
が
良
」

 

 
 

 
⇒

 
留
意
点
○

 
評
価
（
方
法
）
●

 
に
変
更

 

 
【
解
説
】
本
時
の
展
開
に
評
価
に
つ
い
て
追
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て
…

 
 

 
①
留
意
点
に
書
か
れ
る
評
価
は

 
本
時
の
生
徒
の
様
子
か
ら
評
価
に
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
（
視
点
）
で
あ
る
。

 
評
価
の
方
法
は
観
察
、
プ
リ
ン
ト
、
発
表
な
ど

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
②
「
生
徒
の
取
組
状
況
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て

 
 

 
 

 
 

 
こ
の
部
分
も
そ
の
授
業
の
評
価
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
？
と
い
う
疑
問
が
出
て
き
ま
す
が
…

 
 

 
 

 
 
本
校
で
は
、 「

生
徒
の
取
組
状
況
の
ポ
イ
ン
ト
」
は
、
本
時
だ
け
の
評
価
で
は
な
く
「
大
く
く
り
な
ま
と
ま
り

 
を
踏
ま
え
た
評
価
」
と
し
て
通
年
の
評
価
を
す
る
と
き
、「

本
時
は
こ
の
ポ
イ
ン
ト
を
重
点
と
し
て
見
て
い
ま

 
す
」
と
い
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
、
共
通
理
解
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 
こ
の
評
価
に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
た
い
方
は
「
道
徳
教
育
を
学
ぶ
た
め
の
重
要
項
目
１
０
０
」
教
育
出
版
（
職
員

用
の
図
書
資
料
棚
に
あ
り
ま
す
！
）

P８
６
～
８
７
を
見
て
く
だ
さ
い
。

 

P 
１
３
７
に
は
４
学
習
指
導
案
と
評
価
よ
り

 

 
 

         
あ
っ
と
い
う
間
に
夏
休
み
が
終
わ
り
、
２
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
２
学
期
の
道
徳
の
取
組
は
、

 
１
か
月
ご
と
に
主
任
が
中
心
と
な
り
授
業
者
の
計
画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。
主
任
の
先
生
方
に
は

 
「
○
月
の
授
業
担
当
」
と
い
う
プ
リ
ン
ト
を
準
備
す
る
の
で
記
入
後
、
中
岫
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

 
ま
た
、
担
当
学
年
以
外
の
先
生
が
授
業
を
行
い
た
い
場
合
は
、
中
岫
を
窓
口
に
し
て
お
知
ら
せ
く
だ

 
さ
い
。
忙
し
く
な
る
２
学
期
で
す
が
、
み
ん
な
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

 

道
 徳

 の
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『
学
習
指
導
要
領
解
説

 
特
別
の
教
科

 
道
徳
編
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
道
徳
科
で
養
う
道
徳
性
は
、
児

童
が
人
間
と
し
て
よ
り
よ
い
生
き
方
を
志
向
し
、
諸
問
題
に
適
切
に
対
応
す
る
力
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
道
徳
的
価
値
を
ど
れ
だ
け
理
解
し
た
か
な
ど
の
基
準
を
設
定
す
る
こ
と
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
ま
た
、

個
々
の
内
容
項
目
ご
と
で
は
な
く
、
学
期
や
学
年
と
い
っ
た
大
く
く
り
な
く
く
り
で
児
童
の
評
価
を
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
。

 
 
上
記
を
踏
ま
え
、
も
し
学
習
指
導
案
に
評
価
の
観
点
を
表
記
す
る
な
ら
「
主
人
公
の
生
き
方
を
手
が
か
り

に
し
て
、
主
題
や
ね
ら
い
に
つ
い
て
、
自
分
な
り
の
根
拠
を
も
っ
て
考
え
、
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
よ
う
な
個
人
の
成
長
の
見
取
り
に
関
す
る
観
点
を
支
援
と
留
意
点
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。

 

三
中
職
員
用
道
徳
便
り

 
   

 ★
道

徳
研

発
表

指
導

案
検

討
会

よ
り

・
・

・
 

指
導
案
の

最
後

に
載
せ

て
い

る
「

評
価
の

視
点

」
を
 
生

徒
の

取
組

状
況

の
ポ

イ
ン

ト
」

に
変

更
 

と
い

う
こ

と
で

、
道

徳
部

会
（

中
岫

・
今

）
で

疑
問

に
 
 
 

つ
い
て
の

回
答

を
探
り

ま
し

た
！
 

「
評
価
の

視
点

」
は
「

大
く

く
り
な

ま
と

ま
り
を

踏
ま
 

え
た
評
価

」
か

ら
き
て

い
ま

す
。
 

「
大
く
く

り
な

ま
と
ま

り
の

評
価
」

で
大

切
な
こ

と
は

…
 

   

 『
道

徳
性

の
諸

様
相

で
あ

る
道

徳
的

な
「

判
断

力
・

心
情

・
実

践
意

欲
と

そ
の

態
度

」
の

そ
れ

ぞ
れ

に
つ

い
て

分
節

し
、

学
習

状
況

を
分

析
的

に
と

ら
え

る
観

点
別

評
価

を
通

じ
て

見
取

ろ
う

と
す

る
こ

と
は

、
生

徒
の

人
格

そ
の

も
の

に
働

き
か

け
、

道
徳

性
を

養
う

こ
と

を
目

標
と

す
る

道
徳

科
の

評
価

と
し

て
は

妥
当

で
は

な
い

。
授

業
に

お
い

て
生

徒
に
考
え

さ
せ

る
こ
と

を
明

確
に
し

て
、「

道
徳

的
価

値
に

つ
い

て
の

理
解

を
基

に
、
自

己
を

見
つ

め
、
物

事
を

広
い

視
野

か
ら

多
面

的
・

多
角

的
に

考
え

、
人

間
と

し
て

の
生

き
方

に
つ

い
て

の
考

え
を

深
め

る
」

と
い

う
目

標
に

掲
げ

る
学

習
活

動
に

お
け

る
生

徒
の

具
体

的
な

取
組

状
況

を
、

一
定

の
ま

と
ま

り
の

中
で

、
生

徒
が

学
習

の
見

通
し

を
立

て
た

り
、

学
習

し
た

こ
と

を
振

り
返

っ
た

り
す

る
活

動
を

適
切

に
設

定
し

つ
つ

、
学

習
活

動
全

体
を

見
取

る
こ

と
が

求
め
ら
れ

る
。
 

そ
の
際
、

個
々

の
内
容

項
目

ご
と
で

は
な

く
、
大

く
く

り
な
ま

と
ま

り
を
踏

ま
え

た
評
価

と
す

る
…
 

 
 

 

よ
っ

て
、
「

評
価

の
視

点
」

を
ど

う
見

て
い

く
か

と
い

う
こ

と
に

つ
い

て
、
「

①
道

徳
的

価
値

に
つ

い
て

の
理

解
を

基

に
、
②
自

己
を

見
つ
め

、
③

物
事
を

広
い

視
野
か

ら
多

面
的
・
多
角

的
に
考

え
、
④
人
間

と
し

て
の
生

き
方

に
つ
い
て

の
考
え
を

深
め

る
」
の
四
つ

の
「
大
く
く

り
な
評

価
の

視
点
」
の
中

で
、
本
校
の

重
点
で

あ
る
「

考
え
議
論

す
る
道

徳
」

の
ポ
イ
ン

ト
か

ら
、
そ

の
議

論
か
ら

得
ら

れ
る
「

多
面

的
・
多
角
的

に
考
え

」
の

部
分
に

お
い

て
意
識

し
た

取
組
み
を

大
切
に
し

た
い

。
以
上

の
こ

と
か
ら

四
つ

の
評
価

の
視

点
を
 

「
生

徒
の

取
組

状
況

の
ポ

イ
ン

ト
」

と
し

て
扱
っ

て
い

き
ま
し

ょ
う

。
 

ま
た
、
①

道
徳

的
…
③

物
事

を
…
の

視
点

を
メ
イ

ン
に

生
徒
の

取
組
 

状
況
の
ポ

イ
ン

ト
と
し

て
載

せ
て
く

だ
さ

い
。
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そ
も
そ
も
、「

評
価
の
視
点
」
は

 
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
？
具
体
的
に

ど
ん
な
こ
と
な
の
か
？

 

学
習
指
導
要
領
の
道
徳
科
に
お
け
る
評
価
よ
り
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道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業報告集

令和２年３月

編集・発行 青森県道徳教育推進協議会






